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① 幼児教育の充実 ｐ.3
② 豊かな心の育成 ｐ.4
③ すこやかな体の育成 ｐ.11
④ 確かな学力の育成 ｐ.20
① 社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実 ｐ.22
② 遊びの環境の充実 ｐ.25
③ スポーツ・文化に親しむ環境づくり ｐ.26
④ 子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実 ｐ.27
① 児童虐待防止対策の充実 ｐ.31
② いじめ防止等対策の総合的推進 ｐ.37
③ 安全・安心な環境の確保 ｐ.38
① 不登校・ひきこもりへの支援の充実 ｐ.42
② 社会性の向上や就労等に向けた支援の充実 ｐ.44
③ 代替養育を必要とする子どもへの対応の充実 ｐ.45
① 母子保健の充実 ｐ.47
② 小児医療，学校保健の充実 ｐ.54
① 子育てに関する不安・負担の軽減 ｐ.56
② 子育てに要する経済的負担の軽減 ｐ.60
③ 子育てに関する情報提供・相談支援の充実 ｐ.64
① 教育・保育基盤の整備 ｐ.73
② 多様な保育サービス等の充実 ｐ.74
③ 保育の質の確保・向上 ｐ.76
④ 幼児教育の充実（再掲） ｐ.80
① 子どもの貧困対策の推進 ｐ.81
② ひとり親家庭等への支援の充実 ｐ.81
③ 障害のある子どもなどへの支援の充実 ｐ.84
① 多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化 ｐ.88
② 地域における児童虐待防止対策の充実　（児童虐待防止対策の充実の一部再掲） ｐ.94
③ 子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成 ｐ.94
④ 身近な地域の子育て支援施設等の充実 ｐ.96
① 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現に向けた家庭・企業等における取

り組みの推進
ｐ.98

② 女性の就労継続・再就職の支援促進 ｐ.99
③ 男女がともに担う子育ての推進 ｐ.99
① 子育てを応援していく全市的な機運の醸成 ｐ.100
② 子育てを応援していく各種プロジェクトの展開 ｐ.100

（３）

身近な地域の子育て支援機能の
充実

（４）

地域をあげて子ども・子育てを応援
していく機運の醸成

個別のニーズに応じた子ども・子育
て家庭への支援の充実
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1.子どものすこやかな成長を支える取り組みの充実，子どもの安全・安心の確保

1（１）　生きる力をはぐくむ教育の充実

1(1)①幼児教育の充実

1(1)①幼児教育の充実1

幼保小連携

の推進

子どもたちが幼稚園・保育所・認定こども園から

小学校への円滑な適応を図れるよう，幼稚園

幼児指導要録及び保育所児童保育要録，幼

保連携型認定こども園園児指導要録などを活

用し，一人ひとりの子どもの発達の姿を小学校

へ伝えるほか，幼保小の連絡会や合同研修会

の開催，共通様式による引き継ぎ（及び双方

向での交流の強化）等を通じ，幼児教育と小

学校教育の相互理解や緊密な連携に取り組む

など，学びの連続性の確保に努める

■運営支援課

○公立保育所職員を対象に，幼保小の連携や幼児

教育と小学校教育の相互会に努めるため研修会を実

施した。

■学びの連携推進室

○接続期カリキュラムの充実を図るため，幼保小それぞ

れの保育・教育について相互に理解を深めるための情報

交換等を行う合同研修を予定していたが，新型コロナウ

イルス感染症感染拡大予防のために中止とした。

○新規の「幼保小連携モデル事業」についても，モデル

校募集を延期している。

▲

■運営支援課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら，例年実施されている幼保小合同研修会は中

止とした。

■学びの連携推進室

【取組状況】

○新規の「幼保小連携モデル事業」が止まってい

る。一方，スタートカリキュラムの報告等により，「平

成29・30年度幼保小モデル事業実践記録集」で

紹介されたような，子ども・教師の交流，幼稚園へ

の出前授業，相互の授業参観を行うなど，交流・

相互理解が進んでいることが伺えた。

■運営支援課

○幼保小の連絡会での共通様式により引継ぎを行い

ます。

○幼稚園幼児指導要録及び保育所児童保育要

録，幼保連携型認定こども園園児指導要録などを

活用し，一人ひとりの子どもの発達の姿を小学校へ

伝えていきます。

■学びの連携推進室

○区毎に研修等，大規模な場が設定ができない状

況ですが，小学校毎の幼保小連絡会等で子どもの

引継ぎに加え，相互の取組について情報交換をする

よう働きかけ，接続期カリキュラムの充実を図っていき

ます。

運営支援課，

学びの連携推進室

1(1)①幼児教育の充実2

幼稚園教員

研修支援

子どもの教育・保育及び保護者に対し適切な

支援が行われるよう，幼稚園教諭の研修を支

援することで，教員一人ひとりの資質の向上を

図る

○4月に研修の共催負担金を支出した。

▲

【取組状況】

○新任教員研修会はWEBにより実施したが，夏

休み期間中に予定していた研修は新型コロナウイル

ス感染症の影響により中止とした。

○引き続き幼稚園教員の資質向上を図るため，研

修の実施を支援してまいります。

運営支援課

1(1)①幼児教育の充実3

保育教諭確

保のための

幼稚園教諭

免許状取得

支援事業

幼稚園教諭と保育士資格の両方の免許・資格

を有する保育教諭を確保するため，幼保連携

型認定こども園に勤務する保育士が，幼稚園

教諭免許状を取得するために要する経費等に

対して助成を行う

○2施設から計3人の補助利用希望が挙がっている。

○

【取組状況】

○9月に対象施設へ制度を案内し，概ね順調に進

んでいる。

○保育教諭の確保を図るため，引き続き制度の周

知を図っていきます。

運営支援課

1(1)①幼児教育の充実4

認定こども

園整備補助

質の高い幼児教育と保育サービスを一体的に

提供する認定こども園の整備・普及を推進する

ため，認定こども園への移行を予定している幼

稚園に対し，相談支援を行うとともに施設改修

及び備品購入に要する経費の一部を助成する

○令和3年度当初に，幼稚園から幼保連携型認定こ

ども園へ2園，幼稚園型認定こども園へ2園，保育所か

ら幼保連携型認定こども園へ7園，保育所型認定こど

も園へ3園移行する予定である。
○

【取組状況】

左記の14園について，移行に向けた協議を行って

おり概ね順調である。

○令和3年4月に予定通り移行できるよう協議・支援

を行っていく。

環境整備課

1(1)①幼児教育の充実5

私立幼児教

育施設運営

費等補助

幼児教育の充実のため，私立の幼児教育施

設(私立幼稚園）の施設整備費や運営費の

一部を助成する

○実施園数:58園

○補助金交付額：25,111,000円（概算）

○

【取組状況】

○従来制度幼稚園に対し，運営費の一部につい

て助成を行い，幼児教育の育成の充実に努めると

ともに，保護者の負担軽減を図った。

○仙台市内の従来制度幼稚園に対して助成を行う

ことにより，本市における幼児教育の振興と充実に寄

与することができました。今後も継続した取組みを進め

ながら，更なる充実を図ってまいります。

環境整備課，

認定給付課

3 / 102 ページ
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)①幼児教育の充実6

幼稚園預か

り保育事業

保育ニーズの多様化に対応するため，幼稚園

の教育時間終了後等も幼稚園内で園児を預

かる「預かり保育」を実施する私立幼稚園に対

し，必要経費の一部を助成する

○実施園数:106園(従来制度幼稚園:59園，新制

度幼稚園:15園，認定こども園:32園)

・預かり保育推進事業実施園数:76園

・一時預かり事業実施園数30園（見込）

○預かり児童人数

・預かり保育推進事業実施園延べ人数:（未定）

・一時預かり事業実施園延べ人数:（未定）

○補助金交付額

・預かり保育推進事業実施園交付額:0円

・一時預かり事業実施園交付額:0円

○

【取組状況】

○預かり保育を実施する幼稚園に対して，経費の

一部を補助することで保護者の負担軽減が図られ

た。

○経費の一部について助成を行うことにより，様々な

保護者ニーズに対応するとともに，実施園における財

政的な負担を軽減することができました。

○多様化する預かり保育へのニーズに対応するた

め，今後も私立幼稚園等への補助を継続し，幼稚

園における預かり保育の推進に努めてまいります。

環境整備課，

認定給付課

1(1)①幼児教育の充実7

絵本を通し

た心豊かな

子育て支援

事業

育児教室や乳幼児健康診査を実施している保

健福祉センターなどに，乳幼児の保護者向け

ブックリストを配架するとともに，乳幼児向けおは

なし会や乳幼児の保護者向け行事を実施し，

乳幼児期から親や子どもが読書の楽しさや面白

さを発見する機会を提供する

○育児教室等が行われる各区保健福祉センターや，

乳幼児と保護者が訪れる機会のある子育て支援セン

ターにブックリスト「あかちゃんと楽しむはじめての絵本」の

配布を依頼した。

○乳幼児向けおはなし会の実施：22回，134名参加

（8/31現在）
▲

【取組状況】

○今年度配布予定分のブックリストは昨年度中に

作成・配布依頼済み。

○コロナ禍により６月までのおはなし会等の行事を

全館で中止していたが，７月以降，感染症対策

を取りながら定員を少人数とし徐々に再開している。

妊娠期の親を対象とした「マタニティおはなし会」は令

和2年度の実施を見送ることとした。

○乳幼児と保護者向け講座「あかちゃんと楽しむ絵本

とわらべうた」を，感染症対策を取りながら，10～11

月の期間に全館で実施する予定です。

○７月以降感染症対策を取りながら行事を再開して

いますが，おはなし会等へのボランティア参加につい

て，意向を伺いながら協力を仰いでいきます。

市民図書館

1(1)②豊かな心の育成

1(1)②豊かな心の育成8

防火防災訓

練・防火防

災教育の充

実

若年層へ防火防災意識を啓発し，災害による

被害の軽減を図るもので，幼稚園，小学校等

における消防・防災訓練の実施及び地震体験

車や防災講話講師の派遣を行うなど，防火防

災教育への支援を実施する

■減災推進課

○地震体験車「ぐらら」派遣

【学校等】（前年度同時期）

・実施回数：1回（ 6回）

・体験延人数：0人（1,000人）

【地域の防災訓練】（前年度同時期）

・実施回数：0回 （8回）

・体験延人数：0人（1,040人）

【催事】（前年度同時期）

・実施回数：0回（6回）

・体験延人数：0人（1,160人）

▲

■減災推進課

○地震体験車「ぐらら」派遣

・新型コロナウイルス感染症の影響により，学校や

地域の防災訓練が中止及び規模縮小となり，前

年度と比較し派遣要請が減少している。

■減災推進課

○地震体験車「ぐらら」派遣

・新型コロナウイルス感染症を踏まえた暫定的な運用

について関係部局へ通知し，感染症対策を図ったう

えで事業を継続する。

減災推進課，

予防課

4 / 102 ページ
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)②豊かな心の育成8

防火防災訓

練・防火防

災教育の充

実

若年層へ防火防災意識を啓発し，災害による

被害の軽減を図るもので，幼稚園，小学校等

における消防・防災訓練の実施及び地震体験

車や防災講話講師の派遣を行うなど，防火防

災教育への支援を実施する

○防災訓練

　実施回数：1回

　→シェイクアウト訓練（6/12開催）

　　参加人数：26,518人

　　参加機関：133機関（幼稚園・保育所・学校

等）

○防災訓練

【取組状況】

・６月１２日の「市民防災の日」に実施した仙台市

シェイクアウト訓練では，幼稚園・保育所や小学校等

に対して訓練実施依頼と訓練啓発用チラシを配布

し，訓練参加を促した。また，例年各区等が主催し

実施している各地区総合防災訓練については，新型

コロナウイルス感染症の拡大防止のため，中止を決

定している。

【事業に対する客観的意見・評価】

・シェイクアウト訓練は，訓練開始時間を前年の９時

から９時４５分に変更したことにより，これまで参加

が難しかった幼稚園や保育所が参加しやすい状況と

なり参加者の増加につながった。

・一方，小・中学校等については，新型コロナウイル

ス感染症の影響により各学校の入学や始業開始時

期が遅れたことや，分散登校の実施などにより訓練に

参加した学校数が減少したことから，参加者数も減

少した

○防災訓練

・訓練啓発用リーフレットの作成・配布や，合同校長

会などの機会を捉えた本市主催の防災訓練の周知

啓発を行うとともに，幼稚園や学校が独自に実施す

る防災訓練に当課から講師を派遣するなどの支援を

継続して行う。

減災推進課，

予防課

1(1)②豊かな心の育成8

防火防災訓

練・防火防

災教育の充

実

若年層へ防火防災意識を啓発し，災害による

被害の軽減を図るもので，幼稚園，小学校等

における消防・防災訓練の実施及び地震体験

車や防災講話講師の派遣を行うなど，防火防

災教育への支援を実施する

■予防課

○防火防災訓練への支援

・学校職員への指導：112団体【295団体】

・消防訓練等への職員の派遣：7団体【67団体】

・幼・少年消防クラブへの指導：3団体（2回46人）

【68団体(41回3071人)】

■予防課

【取組状況】

○今年度はコロナウイルス感染症の影響により，幼

稚園・小学校等から消防訓練の依頼件数が減少し

ており予定通り進んでいない。

■予防課

○防火防災教育への支援

・今後も若年層の防火防災意識の醸成は重要であ

るため，社会科の授業の一環として訪れる庁舎見学

時や消防訓練時において引き続き支援を図っていきま

す。

減災推進課，

予防課

1(1)②豊かな心の育成9

性暴力等の

根絶に向け

た取り組み

子どもを性暴力の被害から守るため，子ども及

び保護者向けのリーフレットを配布し，相談窓

口の周知や被害の早期発見に向けた啓発を行

う

また，中学生や高校生に対し，せんだい男女

共同参画財団がデートＤＶ防止のための出前

講座を実施するなど，性暴力の被害・加害防

止に向けた啓発を行う

○性暴力防止啓発チラシ（子供用）を市内小学校に

配布した。また，デートＤＶ防止啓発リーフレットを仙台

市内の中学校に配布するとともに，依頼に応じてデート

ＤＶ防止出前講座を実施した。

・子供用チラシ「大切にしよう。自分のコト。：約

12,000部配布

・「HAPPYなお付き合いをするために～デートDVを知ろ

う」：約10,000部配布

・デートDV防止出前講座：1回・80名参加予定

○

【取り組み状況】

○広報啓発物の配布等は予定通り実施している。

○デートＤＶ防止啓発リーフレットを仙台市内の高

校，大学等に配布するとともに，依頼に応じてデート

ＤＶ防止出前講座を実施します。

○効果的な啓発となるよう，資料の内容や配布

先，配布方法を検討しながら，今後も継続して実

施します。

男女共同参画課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)②豊かな心の育成10

消費者教

育・学習の

推進

子どもが自立した消費者として主体的に判断

し，責任をもって行動できる能力を育むため

に，ライフステージに応じた消費者教育を実践

するための教材や情報等の提供を行う

○消費者教育出前講座の実施:なし【令和元年度30回】

○教員対象の研修会の実施：１回【令和元年度4回】

○教員向け消費者教育情報誌の配布:10,000部【令和元

年度10,000部】（市内小・中・高・特別支援学校に配

布）

○消費者教育教材の作成･配布

中学生向け10,200部作成【令和元年度10,200部】（市

内中学3年生に配布)

○家庭向けリーフレットの作成・配布：10,500部【令和元

年度10,200部】作成（小学5年生と保護者に配布）

○高校生向けリーフレットの作成･配布:11,500部【令和元

年度11,500部】作成(市内高校3年生に配布)

○消費者教育ウェブサイト「伊達学園」による情報提供

○ウェブサイト「伊達学園」コンテンツ「授業でござる」の更新

○「せんだい消費者教育支援バンク」の更新・配布（市内

小・中・高等学校に配布）

▲

【取組状況】

○消費者教育出前講座は，夏休み前までの時期に予

定されていたものはすべて中止となり，年度後半の申し

込みも現段階では数件程度となっている。

○各年代ごとの消費者教育教材を作成・配布し，発達

段階に応じた消費者教育の推進を行っている。教材の

作成・配布はおおむね例年通りに順調に進行している。

○家庭向けリーフレット配布を通じて保護者・児童が一

緒に消費者教育を学ぶ機会を提供している。

○児童や生徒の発達段階に応じた学習コンテンツで構

成されている消費者教育ウェブサイト「伊達学園」は，学

校だけでなく家庭でも利用することができるため，サイトの

周知や活用の推進を行っている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○講座の開催は難しい状況が続いているが，消費者教

育教材の配布やウェブによる情報提供等の取り組みによ

り，啓発及び学習支援は一定程度できていると考える。

○講座の機会は減っていますが，消費者教育教材

の配布やウェブによる情報提供等の取り組みによる子

どもたちに対する啓発及び学習支援を継続して行いま

す。

○学校に導入されるタブレット端末に広く対応する仕

様に変更するため，ウェブ教材「伊達学園」の改定を

行います。

○子どもたちが自立した消費者となり，「消費者市民

社会」の一員となるための能力を育むために，引き続

き,学校や家庭などに対して働きかけ,幼児期からの各

ライフステージに応じた消費者教育を推進します。

消費生活センター

1(1)②豊かな心の育成11

思春期保健

の推進

若年妊娠・望まない妊娠等の防止や性感染症

の予防等について，教育委員会と連携を図りな

がら，小中学校，高等学校にて児童生徒と保

護者を対象とした講習会を実施するなど，思春

期からの心と体の健康教育の充実に向けた取

組を進める

■健康安全課

2施設（高等学校1、児童自立支援施設1）で健康

教育実施。　

■子供保健福祉課

中学校12校から申し込みがあった（うち１校キャンセ

ル）。4校実施。479人

▲

■健康安全課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症の影響により，教育機

関に出向いての健康教育や啓発の実施が難しくなっ

ている。

○啓発方法について，新たな方法等模索が必要

である。

■子供保健福祉課

○令和２年度は、学校数を増やして実施する予定

であったが、新型コロナウイルスによる影響で申込み

は例年通りであった。

■健康安全課

学校等と連携を図り，啓発方法についても相談しな

がら，思春期からの心と体の健康教育の充実に向

け，取り組みを進めます。

■子供保健福祉課

次年度も教育局や助産師会と連携をして、健康教

育を継続していく。

健康安全課，

子供保健福祉課，

各区管理課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)②豊かな心の育成11

思春期保健

の推進

若年妊娠・望まない妊娠等の防止や性感染症

の予防等について，教育委員会と連携を図りな

がら，小中学校，高等学校にて児童生徒と保

護者を対象とした講習会を実施するなど，思春

期からの心と体の健康教育の充実に向けた取

組を進める

■青葉区

区内小中学校を対象に保健対策のための懇談会を開

催予定

▲

■青葉区

【取組状況】

新型コロナウィルス感染症の影響により学校行事の

変動があることから学校との日程調整が遅れている。

【事業に対する客観的意見・評価】

参加学校数、アンケート結果の満足度

■青葉区

小中学校養護教諭との懇談会の開催により，健康

課題や対策について情報交換を図り，課題解決のた

めの検討や連携支援につなげていきたいと考えていま

す。

健康安全課，

子供保健福祉課，

各区管理課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)②豊かな心の育成11

思春期保健

の推進

若年妊娠・望まない妊娠等の防止や性感染症

の予防等について，教育委員会と連携を図りな

がら，小中学校，高等学校にて児童生徒と保

護者を対象とした講習会を実施するなど，思春

期からの心と体の健康教育の充実に向けた取

組を進める

■宮城総合支所

○子供保健福祉課の県助産師会委託の思春期健康

教育へ同行予定。

・中学校　2校〔令和元年度：中学校2校，参加者

191名〕

○管内小中学校・高等学校養護教諭，産科医療機

関の助産師との連絡会の開催は新型コロナウイルス感

染症の影響により実施を見送る可能性が高い〔令和元

年度：参加者19名〕

○学校保健委員会等への出席依頼はなし（令和2年

9月現在）〔令和元年度：4校〕

○地区まつりを新型コロナウイルス感染拡大防止のため

中止としたことから，リーフレットの配布は随時実施〔令

和元年度：48部〕

▲

■宮城総合支所

【取組状況】

○健康教育は2校で実施予定である。

○連絡会議は，新型コロナウイルス感染拡大防止

のため，令和2年度の実施は見送る可能性が高

い。

【事業に対する客観的意見・評価】

○健康教育は，アンケート結果より例年，自尊感

情の醸成が図られたと考えられる意見が寄せられて

いる。

○連絡会議は，アンケート結果より例年，健康課

題を共有すること，多職種で話し合うことが有意義

である等，評価が高い。

■宮城総合支所

○今後も教育機関との連携により，思春期健康教

育を実施していきます。

○新型コロナウイルス感染症の影響下においても，各

教育機関，産科医療機関とは個別に連携を図って

いきます。

健康安全課，

子供保健福祉課，

各区管理課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)②豊かな心の育成11

思春期保健

の推進

若年妊娠・望まない妊娠等の防止や性感染症

の予防等について，教育委員会と連携を図りな

がら，小中学校，高等学校にて児童生徒と保

護者を対象とした講習会を実施するなど，思春

期からの心と体の健康教育の充実に向けた取

組を進める

■宮城野区

○子供保健福祉課による思春期健康教育助産師会

委託事業への同行

・中学校1校 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　・参加者：135名

○区内高校を対象とした性感染症と妊娠出産等につい

て

・1校

・参加者　46名

○

■宮城野区

○講話の企画・実施は助産師会の講師が行い，

同行した保健師は，保健福祉センターの紹介と母

子保健事業についての説明を行った。

○高校生を対象とした健康教育は，新型コロナ感

染症の予防のため、オンライン授業となった。チャット

での生徒とのやりとりを交え理解を得ることができた。

■宮城野区

○若者の性感染症の増加傾向や，若年妊娠や望

まない妊娠，虐待事例の増加という現状があり，思

春期健康教育はますます重要になっております。

○高校生を対象としたアンケートの結果，受講者の

95％が「理解できた」と回答しており、正しい性に関す

る知識を獲得することができたと思われます。

健康安全課，

子供保健福祉課，

各区管理課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)②豊かな心の育成11

思春期保健

の推進

若年妊娠・望まない妊娠等の防止や性感染症

の予防等について，教育委員会と連携を図りな

がら，小中学校，高等学校にて児童生徒と保

護者を対象とした講習会を実施するなど，思春

期からの心と体の健康教育の充実に向けた取

組を進める

■若林区

○小中高校生を対象とした思春期健康教育および防

煙教育

○小中高を対象とした学校保健懇談会

・各校へ希望聴取のためのアンケートを実施（全29

校）

○子供保健福祉課の県助産師会委託による思春期健

康教育へ同行し，家庭健康課の紹介を行う。（9月

26日予定：中学校1校）

▲

■若林区

【取組状況】

○思春期健康教育および防煙教育について，アン

ケートより希望のあった学校への調整・決定を行う。

○学校保健懇談会の開催にむけて，課内検討

中。

【事業に対する客観的意見・評価】

○アンケート結果では，新型コロナウイルス感染症

に関連して，学校内で苦慮している事案や児童生

徒らの健康課題について声が寄せられている。

■若林区

○学校保健懇談会の開催に向けて，感染対策を徹

底の上，内容の検討を図っていきます。

○思春期健康教育および防煙教育においては，地

区担当保健師の同行を行い，学校保健との連携の

強化を図っていきます。

健康安全課，

子供保健福祉課，

各区管理課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)②豊かな心の育成11

思春期保健

の推進

若年妊娠・望まない妊娠等の防止や性感染症

の予防等について，教育委員会と連携を図りな

がら，小中学校，高等学校にて児童生徒と保

護者を対象とした講習会を実施するなど，思春

期からの心と体の健康教育の充実に向けた取

組を進める

■太白区

○子供保健福祉課の県助産師会委託の思春期教育

に同行する予定。２校　　 〔令和元年度　3校　参加

者：263名〕

○重点的な取り組みとして、1中学校に対し，内容を協

議した上で各学年で思春期教育を実施する予定。１

校，各学年１回（うち１回は上記助産師会委

託），参加予定約210名。

○児童自立支援施設の児童を対象とした思春期教育

を今後実施する予定。１校に対し２回，参加予定数

延べ24名。　〔令和元年度　1回　12名〕

〔令和元年度　小学校の児童保護者を対象とした思春

期健康教育1校212名〕

▲

■太白区

【取組状況】

○新型コロナウィルス感染症の流行により，令和2

年度は区内全域対象のネットワーク会議（対象は

区内中学校の養護教諭等）の開催が難しい見込

みだが，1学区内のネットワーク会議を企画予定。

○思春期教育の実施を予定している学校とは，現

状の共有や教育内容の打ち合わせを進めている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○令和元年度のアンケートより、子供達に性被害の

当事者になりうる認識を伝える必要性を感じたと意

見あり。

○実施予定中学校より、小学校から連続性のある

教育をするとより効果が高いのではと意見があった。

■太白区

○各学校でどのような思春期課題を抱えているか，

思春期教育の現状や取り組みを共有し連携を図りな

がら思春期教育を推進していきます。ネットワーク会議

についても，R3年度も引き続き開催を検討してまいり

ます。

○学年により思春期の子どもたちが抱える問題に差が

あるため，より丁寧に打ち合わせを行い，効果の高い

教育を実施してまいります。

健康安全課，

子供保健福祉課，

各区管理課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)②豊かな心の育成11

思春期保健

の推進

若年妊娠・望まない妊娠等の防止や性感染症

の予防等について，教育委員会と連携を図りな

がら，小中学校，高等学校にて児童生徒と保

護者を対象とした講習会を実施するなど，思春

期からの心と体の健康教育の充実に向けた取

組を進める

■秋保総合支所

○秋保中学校3年生（28名）を対象に「心と体と未

来を大切にするために～助産師からのメッセージ～」を

テーマに思春期健康教育を実施した。

○

■秋保総合支所

【取組状況】

○自分や相手の心と体の健康に責任を持つ行動を

していく重要さを助産師の立場から生徒に伝えるとと

もに、保健師からは悩みを抱えた時の対処行動につ

いても伝えることができ、生徒も真剣に受講してい

た。今後も継続して、思春期の時期に即した教育を

実施していく必要がある。

■秋保総合支所

対象となる学校が思春期保健に関してどのような課題

をもっているのか把握し，課題に応じた健康教育を推

進していきます。

健康安全課，

子供保健福祉課，

各区管理課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)②豊かな心の育成11

思春期保健

の推進

若年妊娠・望まない妊娠等の防止や性感染症

の予防等について，教育委員会と連携を図りな

がら，小中学校，高等学校にて児童生徒と保

護者を対象とした講習会を実施するなど，思春

期からの心と体の健康教育の充実に向けた取

組を進める

■泉区

○宮城県助産師会委託により中学校2校において実

施。区の担当保健師が同行し，保健福祉センターや保

健師の仕事など紹介した。

・住吉台中学校：2年生45名参加

・八乙女中学校：3年生178名参加

○

■泉区

【取組状況】

○生徒は，助産師の講義を真剣に聞き質問にも

答える姿勢があった。自分の意思で心と体を守って

いくことが重要である。また悩みを抱え込まないため

地域に相談できる大人がいることを周知することも健

康教育の課題と思う。

■泉区

○助産師会委託の事業ですが，地域の生徒や保護

者の状況を把握できる機会になることから，地区担

当保健師も参加していきます。

健康安全課，

子供保健福祉課，

各区管理課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)②豊かな心の育成12

幼児健康診

査等に併せ

て行う心のケ

ア対策

子どもの心身面の不安やストレス反応につい

て，幼児健康診査の際に問診票による聞き取

り調査を行い，必要に応じて児童精神科医・

臨床心理士による専門相談につなげる

また，各区役所に「子どものこころの相談室」を

設置し，18歳未満の子どもを対象に，児童精

神科医・臨床心理士による専門相談を行う

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令和2

年3月から一時休止していた幼児健康診査を6月中旬

から再開し，あわせて問診票による聞き取りも再開して

いる。

問診票による聞き取り：年度末に集計【23,474人】

○子どものこころの相談室は個別相談のため，4月から

継続して実施している。

児童精神科医等による専門相談件数：52件【109

件】

▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○被災者支援総合交付金が令和2年度で終了と

なることから，令和3年度以降の事業の方向性につ

いて検討が必要である。

■子供保健福祉課

○令和3年度以降の事業の方向性について，検討

を進めます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)②豊かな心の育成13

乳幼児とふ

れあう機会

の充実

小学生や中学生，高校生に乳幼児とふれあう

機会を提供し，命の大切さや家庭の意義の理

解へつなげる

○体験学習やボランティアの受け入れについては，新型

コロナウイルス感染症の影響により，見送りや未実施も

しくは必要最小限に留められており，上半期の受け入れ

はほぼない。 ▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から

職場体験やボランティアの受け入れ人数を適切に設

定することを周知し，実施している。

○社会の中での保育所の役割を伝えながら，乳幼

児や子育ての理解が深まるよう，感染予防に努めな

がら体験学習やボランティアの受け入れを行っていきま

す。

運営支援課

1(1)②豊かな心の育成14

保健教育の

充実

家庭との連携を図り，基本的生活習慣の指導

と子どもの自己健康管理能力を高めるため，健

康教育研修会の実施や授業実践への支援を

行い，学校における保健教育の推進，充実を

図る

【取組状況】

○例年8月に行っている健康教育研修会は中止した。

▲

【取組状況】

○健康教育研修会は，新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため，令和2年度の実施を見送ることと

した。

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

より研修会開催を中止しましたが，R3年度開催に向

け，内容や開催方法の検討を図っていきます。

健康教育課

1(1)②豊かな心の育成15

人権教育の

推進

自分を大切にし，他人を尊重する態度を育成

する教育活動を推進し，子どもたちの人権尊重

や男女平等の意識の定着を図る

また，人権教育の実践者としての資質向上を

図るため，教職員向けの研修会を開催する

■教育センター

○第1回人権教育研修(国際理解研修と共催)

　外国人に対する偏見や差別の現状を理解し，偏見や

差別意識をもつことなく，共に生きていこうとする態度を

育てる

9月10日（木）参加人数　　0人

○第2回人権教育研修

　性的マイノリティ(ＬＧＢＴ)に対する理解を深め，児

童生徒が安心して学校生活を送ることができる環境づく

りについて学ぶ。

10月20日（火）参加人数　未定（9／16時点）

■教育指導課

○教職員を対象に「人権教育研修」を実施し，人権教

育の推進の仕方や人権教育資料「みとめあう心」の活用

方法について理解啓発を図っている。

▲

■教育センター

【取組状況】

○第1回人権教育研修を実施した。

【事業に対する客観的意見・評価】

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響も

あり，研修申込みが少ない状況にある。第1回目の

研修は，当日に欠席者が出たため参加人数は0と

なった。共催で行った国際理解教育研修に参加者

がいたため，研修そのものは実施した。

■教育指導課

【取組状況】

○教育課程ヒアリングや訪問等で道徳等の年間指

導計画に「みとめあう心」の活用を位置付け，授業

で活用するよう各校に指導している。

■教育センター

○第3回人権教育研修

「SNSにおける人権侵害」

11月17日(火)　参加人数未定

○新型コロナウイルスの感染が拡大する中，感染

者，濃厚接触者，医療従事者等に対する誹謗中

傷やインターネット上での心ない書き込みなどが見受け

られ，人権侵害につながっている現状があります。この

ような状況下では道徳教育や人権教育の推進は不

可欠であります。R3年度開催に向け，実施方法や

内容の検討を図っていきます。

■教育指導課

○「みとめあう心」を小学5年生と中学1年生分印刷

し，3月に各学校に配送する予定です。

教育センター，

教育指導課

1(1)②豊かな心の育成16

道徳教育の

推進

自己の生き方や社会のあり方を考え，何事にも

主体的に取り組む姿勢など児童生徒の道徳性

を育むため，道徳教育の要である道徳科の授

業の充実を図る

○道徳科の授業において，児童生徒が主体的に道徳

性を養うための指導，多様な考え方を生かすための言

語活動，問題解決的な学習など多様な方法を取り入

れた指導及び評価を行っている。 ○

【取組状況】

○教育課程ヒアリングや教育課程訪問等を実施

し，学校教育活動全体を通していじめ根絶に向

け，命と心を守り育む道徳教育の充実を図るため

に，全体計画・年間指導計画を策定するように指

導している。

○学習指導要領及びいじめに係る諸施策の主旨を

踏まえ，命と心を守り育む道徳教育を推進し，生命

尊重の精神や公正，公平な態度を育むため「考え，

議論する道徳」に基づく授業の質の向上，指導の充

実を図ってまいります。

教育指導課

1(1)②豊かな心の育成17

命を大切に

する教育の

推進

児童生徒が生涯にわたって「心の危機」に対処

するための土台となるよう，家庭や地域と連携し

ながら命を大切にする教育の推進を図る

○市立学校園で命を大切にする教育の推進役を担う

教員を対象に「命を大切にする教育研修」を実施し，

各校の実態に合わせた命を大切にする教育の推進を

図っている。

○命を大切にする教育の理解啓発及び授業実践に活

用できるよう，「仙台版　命と絆プログラム」を各校に配

付した。

○

【取組状況】

○研修の実施に合わせ，「仙台版　命と絆プログラ

ム」を配付し，教職員や保護者研修，授業実践を

行ったりする際の手引きとして活用するよう命を大切

にする教育の推進に努めている。

○命を大切にする教育の年間指導計画の作成状況

と授業実践の状況を確認するとともに，「仙台版　命

と絆プログラム」の検証と改訂について複数年計画で

行っていく予定です。

教育指導課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)②豊かな心の育成18

学校情報化

推進事業

新たな時代を生きる子どもたちの情報活用能力

を育むため，小中学校すべての普通教室や特

別教室において，コンピュータや教育用デジタル

教材，インターネット等を活用した学習ができる

よう，校内ネットワークやコンピュータ等の整備充

実を図るとともに，情報化社会の「光（利便

性）」と「影（問題点）」を理解し，社会の中

で安全に生きる力を身に付けられるよう，情報

モラルに関する教育を推進する

○GIGAスクール構想の実現に向け，各学校の通信環

境整備，端末配備を令和２年度内に完了するよう事

業を進めている。

○コンピューター室の端末更新校（35校中19校実施

済）に対し，ソフトウエア活用研修やICT支援訪問を

実施した。〔令和元年度：42校〕

○情報モラル啓発リーフレットの作成に向けた検討を行っ

た。

○

【取組状況】

○GIGAスクール構想の実現に向けた，各種環境

整備について，業者選定を行い，おおむね順調に

進行している。

○ソフトウエア活用研修やICT支援訪問を当初予

定通り進行している。

○情報モラル啓発リーフレットは，おおむね順調に進

行している。

○ICT環境整備については，整備した端末が安全か

つ安定的に活用できるよう，適宜状況を把握し，必

要な回収を継続していくとともに，活用推進に向け，

教員への支援を継続していきます。

○情報モラル教育の推進については，引き続きリーフ

レット等による啓発を行うとともに，児童生徒の学習

の場面において，情報モラル教育の充実を図っていき

ます。

教育指導課

1(1)②豊かな心の育成19

児童生徒の

心のケア推

進事業

児童生徒が地域，学校，家庭で精神的に安

定した生活を送り，すこやかに成長できるよう，

心の問題の未然防止，早期発見，解決を目

指した支援を行う

○スクールカウンセラー配置事業（小学校119校，中

学校64校，高校4校，中等教育学校1校，特別支

援学校1校）

○緊急スクールカウンセラー配置事業（被災校や生徒

指導困難校17校に配置）

○さわやか相談員等配置事業（90校に配置）

○学校生活支援巡回相談員派遣事業（39校に派

遣）

○心のケア支援チーム派遣（3校に派遣）

○震災に伴う精神科医師派遣（支援対象校7校）

○「心と体の健康調査」の実施（支援対象校7校）

○スクールソーシャルワーカーの派遣（85校に派遣）

○

【取組状況】

○心の問題の未然防止，早期発見，解決を目指

し，専門家の助言をいただきながら支援を行ってい

る。

○震災の影響に加えコロナ禍での対応も必要になって

いるため，児童生徒の現状を踏まえ，専門家等と連

携を図りながら心のケアを推進していきます。

教育相談課

1(1)②豊かな心の育成20

子ども読書

活動推進

「仙台市子ども読書活動推進計画」に基づき，

子どもがいつでも，自由かつ意欲的に読書に親

しむことのできる環境を作るため，学校と家庭，

地域，図書館など関係機関の連携・協力のも

と，家読（うちどく）をはじめとするさまざまな取

り組みを推進する

○学校図書館運営モデル校として，小学校7校，中学

校2校，特別支援学校1校を認定。モデル校は学校図

書館運営に関し，特色ある取り組みを実施している。

○

【取組状況】

○学校図書館運営モデル校認定校については，学

校図書館を利用する児童を増やし，子どもの読書

に対する興味関心を喚起するよう取組を進めてい

る。

○令和元年度の学校図書館運営モデル校の取組

事例集を作成。事例集を通じて，令和元年度の

実施内容や結果，新たな課題などを他校と共有

し，学校図書館のさらなる効果的活用や子どもの

読書活動推進を図る。

○今後も子どもの読書環境の更なる充実のために，

第三次計画に基づいて事業を展開していく予定で

す。

生涯学習課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)②豊かな心の育成21

図書館にお

ける子ども読

書活動推進

事業

学校との連携を強化し，図書館資料の貸出

や，小中学生を対象としたブックトークの実施な

どを通じて児童生徒の読書活動を支援する

また，泉図書館2階の「子供図書室」を中心

に，子ども読書に関わる人・情報・サービスの

ネットワークの拠点としての事業を展開する

○学校への貸出：143校　187回，12,646冊※

○市内特別支援学校・学級専用資料貸出

  15校（小14・中1）・21回(小20・中1），

　貸出冊数　817冊※

○高等学校向け学校貸出サービス

　 利用校　3校・4回　貸出冊数：79冊※

○配送サービス利用件数：379件（※8/31付）

○図書館職員によるブックトークの実施：58校・59回（小学校54

回・中学校5回）※

○ブックトークボランティアによるブックトークの実施：4校・4回（小学

校2校・中学校2校）※

○小学校及び中学校・高等学校１年生向け図書館利用案内の作

成・配布送付部数総部数：33,363部

（※は，9/10現在の数値（配送サービスは8/31付））

○おはなし会の実施：81回559人参加（８/31現在）

○市内の保育所，幼稚園，児童館などの職員や地域のボランティ

アへの支援

　・「子ども読書支援パック」の貸出：130件（8/31現在）

　・研修・講座の実施：1件，18名参加（8/31現在）

○有効活用図書の提供：21校2,213冊（小学校）

　※保育所を対象に10/22実施予定

▲

【取組状況】

○コロナ禍のため，年度当初の小・中・高等学校への学校連

携事業の説明会や学校図書館関係者向けの研修会などが中

止になったため，周知・広報活動が例年のようにできていない。

○図書館職員による小学4年生へのブックトークは学校の意向

を聞いて実施することにしたが，多くの学校が希望し，感染症

対策を行いながら実施している。

○コロナ禍によって会場の確保が難しく，ブックトークボランティア

の研修会や定例会，勉強会の機会を設けることが大変難しい

状況である。

○コロナの影響により，当初計画していた３件の講座の実施を

見合わせた。9月の読み聞かせボランティア基礎講座から，定員

を少人数とするなど対策を取りながら再開している。

【事業に対する客観的意見・評価】

○年度当初，休校中の預かり児童への図書貸出を実施したと

ころ，学校から喜ばれた。学校貸出の利用校・貸出冊数は減っ

ているが，教育センターから出された「年間指導計画における弾

力的な取り扱いの例」に仙台市図書館学校連携事業の活用に

ついて触れられているため，秋以降の申込みが入ってきている。

○学校での行事の多くが中止になっている中，ブックトーク訪問

は貴重な機会だと喜ばれている。

○学校貸出については，引き続き，学校からの要望

に沿った選書と提供に努めます。

○図書館職員およびブックトークボランティアによるブッ

クトーク訪問は，訪問を希望する学校に対しては感

染対策を十分に行ったうえで実施します。訪問できな

い学校へは，希望に応じて図書の貸出等を行い，

読書に親しむ機会を提供します。

○教科書改訂にともなう「１年生国語読み物パッ

ケージ」の入替を行います。

○「朝読書用パッケージ低学年用」の資料について，

破損や経年劣化したものもあるので，資料の見直し

及び買い替えを行い，よりよい状態で資料を提供で

きるように整備します。

○4月に図書館ホームページの「学校支援」のページ

に，「授業や資料探しに役立つリンク集」を新設しまし

た。今後，更に内容の充実に努めていきます。

○今後のボランティア養成講座などの持ち方について

検討を図ります。

市民図書館

1(1)③すこやかな体の育成

1(1)③すこやかな体の育成22

子どものころ

からの生活

習慣病予防

小学校等と連携し，小学校での授業や地域で

の健康教育を実施することで，子どものころから

生活習慣病を予防するための望ましい生活習

慣を身に着けられるよう周知・啓発を行う

○授業等で使用できる啓発媒体を作成中

▲

【取組状況】

○媒体作成には，学校との連携が必要だが，新

型コロナウイルス感染症の影響もあり，進んでいな

い。

○引き続き啓発媒体の作成に取り組む。周知・啓発

については各区家庭健康課・各総合支所保健福祉

課で実施していきます。

健康政策課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成23

思春期保健

の推進

⇒　整理番号011　参照

健康安全課，

子供保健福祉課，

各区管理課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成24

3歳児カリエ

スフリープロ

ジェクト

むし歯のない3歳児を増加させることを目指し，

乳歯萌出期である8～9か月児の乳児健診等

において，むし歯予防の重要性を啓発し，かか

りつけ歯科医院での定期予防管理を受ける習

慣の定着を推進する

併せて低年齢児から歯の健康づくりを支援する

歯科医療機関の整備を図る

■健康政策課

○「8～９か月児の乳児健診」における保護者への啓発

用に「でんたるノート」と「協力歯科医療機関一覧」を

13000部作成し，乳児健診登録医療機関へ配布し

た。

■子供保健福祉課

○「8～９か月児の乳児健診」における保護者への啓発

用に「お子さんの健やかな成長のために」を11000部作

成し，乳児健診登録医療機関へ配布した。

▲

■健康政策課

【取組状況】

○啓発媒体は予定通り作成し，乳児健診登録医

療機関における保健指導等で活用されているが，

新型コロナウイルス感染症予防のため，歯科医院

の受診を見合わせる者が増えているのではないかと

危惧している。

■子供保健福祉課

フッ化物歯面塗布助成事業について，新型コロナウ

イルスの影響により事業開始が遅れているが，来年

度の事業開始に向け，準備を進めていく。

■健康政策課

○コロナ禍における生活習慣や歯科保健行動の状況

を把握し，むし歯の発症のリスク低減を図るための情

報発信や取り組み支援を進めていきます。

■子供保健福祉課

フッ化物歯面塗布助成事業について，令和３年４

月頃の事業開始を目指し，準備を進めていく。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)③すこやかな体の育成24

3歳児カリエ

スフリープロ

ジェクト

むし歯のない3歳児を増加させることを目指し，

乳歯萌出期である8～9か月児の乳児健診等

において，むし歯予防の重要性を啓発し，かか

りつけ歯科医院での定期予防管理を受ける習

慣の定着を推進する

併せて低年齢児から歯の健康づくりを支援する

歯科医療機関の整備を図る

■青葉区

○あおば健康づくり講座にて，子育て中の保護者を対

象に「歯とお口の健康」を啓発。【令和2年8月末時

点：1回】

○離乳食教室教室にてむし歯予防を啓発。【令和2年

8月末現在：1回】

○育児相談会「まめっこ」にて，むし歯予防について相

談対応。【令和2年8月末現在：１回】

▲

■青葉区

【取組状況】

○3～４か月育児教室は再開未定のため、乳児期

における歯科保健の啓発が手薄になる可能性があ

る。

○離乳食教室及び育児相談会「まめっこ」は8月か

ら人数を制限した上で再開し、むし歯予防を啓発し

ている。

○新型コロナウイルス感染症予防対策を取りながら

実施しており、従来通りの進行は難しい。

■青葉区

○3～４か月育児教室，子育て支援事業等の再開

次第，むし歯予防とかかりつけ歯科医推奨等の啓

発・相談を実施していきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成24

3歳児カリエ

スフリープロ

ジェクト

むし歯のない3歳児を増加させることを目指し，

乳歯萌出期である8～9か月児の乳児健診等

において，むし歯予防の重要性を啓発し，かか

りつけ歯科医院での定期予防管理を受ける習

慣の定着を推進する

併せて低年齢児から歯の健康づくりを支援する

歯科医療機関の整備を図る

■宮城総合支所 

○１歳児歯科保健教室（歯ッピー教室）奇数月　年

６回

○歯科保健推進事業

・(所外）歯ッピー教室：管内子育て」支援センター(３

か所）

・歯科健康教育：管内児童館と連携し教室開催(２か

所）

・でんたるノート啓発チラシ送付（児童館・保育所等28

施設）

○離乳食教室　奇数月　年6回

○歯科健診事後指導

・1.6健診　14件（文書14）

・2.6歯科健診　0件

・3歳児健診　0件

▲

■宮城総合支所

【取り組み状況】

○１歳児歯科保健教室（歯ッピー教室）

　5月中止　7月再開6組来所　9月実施10組来所

○歯科保健推進事業

・(所外）歯ッピー教室：実施時期を変更して7月1回，8

月1回子育て支援センター2か所に実施

・歯科健康教育：実施時期変更や開催中止等により9月

末現在管内児童館1か所1回実施

・でんたるノート啓発チラシ送付（児童館・保育所等28施

設）：掲示用のチラシの配布としティッシュの配布を中止

○離乳食教室

　5月中止　7月再開4組来所　9月実施10組来所

○歯科健診事後指導

・1.6健診　令和2.2月受診4月事後6件，再開後6・7月

受診8・9月事後8件

・2.6歯科健診　6月再開8月から委託個別0件

・3歳児健診　6月再開8月から委託個別0件

■宮城総合支所

○１歳児歯科保健教室（歯ッピー教室）

○歯科保健推進事業

○離乳食教室

・中止や延期を経ての再開後は募集定員の縮小や会場レイア

ウトの変更等の対策の上実施しており、今後も継続していきま

す。

・内容についても飛沫リスクを避ける，滞在時間を短縮するなど

の対応での実施を今後も継続します。

○（再）１歳児歯科保健教室（歯ッピー教室）

・子供未来局主管の「フッ化物歯面塗布助成事業」の事業開

始に合わせ，今後の「1歳児歯科保健教室（歯ッピー教

室）」におけるフッ化物歯面塗布体験の役割について整理をし

ていきます。

○歯科健診事後指導

・委託により個別受診となった対象者への事後指導について時

期・方法等の検討を行う必要があります。

・コロナ禍における生活習慣や歯科保健行動の変化を踏まえた

上で有効な事後指導の展開を図ります。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成24

3歳児カリエ

スフリープロ

ジェクト

むし歯のない3歳児を増加させることを目指し，

乳歯萌出期である8～9か月児の乳児健診等

において，むし歯予防の重要性を啓発し，かか

りつけ歯科医院での定期予防管理を受ける習

慣の定着を推進する

併せて低年齢児から歯の健康づくりを支援する

歯科医療機関の整備を図る

■宮城野区

○すくすく育児相談での歯科講話

・岩切すくすく育児相談　0件

・高砂すくすく育児相談　0件

○4カ月育児教室での歯科啓発チラシ配布　284部

○離乳食教室での歯科啓発チラシ配布　18部

▲

■宮城野区

【取組状況】

○すくすく育児相談での歯科講話については，新型

コロナウイルス感染拡大防止のため中止となり，個

別相談で対応することとなった。

○3～4か月児育児教室も中止となったが，資料

送付とともに歯科啓発チラシを7月から郵送してい

る。

○離乳食教室は9月から再開，歯科啓発チラシを

配布。

【事業に対する客観的意見・評価】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，歯

科講話や教室が延期や中止となったが，形式を変

えて情報提供することはできた。

■宮城野区

○新型コロナウイルスの影響による生活の変化を考慮

し，むし歯になりにくい生活習慣の定着を支援するとと

もに，乳歯萌出期からの歯と口の健康づくり推進のた

めの啓発等，継続して取り組んでいきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)③すこやかな体の育成24

3歳児カリエ

スフリープロ

ジェクト

むし歯のない3歳児を増加させることを目指し，

乳歯萌出期である8～9か月児の乳児健診等

において，むし歯予防の重要性を啓発し，かか

りつけ歯科医院での定期予防管理を受ける習

慣の定着を推進する

併せて低年齢児から歯の健康づくりを支援する

歯科医療機関の整備を図る

■若林区 

 

○子育て支援施設における歯科保健・食育推進事業

・管内児童館と連携し，教室の開催（5児童館）

・パネル掲示（7児童館）

・児童館だよりへの啓発文書掲載（5児童館）

○離乳食教室　年12回

○歯科健診事後指導（1.6健診，2.6歯科健診，3

歳児健診）

・1.6健診　25件（文書25）

・2.6歯科健診　35件（文書34，電話1）

・3歳児健診　39件（3歳児健診時指導39名）

○

■若林区

【取り組み状況】

○子育て支援施設における歯科保健・食育推進

事業

・教室は中止（5児童館）

・パネル掲示中

・児童館だよりへの啓発文書掲載（10月より）

○離乳食教室

・4月～9月まで中止（10月から再開予定）

○歯科健診事後指導（実施）

【事業に対する客観的意見・評価】

・0歳児の親子を対象に実施したことで，子育てに

不安や疑問を持ち始める早い時期に支援できた。

・児童館職員にむし歯予防に対し積極的な取り組

みにつながった。

・早い時期から食生活も含めた歯科保健指導を実

施することで幼児のむし歯予防につながっている。

■若林区　

○子育て支援施設における歯科保健・食育推進事

業は，平成30年度より3年間実施し，令和2年度

で終了予定です。歯科保健・食育推進事業として地

域に介入をしましたが，児童館職員自ら地域の子育

て支援を中心とした動きが活発になってきています。歯

科保健の取り組みとしては，支援できる場を多く持

ち，子育て支援センターなどで今後も連携し実施して

いく予定です。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成24

3歳児カリエ

スフリープロ

ジェクト

むし歯のない3歳児を増加させることを目指し，

乳歯萌出期である8～9か月児の乳児健診等

において，むし歯予防の重要性を啓発し，かか

りつけ歯科医院での定期予防管理を受ける習

慣の定着を推進する

併せて低年齢児から歯の健康づくりを支援する

歯科医療機関の整備を図る

■太白区（8月末現在）

○3～4か月育児教室にて資料送付　719部［54回　

1714人］

○家庭健康課で作成した啓発用DVD（映像）を上

映

　・幼児健診　21回（内訳：1.6健診9回，2.6健診

2回，3歳児健診10回）

　・BCG接種会場　3回

▲

■太白区

【取組状況】

○3～4か月育児教室は休止となり集団指導がなく

なってしまったが、BCG接種会場で新規に作成した

啓発用DVDを上映することで乳児期の歯科保健の

啓発を補填することができた。

■太白区

○3～4か月育児教室の休止中は資料送付を継続

し，再開した場合は集団指導を実施して啓発してい

きます。

○離乳食教室（9月に再開）や，児童館などにお

ける健康教育など機会を捉えて，むし歯予防とかかり

つけの歯科の重要性を啓発していきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成24

3歳児カリエ

スフリープロ

ジェクト

むし歯のない3歳児を増加させることを目指し，

乳歯萌出期である8～9か月児の乳児健診等

において，むし歯予防の重要性を啓発し，かか

りつけ歯科医院での定期予防管理を受ける習

慣の定着を推進する

併せて低年齢児から歯の健康づくりを支援する

歯科医療機関の整備を図る

■泉区

○「1歳の歯みがき教室」を行う予定であったが，新型コ

ロナウイルス感染症対策のため，実施に至っていない。

▲

■泉区

【取組状況】

○対象児が1歳と低年齢であり，感染症対策を優

先し休止とした。

■泉区

○子供未来局で行われる，フッ化物歯面塗布の公

費助成事業開始に合わせ，今後の「1歳歯みがき教

室」の在り方を検討する必要があると思います。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)③すこやかな体の育成25

子どもの歯と

口の健康づ

くり推進

乳幼児期のむし歯予防を推進するため，乳幼

児健康診査や地域における健康教育を通じ

て，基本的な生活習慣の定着を図るとともに，

幼稚園・保育所等を対象としたフッ化物洗口導

入支援事業等を通じて，年齢に応じたフッ化物

応用法の啓発を行う

また，むし歯予防に効果的とされる，フッ化物

歯面塗布の初回利用を公費助成する

■健康政策課

○「8～９か月児の乳児健診」における保護者への啓発

用に「でんたるノート」と「協力歯科医療機関一覧」を

13000部作成し，乳児健診登録医療機関へ配布し

た。

■子供保健福祉課

○「8～９か月児の乳児健診」における保護者への啓発

用に「お子さんの健やかな成長のために」を11000部作

成し，乳児健診登録医療機関へ配布した。

▲

■健康政策課

新型コロナウイルス感染予防対策のため，幼児歯

科健康診査の一部を個別受診対応とした。また幼

稚園等においては，臨時休園や登園自粛を促す

対応もあったため，タイムリーなむし歯予防の情報

発信ができなかったのではないかと危惧している。

■子供保健福祉課

フッ化物歯面塗布助成事業について，新型コロナウ

イルスの影響により事業開始が遅れているが，来年

度の事業開始に向け，準備を進めていく。

■健康政策課

コロナ禍における生活習慣の変化が，子どもの歯と口

の健康にどのように影響したのか評価したうえで，関

係団体等との連携を図り，必要な啓発や情報発信

のあり方を検討します。

■子供保健福祉課

フッ化物歯面塗布助成事業について，令和３年４

月頃の事業開始を目指し，準備を進めていく。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成25

子どもの歯と

口の健康づ

くり推進

乳幼児期のむし歯予防を推進するため，乳幼

児健康診査や地域における健康教育を通じ

て，基本的な生活習慣の定着を図るとともに，

幼稚園・保育所等を対象としたフッ化物洗口導

入支援事業等を通じて，年齢に応じたフッ化物

応用法の啓発を行う

また，むし歯予防に効果的とされる，フッ化物

歯面塗布の初回利用を公費助成する

■青葉区

○フッ化物洗口実施施設に対し，電話にて状況把握

及び継続支援を実施。【令和2年8月末時点：30か

所】

○新規のフッ化物洗口導入施設に対し，訪問にて健康

教育を実施【令和2年8月末時点：2か所】

○歯科保健啓発媒体の送付【令和2年８月末時点：

84か所】

▲

■青葉区

【取組状況】

○フッ化物洗口実施調査は10月から順次開始す

る。（30か所）

○歯科保健啓発媒体の送付

保育ママ13か所，小規模保育施設31か所，事

業所内保育施設7か所，認可外保育園10か

所，児童館20か所，児童発達支援センター3か

所

■青葉区

○継続して支援していきますが、実施調査対象施設

も新型コロナウイルス感染症の影響を受けているの

で、予定は遅れる見込みです。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成25

子どもの歯と

口の健康づ

くり推進

乳幼児期のむし歯予防を推進するため，乳幼

児健康診査や地域における健康教育を通じ

て，基本的な生活習慣の定着を図るとともに，

幼稚園・保育所等を対象としたフッ化物洗口導

入支援事業等を通じて，年齢に応じたフッ化物

応用法の啓発を行う

また，むし歯予防に効果的とされる，フッ化物

歯面塗布の初回利用を公費助成する

■宮城総合支所 

 

 ○フッ化物洗口導入支援事業　

・電話・訪問等による状況把握と情報交換　3施設

・保護者説明用リーフレット送付　2施設

○認可保育園・幼稚園・小規模保育施設及び児童館

等　33施設

・フッ化物の資料（リーフレット等）提供

・ポスター等の掲示

・でんたるノート啓発チラシの配付

○小規模保育施設　15施設

・ポスター掲示

・啓発媒体送付

○歯と口の健康週間にちなみ，保育所・幼稚園・認定

こども園・小規模保育園・児童館に対し，啓発用ポス

ターや資料を送付　計99施設

▲

■宮城総合支所

【取組状況】

○フッ化物洗口導入支援事業

・コロナ禍における洗口実施について実施施設からの質問相談への対応（受

動的対応）

・嘱託歯科医による歯科健診に併せて保護者に配布するリーフレットの提供

（希望施設のみ）

＊集約結果報告に併せての実施状況調査の方法について検討が必要

＊令和2年度新規開園施設へのアプローチが未実施のままコロナ禍となり現在

に至っている　1施設

○保育所・幼稚園歯科健康診査集約事業　認可保育園・幼稚園18施設

・歯科健診日の延期による集約スケジュールの変更→データ提出締め切り10

月末（10施設提出済み）

○幼児歯科健康診査

・1.6：6月再開後歯科集団指導なしで継続実施　→　歯の汚れの多い児が

増加している傾向があり，歯のみがき方やフッ化物の利用についての質問も増

えている

・2.6：6月再開後1回実施・8月～11月個別

・3.7：7月再開後歯科集団指導なしで2回実施・8月～11月個別　→

（集団健診受診時に歯科健診受診券を配付）かかりつけ歯科医が登録医

療機関になっていないケースが多数見受けられる

・コロナ禍において

➀不規則な生活習慣やおやつの乱れ（甘味摂取の増加等）が散見される

➁かかりつけ歯科医での定期健診や予防処置の中断及び受診控えも少なく

ない

■宮城総合支所

＊コロナ禍において事業の不足感が出ない対応および新型コロナウイ

ルス感染拡大防止対策を優先した対応が必要となっています。

＊新しい生活様式を踏まえて実施していきます。

○フッ化物洗口導入支援事業

・安全に継続して実施するため十分かつ正確な情報提供が必要と

なっています。

・集約結果報告に併せての実施状況調査の方法について検討が必

要です。

○保育所・幼稚園歯科健康診査集約事業

・郵送による還元等の感染拡大防止対策を図り，かつコロナ禍にお

けるデメリットは最小限にとどめる工夫が必要となっています。

○幼児歯科健康診査

・1.6：歯科集団指導が実施できない状況での健康教育・保健指

導について効果的な方法で提供していきます。

・2.6：個別受診期間中の健診結果の統計処理や歯科事後指導

について整理します。

・3.7：①個別受診期間中の健診結果の統計処理や歯科事後指

導について整理します。

　　　➁12月再開後は歯科集団指導が実施できない状況での健康

教育・保健指導について効果的な方法で提供していきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)③すこやかな体の育成25

子どもの歯と

口の健康づ

くり推進

乳幼児期のむし歯予防を推進するため，乳幼

児健康診査や地域における健康教育を通じ

て，基本的な生活習慣の定着を図るとともに，

幼稚園・保育所等を対象としたフッ化物洗口導

入支援事業等を通じて，年齢に応じたフッ化物

応用法の啓発を行う

また，むし歯予防に効果的とされる，フッ化物

歯面塗布の初回利用を公費助成する

■宮城野区

○フッ化物洗口導入支援　46施設（新規3施設含）

・新規施設への支援3施設12回

○歯と口の健康週間での啓発

・保育所・幼稚園訪問時等に啓発物配布　4施設68

個

・区内児童館等へ啓発ポスター配布　20施設

○歯科健康教育媒体の貸出　　4施設 ○

■宮城野区

【取組状況】

○フッ化物洗口を希望する幼稚園・保育所等3施

設に対して，職員研修や技術的支援および物品の

提供を行った。

○施設全体で歯と口の健康づくりの取り組みの機会

をつくるため，6月の歯と口の健康週間にあわせて幼

稚園・保育所等訪問時に啓発物を配布した。

　また，歯科健康教育用の媒体のリストを作成し，

保育所等に貸し出しを行い施設での取り組みを支

援した。

【事業に対する客観的意見・評価】

フッ化物洗口を実施する施設の割合は，昨年度

（71.7％）より3施設増加し，74.2％となった。

■宮城野区

○幼稚園・保育所等へのフッ化物洗口導入支援事

業等を通して，情報交換をしながらむし歯になりにくい

生活習慣の確立と歯と口の健康づくりの実践を継続

して支援していきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成25

子どもの歯と

口の健康づ

くり推進

乳幼児期のむし歯予防を推進するため，乳幼

児健康診査や地域における健康教育を通じ

て，基本的な生活習慣の定着を図るとともに，

幼稚園・保育所等を対象としたフッ化物洗口導

入支援事業等を通じて，年齢に応じたフッ化物

応用法の啓発を行う

また，むし歯予防に効果的とされる，フッ化物

歯面塗布の初回利用を公費助成する

■若林区

○フッ化物洗口導入支援事業　25施設

・洗口実施調査　20施設

・事業説明等　2施設

○認可保育園・幼稚園　46施設

・フッ化物の資料提供

・ポスター掲示

・歯科健診事後指導文書作成

○小規模保育施設　15施設

・ポスター掲示

・啓発媒体送付

▲

■若林区

【取組状況】

○フッ化物洗口導入支援事業

・新型コロナウィルス感染予防の観点からも洗口状

況を確認し，指導。（残りの施設は，10月末まで

に実施予定）

○認可保育園・幼稚園　46施設

新型コロナウイルス感染症のため，施設への訪問を

控えている

○小規模保育施設　15施設（送付済）

【事業に対する客観的意見・評価】

具体的な啓発媒体や資料を作成，提供することで

歯科保健活動に積極的に取り組んでもらっている。

■若林区

○継続して支援していきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)③すこやかな体の育成25

子どもの歯と

口の健康づ

くり推進

乳幼児期のむし歯予防を推進するため，乳幼

児健康診査や地域における健康教育を通じ

て，基本的な生活習慣の定着を図るとともに，

幼稚園・保育所等を対象としたフッ化物洗口導

入支援事業等を通じて，年齢に応じたフッ化物

応用法の啓発を行う

また，むし歯予防に効果的とされる，フッ化物

歯面塗布の初回利用を公費助成する

■太白区

○フッ化物洗口事業

　・薬剤管理・洗口状況確認のため訪問　13回［27

回］

　・職員等対象研修会　1回［3回］

○歯と口の健康週間ポスター送付　68施設［68施

設］

○歯科保健媒体の貸出　6件［4件］

○家庭健康課で作成した啓発用DVD（映像）を上

映

　・幼児健診　21回（内訳：1.6健診9回，2.6健診

2回，3歳児健診10回）

　・BCG接種会場　3回

▲

■太白区

【取組状況】

○フッ化物洗口導入事業はほぼ予定通りに事業を

実施している。また，新型コロナウイルス感染症対

策のため幼児健診の集団指導がなくなるなどの状況

があるが，代わりにDVDを新たに作成し上映するこ

とで啓発できている。

■太白区

○新型コロナウイルス感染症対策のため幼児健診の

集団指導がなくなるなどの歯科保健に関する情報を

発信する機械や相談の機会が少なくなっているため，

DVDの活用など今後も手法や内容を検討していきま

す。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成25

子どもの歯と

口の健康づ

くり推進

乳幼児期のむし歯予防を推進するため，乳幼

児健康診査や地域における健康教育を通じ

て，基本的な生活習慣の定着を図るとともに，

幼稚園・保育所等を対象としたフッ化物洗口導

入支援事業等を通じて，年齢に応じたフッ化物

応用法の啓発を行う

また，むし歯予防に効果的とされる，フッ化物

歯面塗布の初回利用を公費助成する

■泉区

○フッ化物洗口導入支援事業として「職員説明会」を1

回実施している。また，洗口薬剤の管理状況の確認を

2回行っている。

○歯と口の健康週間にちなみ，保育所・幼稚園・認定

こども園・小規模保育園・児童館に対し，啓発用ポス

ターや資料を送付した（計99施設）。 ▲

■泉区

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症対策により，保育所・

幼稚園・認定こども園で例年行われている歯科健

診が遅れており，それに伴い「保育所・幼稚園・認

定こども園歯科健診結果」を活用して実施している

子どもの歯と口の健康推進にも遅れが出てくることが

予想される。

○「新しい生活様式」を意識し，訪問ではなく郵送

という形をとって啓発資料を配布した。今後，啓発

が一方的にならないよう，工夫が必要と感じている。

■泉区

○今年度は新型コロナウイルス感染症対策を最優先

課題に据えながらの「子供の歯と口の健康づくり」が求

められました。感染源に暴露されやすい口腔顔面領

域が対象なので，歯みがきやフッ化物洗口の時の注

意事項なども施設に対して説明し，歯と口の健康づく

り事業の推進が減速しないようにして行きたいと考えて

います。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成26

幼児の肥満

対策

子どもの肥満予防と肥満解消のために，乳幼

児健康診査等において，食生活・身体活動な

どについての保健指導・個別相談を実施する

また，肥満の乳幼児について，栄養相談を実

施し，肥満解消に向けた支援を行う

■健康政策課

○各区家庭健康課・各総合支所保健福祉課実績のと

おり

■子供保健福祉課

○各区家庭健康課・各総合支所保健福祉課実績のと

おり

○

■健康政策課

【取組状況】

○各区家庭健康課・各総合支所保健福祉課にて

実施

■子供保健福祉課

【取組状況】

○各区家庭健康課・各総合支所保健福祉課にて

実施

■健康政策課

○新しい生活様式による食生活の変化も考慮しなが

ら、個々の状況に応じた食生活支援を行います。ま

た、仙台市の肥満傾向にある幼児の割合や、その食

事と生活状況を把握し、肥満予防のための食生活の

啓発に努めます。

■子供保健福祉課

○今後も継続して取り組んでいきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成26

幼児の肥満

対策

子どもの肥満予防と肥満解消のために，乳幼

児健康診査等において，食生活・身体活動な

どについての保健指導・個別相談を実施する

また，肥満の乳幼児について，栄養相談を実

施し，肥満解消に向けた支援を行う

■青葉区

○幼児健診は感染拡大防止のため，当日の栄養相談

の他，後日電話でも対応。

【令和2年8月末時点　栄養相談数　1歳６か月児健

康診査：25件，2歳６か月児歯科健康診査：1

件，3歳児健康診査：8件】

○幼児健康診査受診者に対し，青葉区独自に作成し

た資料（肥満の予防を含めた内容）を配布。

○

■青葉区

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染拡大防止のため集団指

導が中止となっていることから，肥満の予防を含めた

内容の資料を配布し啓発している。

○感染症対策に留意しつつ，必要な方に指導・支

援ができるよう，家庭健康課全体で取り組みます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)③すこやかな体の育成26

幼児の肥満

対策

子どもの肥満予防と肥満解消のために，乳幼

児健康診査等において，食生活・身体活動な

どについての保健指導・個別相談を実施する

また，肥満の乳幼児について，栄養相談を実

施し，肥満解消に向けた支援を行う

■宮城総合支所

○幼児健診時の栄養相談，（感染拡大防止の為，

待ち時間がある場合は後日電話等にて対応）

1.6歳26件，2.6歳0件，3歳16件

○幼児期のおやつについてのパネルの展示
○

■宮城総合支所

○幼児健診時肥満だった者へは出来る限り栄養相

談を行っている。健診時の滞在時間等もふまえ，健

診時の相談が難しい場合は後日電話での相談とし

ている。

■宮城総合支所

○今後も継続して取り組んでいきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成26

幼児の肥満

対策

子どもの肥満予防と肥満解消のために，乳幼

児健康診査等において，食生活・身体活動な

どについての保健指導・個別相談を実施する

また，肥満の乳幼児について，栄養相談を実

施し，肥満解消に向けた支援を行う

■宮城野区

○2.6歳健診対象者に資料を送付。

○幼児健診における個別の栄養相談等において肥満の

予防や解消について指導している。

幼児健診時の食生活相談

・1.6歳：54件

・3歳　：12件

○

■宮城野区

○2.6歳健診は個別健診に変更

○1.6歳　3.7歳健診は6月末まで中止

■宮城野区

○今後も個々に応じた食生活支援の充実に努め，

幼児期における肥満の割合の減少を目指します。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成26

幼児の肥満

対策

子どもの肥満予防と肥満解消のために，乳幼

児健康診査等において，食生活・身体活動な

どについての保健指導・個別相談を実施する

また，肥満の乳幼児について，栄養相談を実

施し，肥満解消に向けた支援を行う

■若林区

○幼児健診時の食生活相談

　1.6歳34件，2.6歳2件，3歳14件

○

■若林区

【取組状況】

○肥満へのハイリスクアプローチとして幼児健診時肥

満だった者へ，啓発リーフレットの配布と，できる限

りその場で栄養相談を行っている。滞在時間を考慮

したり保護者の希望等でその場でできない場合で

も，後日電話フォローをする等取り組むことができ

た。

■若林区

○今後も継続して支援していく予定です。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成26

幼児の肥満

対策

子どもの肥満予防と肥満解消のために，乳幼

児健康診査等において，食生活・身体活動な

どについての保健指導・個別相談を実施する

また，肥満の乳幼児について，栄養相談を実

施し，肥満解消に向けた支援を行う

■太白区

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，4月～6

月2週目中止。6月3週目～再開。

○幼児健診時の待ち時間で生活リズムや食事のバラン

スについてのビデオを上映している。

・ビデオ上映回数：21回

○幼児健診における個別の栄養相談等において肥満の

予防や解消について指導している。

幼児健診時の食生活相談

・1.6歳 ：56件〔186件〕

・2.6歳 ：4件〔135件〕

・3歳　 ：31件〔102件〕

○

■太白区

【取組状況】

○幼児健診の待ち時間に健康的な食生活，適切

な食習慣についての啓発ができた。

○幼児健診の栄養相談では，生活リズム，食習

慣等も踏まえ，個々に応じた支援を行い，食生活

改善への意識づけの機会となっている。

■太白区

○幼児健診の栄養相談においては，個々の状況に

応じた支援を行い，食生活改善への意識付けの機

会となっています。

○今後も，個々の状況に応じた食生活支援の充実

に努め，幼児期における肥満の割合の減少を目指し

ます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)③すこやかな体の育成26

幼児の肥満

対策

子どもの肥満予防と肥満解消のために，乳幼

児健康診査等において，食生活・身体活動な

どについての保健指導・個別相談を実施する

また，肥満の乳幼児について，栄養相談を実

施し，肥満解消に向けた支援を行う

■秋保総合支所

○幼児健診受診者34名に保健指導,啓発実施

肥満者なし

○

■秋保総合支所

【取組状況】

○コロナウイルス感染症拡大防止の観点から集団

指導が実施できないため,資料配布・掲示を行った。

【事業に対する客観的意見・評価】

○待ち時間に掲示を見ている保護者もおり,現状に

おいての啓発方法としては適切であると考える。

■秋保総合支所

○継続します。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成26

幼児の肥満

対策

子どもの肥満予防と肥満解消のために，乳幼

児健康診査等において，食生活・身体活動な

どについての保健指導・個別相談を実施する

また，肥満の乳幼児について，栄養相談を実

施し，肥満解消に向けた支援を行う

■泉区

○幼児健診における個別の栄養相談等において，肥

満の予防や解消について指導している。

幼児健診時の食生活相談（令和2年8月末現在）

・1.6歳 15件　　2.6歳 2件　　3歳　25件

○幼児期のおやつのポイントについてパネルを作成し，

健診会場に展示した。 ▲

■泉区

【取組状況】

○2.6健診時の集団指導でもおやつのポイントなど

の啓発を実施していたところだが，新型コロナウイル

ス感染予防対策で中止となっている。

○新型コロナウイルス感染症の影響により，幼児健

診の実施方法が変更されたことから，一部の肥満

児の経過観察が困難になっている。

■泉区

○幼児健診の栄養相談においては，個々の状況に

応じた支援を行い，幼児期における肥満の割合の減

少を目指します。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(1)③すこやかな体の育成27

保育所にお

ける食育推

進事業

毎日の給食や野菜栽培・調理体験等の食育

活動を積み重ね，子どもたちが食に興味や関

心を持ち，食べることを楽しむ気持ちを育む

また，保育所等に開設された子育て支援セン

ター・支援室において，地域の子育て家庭に対

し，離乳食講座や食事相談等を実施し，食

育を推進するとともに，実施箇所の充実を図る

○各保育所での食育活動

　入所児童：485回　9,188名［6,586回　

182,075名］

　地域親子：33回　303名［580回　4,306名］

○朝食を毎日，バランスよく食べる働きかけ

　　40回　3,477名［795回　47,415名］

○食事相談　68箇所［48箇所］

○離乳食講座　2箇所［59箇所］

○食事講座　1回　14名［281回　2,314名］

○

【取組状況】

○保育所入所児童への食育活動は，児童が食へ

の興味・関心を高めて基本的な食習慣を身に付け

る効果があった。入所家庭に対しては，給食便りを

活用して朝食を毎日食べることやバランスよく食べる

ことなど，朝食内容についての働きかけが多く実施さ

れた。

○保育所内に開設された子育て支援センター・支

援室での地域向けの食事講座や食事相談を継続

して実施し，利用者の支援を行うことができた。ま

た，一般の保育所でも地域に向けての離乳食講座

などの充実を図りながら実施してきた。

○今後も食べることに関心を持つような活動を子ども

や家庭に向けて継続的に働きかけていきます。

○地域の子育て家庭への食に関する支援として，利

用者に合せた講座や相談事業を継続して実施してい

きます。

運営支援課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)③すこやかな体の育成28

子どもの体

力向上

子どもの体力・運動能力向上を図るため，市内

の体育館等で行っている未就学児向けの事業

等により，未就学児段階から運動に親しむ機

会を提供する

○各区体育館やプールなどにおいて，幼児が参加できる

プログラムや教室を実施

・延べ421回開催

・延べ8,183人

※数値は８月末時点 ▲

【取組状況】

○コロナウイルス感染対策を行う中で可能な範囲で

スポーツ教室などを実施できるよう進めている。年度

始めの２か月間は施設を完全に休館とした影響

で，通年の教室は参加者数が増えていない現状が

ある。また，教室の開催にあたっては，参加人数を

制限している。

○コロナウイルスの感染対策を十分に図りつつ，安心

して市民がスポーツに取り組めるよう，各指定管理者

と情報交換しながら，運動に親しむ機会の提供に努

めていきます。

スポーツ振興課

1(1)③すこやかな体の育成29
保健教育の

充実 ⇒　整理番号014　参照
健康教育課

1(1)③すこやかな体の育成30

学校におけ

る食育推進

事業

子どものすこやかな心と体を育て，健康的な生

活習慣を身に付けるため，子どもを取り巻く関

係機関・団体と連携し，食育などの実体験や

実践活動を通した学習の推進を図る

また，食物アレルギーを有する児童生徒が，安

心して給食を食べられるように，給食センターの

整備や各学校での調理用具などの整備を行うと

ともに，学校職員の食物アレルギーに対する知

識と理解を深めるための研修の充実を図る

○健康実態調査（小学生・中学生・高校生を対象）

を実施。

○各校における食に関する指導が推進するよう「食に関

する指導推進研修会」を実施する。

講師：文部科学省初等中等教育局健康教育・食育

課　調査官（予定）

○『健やかな体の育成プラン2017』（平成29年～33

年）を実施。

○保護者・市民・教職員対象の健康教育研修会を予

定していたが，新型コロナウイルス感染症の影響によ

り，令和2年度の実施を見送ることとした。［令和元年

度：食習慣の講演98名参加］

▲

【取組状況】

○食に関する指導推進研修会は，感染症対策を

行いながら開催する方向ですすめている。

○健康教育研修会は，新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため，令和2年度の実施を見送ることと

した。

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

より一部の研修会開催を中止しましたが，コロナ禍の

中にあっても，食育の充実に向けた取組みは求めら

れており，R3年度開催に向け，内容の検討を図って

いきます。

健康教育課

1(1)③すこやかな体の育成31

児童生徒の

ための体力・

運動能力向

上推進事業

児童生徒が自己の体力の現状を把握し，運

動に親しませる手だてを講じることによって，健

康の保持増進と体力の向上を図る

○新型コロナの感染拡大により，「子供の体力・運動能

力向上のための指導者講習会」を実施することができな

かったが，体力テストの実施方法，正しい計測方法等

を書面にて周知した。

○体力・運動能力調査は，各校の実情に応じて，取り

組める範囲で実施。

○アスリート活用事業（ハードル走教室，体操教室，

バレーボール教室）を感染予防対策を行って１０月～

１２月に実施予定。

○「児童生徒の体力向上や運動の日常化に向けた取

組と分析」を実施し，校種別報告書作成予定。

○新型コロナの感染拡大により，「パワーアップ仙台っ子

ジュニア育成プログラム」という教師を対象とした運動遊び

の研修会を実施しなかった。

○新型コロナの感染拡大により，小学校と地域が連携

したスポーツイベントを実施しなかった。

▲

【取組状況】

○新型コロナの感染拡大により，実施を見送った研

修会や事業があった。

○今後は，感染症予防対策を講じた研修の在り

方を検討し，可能な範囲でアスリート活用事業や

教師を対象とした運動遊びの研修会等を実施して

いく。

○「（仮）パワーアップ仙台っ子通信」の発行

・コロナ禍の中でもできる授業や運動遊びを紹介

し，各学校の実情に応じて実践できるようにする。

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

より一部の研修会開催や事業を中止しましたが，コロ

ナ禍の中にあっても，健康の保持増進と体力の向上

に向けた取組みは求められており，R3年度開催に向

け，内容及び可能な実施方法の検討を図っていきま

す。

健康教育課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)④確かな学力の育成

1(1)④確かな学力の育成32

幼保小連携

の推進 ⇒　整理番号001　参照

運営支援課，

学びの連携推進室

1(1)④確かな学力の育成33

外国につな

がる子ども支

援事業

外国人児童生徒をはじめとする，外国につなが

る子どもの学習支援について，「外国につながる

子どもサポートせんだい」「日本語を母語としない

子どもと親のための進路ガイダンス」「日本語を母

語としない小中学生のための夏休み教室」「外

国人児童と家族のための小学校入学準備講

座」等を行い，学校や地域，市民団体が協働

して支援するための環境づくりを行う

○「外国につながる子どもサポートせんだい」

相談２７件，コーディネーター派遣４件，教材貸出５

件，その他，緊急な対応として休校期間中の学習のた

めに「家庭学習の教材集」を作成，市教委を通じ各学

校にデータ送付。

○「日本語を母語としない子どもと親のための進路ガイダ

ンス」

新型コロナウイルスの影響により，ガイダンスは中止。

代わりに，進路ガイドブックと説明動画をネット上で公開

中。個別相談実施中。

○「日本語を母語としない小中学生のための夏休み教

室」

新型コロナウイルスの影響により，オンラインで夏休み教

室を開催。小学生から中学生まで11名が参加。

○

【取組状況】

進路ガイダンスや夏休み教室は新型コロナウイルス

感染を防ぐため，児童・生徒の安心・安全を最大

限に考慮し，実際に人が集まっての開催はしなかっ

たが，代替となる事業をオンライン上等で実施した。

【事業に対する客観的意見・評価】

オンラインでの初の主催事業となった。

アンケート結果より、参加した子どもたちがとても喜ん

でいた、開催期間をもっと伸ばして欲しい、また開催

されたら参加する、といった声が寄せらせた。

○オンラインで事業を展開する上で，今後のモデル

ケースとなった。特に夏休み教室は，広報期間が短

かったにも関わらず，一定の参加者が集まり，ニーズ

があることが分かったので，今後も継続して取り組みま

す。

コロナ禍においても，外国につながる子どもに，必要

な支援をどのように実施していくか，オンラインを中心

に様々な方法を検討します。

交流企画課

1(1)④確かな学力の育成34

少人数学習

推進事業

小中学校において，児童生徒一人ひとりの個

性に合わせた，きめ細かな指導を行うため，非

常勤講師の配置や加配教員の活用等により，

少人数学習を推進する

○小学校1,2,3年（41校）に市費非常勤講師41人

を配置した。[令和元年度：44校 44名]

○

【取組状況】

○少人数指導が必要な学校に,非常勤講師を配

置することができている。

○今後も,各校の状況の正確な把握に努め,非常勤

講師配置校を適切に選定のうえ,継続して実施してい

きます。

教職員課

1(1)④確かな学力の育成35

学校情報化

推進事業
⇒　整理番号018　参照

教育指導課

1(1)④確かな学力の育成36

外国語教育

の推進

ＡＬＴアドバイザーを講師とした英語教育講座

を開設し，ALT等教員の指導力向上につな

げ，外国語活動を通して，子どもたちに積極的

にコミュニケーションを図ろうとする姿勢を育む

○新型コロナウイルス感染症に鑑み，9月までは研修等

を実施することができなかった。

▲

【取組状況】

○研修を実施していないため，現段階では評価が

難しい。

○新型コロナウイルス感染症に対応した研修を実施

する。

○実際の授業を撮影した動画等を活用し，ＡＬＴ

等の指導力の向上を図りたいと考えている。

教育指導課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(1)④確かな学力の育成37

仙台自分づ

くり教育推

進事業

児童生徒が自ら学ぶ意欲を持ち，人や社会と

の関わりを大切にしながら，将来の社会的・職

業的自立に必要な態度や能力を育むため，仙

台版キャリア教育を推進する

○職場体験活動

コロナ禍や体験活動が制限される中，仙台自分づくり

教育は一層重要性を増しその在り方が問われています。

経済界や有識者等の意見をいただきながら職場体験活

動の在り方について検討しています。

○自分づくり夢教室

校外での活動が制限される中，校内での実施可能な

夢教室が果たす役割は大きいこと捉え，その指導法の

工夫を図ってまいります。

○「たくましく生きる力」育成プログラム

たく生きの実践の充実に向け，参考資料を作成し内容

の充実を図ることで多くの教員がよりよい授業に取り組め

るよう支援していきます。

○仙台子ども体験プラザ

体験学習の代替プログラムを提供し，各学校で児童生

徒の社会的自立に向け活用できるようにしていきます。

○

【取組状況】 

○職場体験活動

仙台自分づくり教育アワードの表彰だけでなく全ての

事業所に教育長からのメッセージを発信したことは，

感謝を伝えるとともに今後の協力体制の継続を図る

取組となった。

○自分づくり夢教室

コロナ禍により校外での体験活動が制限される中，

夢教室へのニーズが高まり実施校がさらに増加した。

○「たくましく生きる力育成プログラム」

例年の授業研修会の実施はできなかったが，コロナ

禍によりいかなる状況でもたくましく生きる力を育むた

めの実践については検討していることには意義があ

り，学校現場に示唆を与えるものと期待できる。 

○仙台子ども体験プラザ

代替プログラムとなっても，生徒の進路選択や将来

設計に役立つように活用が図られている。

○職場体験活動

実体験を通して、自己肯定感や自己有用感を高め、将来

の夢や目標を持つ子ことが、学ぶ意欲につながるよう、事業

所との連携によって、活動を充実させていくことが望まれま

す。そのため、経済界や有識者等の意見をいただきながら

職場体験活動の在り方について検討しています。

○自分づくり夢教室

児童が将来の夢を持つことや夢を実現するための考え方な

どを伝えてもらうよう、講師の方と一層の連携を図ります。

○「たくましく生きる力」育成プログラム

たく生きの実践の充実に向け，参考資料を作成し内容の

充実を図ることで多くの教員がよりよい授業に取り組めるよ

う支援していきます。

○仙台子ども体験プラザ

新しい学校生活の様式に基づいて、児童生徒が体験活

動を行うことができるよう活動内容の見直しと改善を図り，

各学校で児童生徒の社会的自立に向け活用できるように

していきます。

学びの連携推進室

1(1)④確かな学力の育成38

小1生活・

学習サポー

ター事業

新入学児童が安心して集団生活を営み，落ち

着いて取り組める環境をつくるため，小学校1年

生のクラスに「小1生活・学習サポーター」を配置

し，担任が生活指導，学習指導，給食指導

などを実施する上での補助的な役割を果たす

○小学校入学期（1年生6～9月）の学級担任の指

導を補助する本サポーターは，105校で約1,200名が

活動した。（新型コロナウイルス感染症のため，事業の

中止や実施期間の短縮，サポーター辞退などの学校も

あった）

○

【取組状況】 

○コロナ禍の中，サポーターの活動の制限があった

が，感染予防対策をしっかりとっていただき，サポー

トいただいた。今年度も複数の大人の目で見守る事

ができ，担任も安心して全体指導を行うことができ

ている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○学校支援地域本部が，サポーターのコーディネー

トをしている学校では，サポーターの活動について

も，情報交換やアドバイス等，活動の充実や新た

な学校支援ボランティア活動の充実につながってい

る。

○コロナ禍の中，感染予防に努めながら，各校の児

童の実態に応じた指導補助が行われています。確実

に学校の助けとなっており，学校が必要としている事

業になっています。

○入学期だけでなく，その後の学校行事などでもサ

ポーターが協力するなど，本事業をきっかけとして学校

支援ボランティアとして活動に参加するケースも増えて

います。地域・保護者の学校理解や，学校と地域と

の連携を進める取組としていきます。

学びの連携推進室

1(1)④確かな学力の育成39

院内学級学

習環境整備

病気療養児の教育がより適切に行われるよう，

教育環境の整備に努め，一人ひとりの子どもの

病気の状態に合わせ，主治医の認める範囲で

適正な教育課程を編成し，実施する

○4つの病院に6校（小学校3校,中学校3校）の院内

学級を設置し，入院している児童生徒の状態に応じた

教育を実践した。

○院内学級合同の校外学習を年3回実施した。
○

【取組状況】 

○各院内学級において，病院との連携を図りなが

ら，児童生徒一人一人に応じた教育を実践したこ

とにより，病気療養のために入院中であっても，対

象児童生徒に適切な教育を行うことができた。

○院内学級の設置により，病気療養のために入院し

ている児童生徒に対しても義務教育を保証することが

可能になっており，事業を継続することが必要です。

○学校と病院との連絡会や学校と教育委員会との連

絡協議会を行うなど，相互の連携をさらに深めなが

ら，事業を継続していきます。

特別支援教育課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1.子どものすこやかな成長を支える取り組みの充実，子どもの安全・安心の確保

1（２）　子どもの可能性が広がる体験と活動の場，遊びの環境の充実

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実40

どこでもパス

ポート事業

仙台市及び周辺の市町村の小中学生を対象と

して，公立の社会教育施設等を相互に無料で

開放することにより，子どもたちの学びの機会の

創出を図る

○約19,100冊配布

○利用者数の実績は令和３年４月に集計予定

○

【取組状況】

○年度当初に小学校１年生を対象に配布している

○新型コロナウイルス感染症の影響により一時的に

閉館した施設があることなどから，利用者数は落ち

込むものと想定される

【事業に対する客観的意見・評価】

○そうした中においても，社会教育施設等で学習・

体験活動を促し，小中学生の社会教育推進の一

助となるものと認識している

引き続き本制度の周知を図りながら，小中学生の社

会教育推進の一助となるよう,事業を推進していきま

す。

政策調整課

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実41

夏のボラン

ティア体験

学習会（仙

台市ボラン

ティアセン

ター事業）

中学生以上を対象とし，学校，地域の連携と

社会福祉施設やＮＰＯ等の受け入れ協力を

得て，夏休み期間中の3～5日間で活動体験

を行い，体験を通してボランティア・市民活動へ

の理解と参加のきっかけづくりを行うとともに，子

どもが自ら学び，行動する力，他人を思いやる

豊かな心を育む

○新型コロナ感染症が拡大したため，夏のボランティア

体験学習会は中止した（4月20日に中止の連絡）。

○ボランティア活動希望者については，夏のボランティア

体験学習会の冊子を参考に個別にコーディネートするこ

とを学校や受入れ施設等に周知した。

○夏休み中のボランティア活動について,学校や個人から

7件の相談を受け，受け入れをしている野外活動団体

に5名のボランティア体験を調整した。
▲

【取組状況】

○新型コロナ感染症が拡大したため，4月20日に

中止の連絡を行った。中止の連絡を早期に行たこと

で混乱は起きなかった。ボランティア体験活動希望

者については，夏のボランティア体験学習会の冊子

を参考に個別にコーディネートすることを学校や受入

れ施設等に周知した。

○夏休み中のボランティア活動について,学校や個

人から7件の相談を受け，受け入れをしている野外

活動団体に5名のボランティア体験を調整した。体

験希望先として児童施設や高齢者施設があげられ

たものの，施設自体が受け入れを中止しており，7

名中2名の調整が出来なかった。

○令和3年度の開催に向けて，2月にボランティア受

け入れ団体を対象に事前説明会を実施，コロナ禍に

おいてもボランティア活動を推進していくために，情報

を収集し，共有の場とする予定です。

社会課

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実42

乳幼児とふ

れあう機会

の充実
⇒　整理番号013　参照

運営支援課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実43

環境教育・

学習推進事

業

幼児や小中学生を対象に環境に関する出前授

業やせんだい環境学習館でのサロン講座等を通

して，環境問題への理解と関心を高め，環境

に配慮できる人づくりを進めることにより，持続

可能な社会を築いていくことを目指す

○せんだい環境学習館（たまきさんサロン）の運営

・サロン講座 6回（令和2年9月末時点）［24回］

・子どもへの環境学習の場の提供

○その他の環境教育・学習推進事業の実施

・こどもエコクラブ：8クラブ［8クラブ］

・環境出前講座ネットワーク：13件（令和2年9月末

時点）［63件］

・杜々かんきょうレスキュー隊事業

　環境学習プログラム数： 26［24］

　環境学習プログラム体験：16件(令和2年9月末時

点）[84件］

○環境ウェブサイト「たまきさん」での環境学習に関する

情報の発信

・環境学習動画：2本（令和2年9月末時点）

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症により，せんだい環境

学習館（たまきさんサロン）は令和2年3月5日から

臨時休館していたが，令和2年6月より再開し，サ

ロン講座も7月末より再開している。

○新型コロナウイルス感染症により，出前講座ネッ

トワーク，杜々かんきょうレスキュー隊事業とも募集

を停止していたが，出前講座ネットワークは令和2

年7月21日より，杜々かんきょうレスキュー隊事業

は令和2年8月1日より募集を再開した。

○既存の環境学習プログラムをベースに環境学習

動画を作成・配信している。

○「せんだい環境学習館」の運営においては，感染

症対策のため講座参加人数の制限や，密を避けた

内容に配慮しながら，引き続き環境教育・学習の拠

点施設として取り組みを進めていきます。

○環境団体等による環境学習プログラムは，子どもた

ちにとって貴重な体験活動の機会になっているため，

今後も感染症対策を実施の上学校等へ情報提供を

行い，環境教育・学習の場の提供を続けていきま

す。

○今後も環境学習に関し，ブログの更新や環境学

習動画の配信等により効果的な情報発信を行ってい

きます。

環境共生課

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実44

仙台市学童

農園事業

仙台市内の児童生徒等に農業の体験の場を

設けるために，児童生徒が年間を通して栽培

作業を実施する農地を管理する農業者に対し

て入園料を支払う

○学童農園実施数実績（入園料支払い覚書締結

数）62農園（55校）

〈令和2内訳〉

小学校29，中学校1，幼稚園16，保育園9

・畑作33農園（小学校13，中学校0，幼稚園13，

保育園7）

・稲作29農園（小学校23，中学校1，幼稚園3，

保育園2）

※うち7小学校で畑作，稲作の両方を実施

▲

【取組状況】

○令和2年度は前年度調査では77農園の実施希

望であったが，新型コロナウイルス感染症の影響で

実施を中止したところが一定数あった。事業を実施

したところも，予定の内容を一部変更したりしなが

ら，現在取り組みの最中である。

○本事業は屋外での活動が中心であり，一定の感

染対策の下で実施は可能と考えています。令和3年

度に向けて事業実施希望を現在集約中ですが，今

後とも児童生徒の農業体験を支援する本事業を継

続していきます。

農政企画課

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実45

子どもの自

然体験学習

林事業

子どもたちの郷土の緑に対する理解や関心を深

めるため，小中学生対象の自然体験学習を市

有林，公園などで企画・実施し，植栽，間伐

などの作業体験やゲーム等を通し，森とふれあ

う機会を創出することにより，森林等の豊かな

自然環境等を活用した自然体験など，多様な

体験活動機会の積極的な提供を図る

○幸町南小学校および枡江小学校を対象に令和2年

11月～令和3年1月までに実施することとし，学校と日

程調整等を行なっている。

○

【取組状況】

参加校の決定，学校やボランティア団体との協議な

ど，概ね順調に進捗している。

学校等との協議や調整のうえ，令和2年11月から

R3年1月までの間に実施する予定です。

百年の杜推進課

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実46

杜の都のエ

コ・スクール

活動

職員及び児童生徒一人ひとりが環境問題につ

いて理解し，環境への負荷が少なく地球環境

にやさしい学校生活について，主体的に考え実

践することができるようにする

○児童生徒が,主体的に環境保全に取り組む意識や態

度を育てることをねらいとして，「杜の都のエコ・スクール活

動」に全市立小・中学校，中等教育学校で取り組んで

いる。

○

【取組状況】

○「杜の都のエコ・スクール活動」については，新型コ

ロナウイルス感染症拡大による全市立小・中学校臨

時休業のため，学校再開後の６月から実施してい

る。

○各学校が地域との関わりを大切にしながら環境に

関する様々な取組を行い，児童生徒が環境保全

に向けて主体的に活動しようとする意識を高められる

ように努めている。

○学校や地域の実態を踏まえた環境保全につながる

取組を実施していきます。また，様々な取組を多くの

人と共有したり，学校間で共有したりしながら，環境

に関わる課題を解決できるように取組を進めていきま

す。

○各学校の取組を活動報告書としてまとめ，仙台市

教育委員会ホームページに掲載し，市民に各学校の

取組を紹介していきます。

教育指導課
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令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実47

仙台自分づ

くり教育推

進事業
⇒　整理番号037　参照

学びの連携推進室

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実48

子ども読書

活動推進 ⇒　整理番号020　参照

生涯学習課

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実49

土曜日の教

育支援体制

等構築事業

学校区単位で，地域の多様な経験や技能を

持つ人材・団体の協力を得て，土曜日等に地

域の子どもを対象とした学習支援や体験活動

等の教育活動を企画・実施する

○4校区で事業実施中〔令和元年度:4校区〕

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら，年度当初は全ての活動を休止しており，学校

の再開に併せて感染防止策を取りながら徐々に活

動を再開している。

○活動場所での新型コロナウイルス感染症拡大防止

対策の徹底や，三密回避の観点から活動内容の検

討など，事業運営の取り組みをサポートしていきま

す。

○事業実施校区がより取り組みやすい枠組みを提供

できるよう，工夫を重ねていく予定です。

生涯学習課

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実50

学校図書室

等開放事業

核家族や共働き家庭の増加等によって必要性

が高まっている子どもの居場所づくりの一環とし

て，市立小学校の図書室等を週末に開放し

読書の機会を提供するとともに，子どもの居場

所を拡大し，地域の生涯学習の場としての活

用を図る

○22校で事業実施中〔令和元年度:20校〕

◎

【取組状況】

○新たに2校が新規開設校となり，地域住民に向

けた読書の機会を提供や事業を通して子どもの居

場所づくり・地域の生涯学習の場として，学校施設

の有意義な活用を図ることができている。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら，年度当初は全ての活動を休止したが，学校の

再開に併せ感染防止策を取りながら徐々に活動を

再開している。

○図書室を開放するだけでなく，各校で工夫を凝ら

した読み聞かせの実施や季節の行事の開催等を

行っている。

○活動場所での新型コロナウイルス感染症拡大防止

対策の徹底や，三密回避の観点から活動内容の検

討など，事業運営の取り組みをサポートしていきま

す。

○管理指導員向けの研修会を開き，情報共有や事

業手法の学習を通して，管理指導員のスキルアップ

を図っていく予定です。

生涯学習課

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実51

図書館にお

ける子ども読

書活動推進

事業

⇒　整理番号021　参照

市民図書館

1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実52

青少年健全

育成事業

青少年がさまざまな体験を通じて学ぶ力を身に

付けることによって，心身のすこやかな成長を培

い，仲間づくりや親子・異世代の交流を図ること

をねらいとする事業を実施する

○各市民センターにおいて，青少年の健全育成のため

の体験・交流等の機会を提供する各種講座を開催。

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染予防対策を図りつつ，青

少年の健全育成のための体験・交流等の機会を提

供することができている。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じつ

つ，今後も，各市民センターにおいて継続して事業

を実施します。

生涯学習支援セン

ター
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1(2)①社会体験，自然体験など多様な体験・学習機会の充実53

ジュニアリー

ダー育成支

援

市民センターを拠点としてボランティア活動をして

いる中学生・高校生のジュニアリーダーを育成

し，活動等の支援を行う

○ジュニアリーダー活動状況

　登録者数　　307人(令和2.8.27現在)

○ジュニアリーダー各種研修会

　上級研修会   19人受講

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症の影響でサークル活動

の中断が続き，登録者数も減少したが，活動が再

開した6月以降，回復傾向にある。

○各種研修は延期(初級・中級・上級研修会)また

は中止(実践研修会，インリーダー研修会の一部)

となっている。

○地域の各種活動が大幅に縮小されたことにより，

要請に基づく活動機会も減少している。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じつ

つ，今後も可能な範囲で，研修や自主活動等を継

続していきます。

生涯学習支援セン

ター

1(2)②遊びの環境の充実

1(2)②遊びの環境の充実54

子どもの遊び

の環境に関

する調査・

研究

子どもの遊び場に関する具体的なニーズや都市

公園をはじめとした本市の都市資源の状況と活

用策など，本市における子どもの遊びの環境の

充実に向けた調査・研究を行う

○本市における子どもの遊びの環境に関する調査・研究

を行う事業者を選定。令和2年度内に報告書をとりまと

めるよう進めている。 ○

【取組状況】

○本市における子どもの遊びの環境に関する調査・

研究を行う事業者の公募・選定を行い，おおむね

順調に進行している。

○令和2年度の調査・研究により，本市における子ど

もの遊びの環境に関する実態や他都市の事例等を

ハード・ソフトの両面から整理し，調査結果を踏まえ

た今後の取り組みについて検討を深めます。

子供未来局総務課

（子育て応援プロ

ジェクト推進担当）

1(2)②遊びの環境の充実55

児童館事業

の充実

健全な遊びを通して子どもの健康を増進し，情

操を豊かにすることを目的とした施設として，児

童クラブの開設や自由来館児童の受入のほ

か，地域に根差した子育て支援施設として，

乳幼児親子の交流や子育て相談，幼児クラブ

の開設，子育てサークル等の育成等により，子

育て家庭への支援の充実を図る

児童館運営委員会等を通じて，児童館の運

営や活動状況等について地域住民や地域の関

係団体への周知を推進し，地域関係者との連

携・協力関係を築く

○新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため，令

和2年5月までは，放課後児童健全育成事業に限定

して事業を実施した。令和2年6月からは，放課後児童

健全育成事業に加え平日の午前に限り乳幼児親子向

けの事業を実施した。令和2年10月からは，土曜日に

限り自由来館を再開した。

児童館利用者数  595,462人/年【令和2年8月末時

点】

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を図り

ながら，児童クラブの開設や，乳幼児親子の受入

れを通して，子育て家庭への支援の充実を図ってい

る。

○感染症対策を徹底しながら現在の取り組みを進め

つつ，感染拡大の状況も見極めながら，現在休止し

ている小学生以上の自由来館の受入れについても検

討を行っていきます。

児童クラブ事業推進

課

1(2)②遊びの環境の充実56

協働による

プレーパーク

の運営

子どもが自分の責任で自由に遊ぶことを通じ

て，自らの創造性や主体性を向上させる場を

専門性を持った団体等との協働により運営する

○海岸公園冒険広場及び西公園等の市内複数の公

園において，様々な団体と協働でプレーパーク等の自ら

の創造性や主体性を向上させるあそび場を提供しており

ます。 ○

【事業に対する客観的意見・評価】

○海岸公園冒険広場においては，令和２年8月

末時点で９件の団体利用も含め，推定６万２千

人の来園者があり，市民に親しまれております。

○海岸公園冒険広場及び西公園等を中心に，

様々な団体と協働によるプレーパーク等の自らの創造

性や主体性を向上させるあそび場の提供や，地域と

連携した企画等の充実に取り組んでまいります。

建設局公園課

1(2)②遊びの環境の充実57

都市公園整

備事業

「仙台市みどりの基本計画」に基づき，公園や

緑地の計画的な整備により，子どもの身近な

遊び場や市民の憩いの場を創出し，都市環境

や生活環境の向上を目指す

○令和2年度整備公園数(令和2年10月31日推定)

・都市公園数:1,810箇所【1,805箇所】　

　

・市民1人あたり公園面積:15.48㎡(進捗率91.0％)

　【15.54㎡（進捗率91.4％）】

                        ※【 】内は令和2年4月1日現在 △

【取組状況】

○「仙台市みどりの基本計画」にある目標（市民

一人あたりの都市公園面積17㎡）の達成は難し

いと思料されるが、令和2年度4月以降新たに6公

園を整備した。

※令和2年度実績

6公園開設，1公園廃止（開発行為により隣接

地に新たに開設予定）

○引き続き，新規公園整備のほか，関係機関との

調整を進め未公告公園の一部を開園するなど，公

園整備事業を進め，子どもの身近な遊び場や市民

の憩いの場の創出に努めます。

建設局公園課
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1(2)③スポーツ・文化に親しむ環境づくり

1(2)③スポーツ・文化に親しむ環境づくり58

マイタウンス

ポーツ活動

推進

子どもから高齢者まで，年齢を問わずスポーツに

ふれることができるよう，地域スポーツ活動の活

性化に向けた支援に取り組む

○マイタウンスポーツデー（スポーツの日イベント）の実

施

　延べ参加者数　年度末に集計【16,692人】

○地域スポーツイベント助成

　 　0件交付【40件】
○

【取組状況】

コロナウイルス感染対策を行う中で可能な範囲でス

ポーツ教室などを実施できるよう進めている。

○施設の無料開放や各種イベントなど浸透してきてお

りますが，イベントによっては，参加者が減少もしくは

横ばいといった施設もあるため，より多くの方に参加い

ただけるよう関係者と協議を進めていきます。

○ニュースポーツが学区民体育振興会のイベントを通

して徐々に普及してきており，今後も普及・推進のた

めに助成を継続していきます。

スポーツ振興課

1(2)③スポーツ・文化に親しむ環境づくり59

仙台ジュニア

オーケストラ

の運営

小学5年生から高校2年生までの児童生徒が

団員として所属するジュニアオーケストラにおい

て，春と秋に実施する演奏会開催を中心とした

活動を行い，本市における音楽文化の振興に

寄与するとともに，音楽活動を通じ，青少年の

健全育成を図る

○仙台ジュニアオーケストラメンバーによる室内楽演奏会

・開催日：令和2年10月25日（日）

・会場：仙台銀行ホールイズミティ21

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルスの影響により，オーケストラ編

成ではなく，室内楽形式，収容率50％として開

催。

○新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら，

３月のスプリングコンサート，来年度の演奏会開催に

向けて準備を進めていきます。

文化振興課

1(2)③スポーツ・文化に親しむ環境づくり60

仙台フィル

ハーモニー管

弦楽団によ

るコンサート

未就学児童及びその家族のためのコンサート

や，小学5年生と中学1年生を対象としたオー

ケストラ鑑賞会を実施し，子どもがオーケストラ

にふれあえる機会を提供する

○オーケストラと遊んじゃおう（新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため中止）

・令和2年4月5日（日）

○青少年のためのオーケストラ鑑賞会（新型コロナウイ

ルス感染拡大防止のため中止）

・令和2年6月30日（火）～7月3日（金）

・令和2年8月26日（水）～8月28日（金）

○学校訪問ミニコンサート(仮称)

・令和2年11月17日（火）～11月20日（金）

・令和2年11月24日（火）～11月27日（金）

▲

【取組状況】

○「青少年のためのオーケストラ鑑賞会」の代替事

業として、仙台フィルハーモニー管弦楽団数名が学

校へ訪問し、小学第5年生を対象とした「学校訪問

ミニコンサート（仮称）」を開催する。

○新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら，

来年度の開催に向けて準備を進めていきます。

文化振興課

1(2)③スポーツ・文化に親しむ環境づくり61

仙台クラシッ

クフェスティバ

ル開催

クラシック音楽の名曲を低料金・短時間で提供

し，クラシック音楽の聴衆の拡大と音楽文化の

振興を図るとともに，「楽都仙台」を国内外にア

ピールする

0歳以上または3歳以上が入場可能な公演を

多く開催し，多くの子どもたちがクラシック音楽に

ふれる機会の提供に努める

○令和2年度の仙台クラシックフェスティバルについては，

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から，中止とし

た。

○仙台クラシックフェスティバルに替わり，新しい生活様

式に対応したクラシック音楽イベント「クラシックエール仙台

～音楽はきっと，チカラをくれる。～」を，以下のとおり開

催した。

開催期間：令和2年10月3日（土）～10月4日

（日）

会場：日立システムズホール仙台（青年文化セン

ター）

公演数：有料公演15公演（うち9公演が3歳以上入

場可）

延べ来場者数：約3,430名

▲

【取組状況】

○「クラシックエール仙台～音楽はきっと，チカラをく

れる。～」は全15公演中9公演が3歳以上入場可

として開催。

○新型コロナウイルス感染症の状況を注視しながら，

来年度の仙台クラシックフェスティバル開催に向けて準

備を進めていきます。

文化振興課
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1(2)③スポーツ・文化に親しむ環境づくり62

仙台文学館

における展

示・講座等

の実施

子どもが文学に親しみ，さらに理解を深めること

ができるように，仙台文学館に絵本や児童書を

自由に読める「絵本の部屋」を常設する

また，夏休み期間には，企画展示室で「こども

文学館えほんのひろば」の展示を実施し，児童

書の展示や読み聞かせ等の多彩な事業を行う

○新型コロナによる休館に伴い「絵本の部屋」を

4月11日から閉室し，7月21日から情報コーナーに

冊数を限って絵本や児童書を設置している

○「こども文学館えほんのひろば」を中止

○「夏企画　背守り　小パネル展」

開催期間：令和2年7月18日（土）～8月30日

（日）

観覧者数：391人

○「夏企画　疫病退散！みんなで作ろう妖怪絵巻」

開催期間：令和2年8月8日（土）～8月30日

（日）

応募作品数：157点

観覧者数：2,701人

○

【取組状況】

○閉室中の「絵本の部屋」の代わりに情報コーナー

に設置した絵本・児童書の利用が概ね順調であっ

た。

○「こども文学館えほんのひろば」の中止後，新型コ

ロナ対策を講じた親子で楽しめる夏企画を開催し，

好評を得た。

【事業に対する客観的意見・評価】

新たな夏企画について，市民から企画を評価する

ハガキや電話をいただき，新聞・テレビでも紹介され

た。

○子どもが文学に親しむことができるよう，「絵本の部

屋」の利用方法について検討を進めながら，事業につ

いて随時内容の見直しを行なってまいります。

文化振興課

1(2)③スポーツ・文化に親しむ環境づくり63

校庭・体育

館の自由活

動開放事業

地域における児童生徒のスポーツ振興や，核

家族や共働き家庭の増加等によって必要性が

高まっている子どもの居場所づくりの一環として，

土曜日の午前中に，児童及び生徒の自由な

活動の場としての利用に供するため，市立小中

学校，特別支援学校のうち，希望校にて，校

庭及び体育館を開放する

○小学校30校で実施中〔令和元年度:小学校34校〕

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら，年度当初より全ての活動を休止していた。再開

について，8月にアンケートを実施。アンケート結果

から再開を希望する声があることから，9月初旬より

再開可能とした。

○再開の可否については，各小学校の判断となりま

す。再開に向けては，新型コロナウイルス感染症防止

策を十分講じてもらうように，管理指導員や学校に

啓発を図っていきます。

○市立小・中学校，特別支援学校の希望校におい

て実施していますが，開放回数や利用者数が減少

傾向にあることから，事業の趣旨等について，各校の

理解・協力を得られるよう努めていきます。

生涯学習課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実64

中高生の居

場所づくり・

自主活動支

援事業

児童館において，中高生がより参加しやすい行

事の企画や施設の利用促進に努めるほか，の

びすく泉中央4階プラザ等において，放課後や

学校休業日における家庭や学校以外の居場所

の提供を行うとともに，自主活動を通じて，コ

ミュニケーション能力や人的ネットワーク等，主

体的な社会参加のために必要な資質を養う場

を提供する

■子供未来局総務課

○中高生がやりたいこと・やってみたいことについて,自主

的に活動ができるよう，サポート体制の提供に努めた。

▲

■子供未来局総務課

【取組状況】

○4・5月は臨時休館していたが，6月以降開館し

た

【事業に対する客観的意見・評価】

○6月以降開館した際には，来館した中高生から

開館を待ち望んでいた声もいただいており，中高生

の居場所としての役割を果たしていることが再確認で

きた。

■子供未来局総務課

○新型コロナウイルス感染症予防対策を徹底しなが

ら，引き続き中高生の居場所としての役割を果たすと

ともに，主体的な社会参加のために必要な資質を養

う場としての役割を果たしていきます。

子供未来局総務

課，

児童クラブ事業推進

課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実65

子どもの居

場所づくり支

援事業

社会福祉法人仙台市社会福祉協議会と連携

し，子ども食堂への経費助成を行うほか，運営

団体相互のネットワーク化等に取り組むことで，

地域における子どもの居場所づくりを推進する

○子ども食堂助成金　申請37団体

○子ども食堂新型コロナウイルス感染症対策助成金

申請9団体（共に10/9時点）

○

【取組状況】

○今年度の子ども食堂助成金の申請実績は現時

点で昨年度申請を上回っている。新型コロナウイル

ス感染症拡大の影響を受け,6月から配食・宅食お

よび感染防止のために必要となる経費の助成を追

加で行っており，子どもに対する見守りの継続を図る

ことができている。

○子ども食堂助成金の受付は9/23までの予定で

す。新型コロナウイルス感染症対策助成金については

当初の申請〆切は9/23でしたが，申請期間を延長

の上 ,必要な助成を行っていきます。

子供家庭支援課
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今後の取組 担当課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実66

児童館特別

支援コーディ

ネーター養

成事業

児童一人ひとりの特性を踏まえたきめ細かな支

援や，保護者・関係機関等との協力・連携を

適切に行うための研修を実施し，児童館内で

キーパーソンとなる人材の育成を図る

○コロナウイルス感染症の影響により，研修の実施を見

合わせている。年度後半での実施を検討している。

▲

【取組状況】

○計画的なコーディネーターの配置を進めるため，

感染症対策を講じながら年度内に実施する必要が

ある。

○児童館特別支援コーディネーターの全児童館への

配置を目指し，感染症対策を講じながら計画的に

養成研修を実施します。

児童クラブ事業推進

課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実67

放課後児童

支援員等の

人材確保・

処遇改善

新卒者に加え，保育士等の資格を持ちながら

育児等の事情により勤務していない潜在的な有

資格者の採用につなげるため，市主催の合同

就職説明会の活用等を通じて求人支援を行う

など，人材確保に資する取り組みを推進する

放課後児童支援員の確保・定着，キャリアアッ

プを促進するため，経験年数や研修受講状況

に応じて処遇改善を図る

○メール配信サービスによる児童館職員の求人情報の

発信と，特別支援教育指導補助員等への求人情報の

周知を行った。

○コロナウイルス感染症の影響により合同企業説明会の

参加を見送った。

○各管理運営団体が放課後児童支援員に対し実施し

た処遇改善の実績に応じて下記を上限に経費を補助。

①経験年数が5年未満：129,000円/人・年

②経験年数5年以上：258,000円/人・年

③経験年数10年以上・館長職員388,000円/人・年

（②・③は・本市主催の研修を受講していること）

○

【取組状況】

○メール配信サービスによる児童館職員の求人情

報の発信：1回

○特別支援教育指導補助員等への求人情報の

周知を夏休み前に行った。

○各管理運営団体の所要見込額をもとに処遇改

善経費の補助を実施。

○メール配信サービスによる児童館職員の求人情報

の発信と，特別支援教育指導補助員等への求人

情報の周知を行います。

○引き続き、各管理運営団体が放課後児童支援員

に対し実施した処遇改善の実績に応じた経費の補助

を行います。

児童クラブ事業推進

課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実68

児童館地域

子育て支援

事業

乳幼児親子の交流の場の提供や交流の促

進，親子を対象とした行事の企画・開催，子

育て相談の実施，幼児クラブの開設，子育て

サークル等の育成など，地域の子育て家庭の

支援について，事業の充実を図る

○児童クラブ受入れ時間帯の3密状態を避けるため，

受け入れを休止していたが，令和2年6月から乳幼児親

子の受入れを再開した。また令和2年10月から子育て

支援室がある10館において先行して土曜日の受入れも

再開した。 ▲

【取組状況】

○児童クラブ受け入れ時間帯の3密状態を避けるた

め令和2年5月までは乳幼児親子の受入れを休止

していたが，小学校の再開に伴い令和2年6月から

平日午前に限り受け入れを再開した。令和2年10

月からは一部児童館において土曜日の受入れを再

開した。

○感染拡大の状況を見極めながら，受け入れ時間

帯の拡大や行事の開催等について検討を行い，事

業の充実を図ります。

児童クラブ事業推進

課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実69

放課後児童

健全育成事

業の推進

保護者が就労等により昼間家庭にいない小学

生を対象に，放課後等の遊びや生活の場を提

供し，その健全育成を図る

児童クラブが行う育成支援については，利用者

や地域住民，地域の関係団体の理解を深める

ため，運営委員会や保護者説明会等を通じ

て，取り組み内容等の周知を推進する

また，児童館児童クラブ事業については，ニー

ズに対応するため，平日は，引き続き19時15

分まで延長して実施する

○公設民営分については，198箇所において放課後児

童クラブを実施し，13,185人の受入れを行った（5月

1日時点）。

○放課後児童健全育成事業を実施する民間事業者

25団体に対して補助金を交付した。【令和元年度：

27団体】 ○

【取組状況】

○公設民営分については，対前年同月比で763

人増の児童を受け入れることができた。（5月1日

時点）

○引き続き，新型コロナウイルス感染症の感染予防

策を講じながら，放課後等の居場所が必要な児童

を確実に受け入れ，安全安心な遊びや生活の場を

提供していきます。

児童クラブ事業推進

課
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1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実70

放課後子ど

も総合プラン

推進事業

国の「新・放課後子ども総合プラン」に沿い，放

課後等の子どもたちの安全な居場所の確保・充

実を図るため，放課後児童クラブ及び放課後

子ども教室の計画的な整備等を推進する

実施にあたっては，教育委員会との緊密な連

携のもと，双方の事業者が互いの活動プログラ

ムの情報共有や他方の事業への参加・協力，

共同行事の企画・運営等に連携して取り組む

また，活動場所として小学校教室等の積極的

活用に努めるなど，教育委員会との定期的な

情報交換等を行いながら取り組む

上記方針のもと，放課後児童クラブ及び放課

後子ども教室を一体的に実施している既存の4

か所について引き続き事業の充実を図るととも

に，その他の箇所についても両事業の連携を推

進する

○新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により，

仙台市放課後子ども総合プラン運営委員会の開催を見

合わせている。

▲

【取組状況】

○現在実施を見合わせているが，年度内に1回開

催予定である。

○新たな本市実施方針を踏まえ，現在抱えている

課題をもとに審議テーマを定め，現地調査や事業者

ヒアリング等を通じて好事例を探ります。

○好事例について他の事業者にも共有することで，

本市全体の事業充実を図ります。

児童クラブ事業推進

課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実71

児童館事業

の充実
⇒　整理番号055　参照

児童クラブ事業推進

課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実72

児童館整備

事業

児童クラブをはじめとする児童の健全育成事業

と，乳幼児親子の交流の場としての子育て支

援活動の地域拠点となる児童館を，小学校区

単位を基本として整備を進める

また，開設から相当期間を経過した児童館に

ついては計画的に大規模改修工事を行い，施

設の環境改善を図る

○児童館3館について改築設計を進めています。また、

令和2年度に新たに3館の大規模改修工事に着手し、

環境改善を図ります【令和元年度3館】。

○

【取組状況】

○改築工事を進めるとともに計画的に大規模改修

工事を行い，環境改善を図れている。

○引き続き，仙台市公共施設総合マネジメントプラ

ンに基づき，計画的に大規模改修工事を行い，施

設の環境改善を図ります。

児童クラブ事業推進

課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実73

児童館等要

支援児受け

入れ事業

放課後児童健全育成事業の実施にあたり，障

害等により支援を必要とする児童（要支援

児）に適切に対応するため，職員体制の充実

とスキルアップ，巡回指導の強化など事業の充

実を図り，要支援児に対してより細かな配慮を

行える体制づくりを進め，すべての利用児童の

健全育成を促進する

○8月に開催した支援検討会議において，支援の必要

度が高いと判断された児童について，有識者からの助言

を得た。

○スーパーバイザーによる巡回指導を9月中旬より開始

した。

○児童館職員を対象とした研修については，実施を見

合わせている。

▲

【取組状況】

○巡回指導については，開始時期が予定より遅れ

たが，例年と同程度の回数を実施する予定であ

り，おおむね順調に進んでいる。

○要支援児数が多い児童館を中心に巡回指導を実

施し，要支援児の適切な児童クラブ利用につなげま

す。

○研修について，感染症対策という観点から実施の

方法等を見直したうえで，児童館における要支援児

への対応・支援に資する研修等を実施します。

児童クラブ事業推進

課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実74

困難を抱え

た青少年の

居場所づくり

様々な困難を抱える青少年へ対応できる居場

所の拡充強化と，支援内容の充実を図る

○居場所の拡充に向けて，他都市の状況と比較した

り，居場所のニーズについて把握したりしながら，市内に

いる不登校・ひきこもり傾向の青少年をより多く支援する

ための方策を局内で検討した。

○市内NPOと連携し，市民提案型協働事業「ふれ広

サテライト」事業を行ったことで，潜在的にひきこもり傾向

にある青少年を多く発掘し，支援に繋げることができた。

また，居場所以外にも，アウトリーチや就学・就労支援

の充実が，困難を抱える青少年の社会的自立に必要

な支援内容であると認識できた。
○

【取組状況】

○居場所拡充に向けて，来年度予算に反映でき

るよう局内重点事項に取り上げている。

○NPOと合同の受理会議を行うことで，支援が必

要な青少年を見立て，より多くの支援策を練りなが

ら，また，学齢児については学校と情報共有をしな

がら，本人に対し将来も切れ目なく支援していくた

めの方策を練った。

【事業に対する客観的意見・評価】

○市民提案型協働事業の審議員からは，「ふれ広

サテライト事業」の市事業化を求める声が多く挙がっ

ている。

○R3年度からの居場所の拡充に関する事業化を推

進するために，各課への理解を求め，居場所事業の

更なる周知を図るために，各関係機関への広報・啓

発を図っていきます。

子供相談支援セン

ター

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実75

学校図書室

等開放事業 ⇒　整理番号050　参照

生涯学習課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実76

校庭・体育

館の自由活

動開放事業 ⇒　整理番号063　参照

生涯学習課

1(2)④子ども・若者の居場所づくり，活動の場の充実77

放課後子ど

も教室推進

事業

心豊かでたくましい子どもを社会全体で育むた

め，学校等を活用して，安全・安心な子どもた

ちの居場所（活動拠点）を設け，地域の大

人を指導員として配置し，放課後や週末にお

けるスポーツや文化活動などのさまざまな体験活

動や地域住民との交流活動を支援する

事業の推進にあたっては，実施の意向のある小

学校区を調査，把握のうえ，計画的な整備に

向けて地域の関係者等との調整を行う

○小学校27校で実施中〔令和元年度:小学校27校〕

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら，年度当初は全ての活動を休止していた。6月以

降，学校の再開に併せ再開可能とした。全27教

室中，9月時点で再開済みは2０教室，10月に

再開予定が3教室，再開未定は4教室である。

○再開の可否については，各学校と運営委員会の

判断となります。活動にあたっては，活動場所での新

型コロナウイルス感染症拡大防止対策の徹底や，三

密回避の観点から活動内容の検討など，事業運営

の取り組みをサポートしていきます。

○児童の預かりを目的とする放課後児童クラブ整備

が進む中，放課後子ども教室の役割は変化していま

す。住民による連携・協働事業である放課後子ども

教室は，地域の受け入れ体制の熟度が必要である

ため，施設整備のように純増を計画できるものではな

く，今後は「地域学校協働活動」に内包して活動の

充実を図っていく予定です。

生涯学習課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1.子どものすこやかな成長を支える取り組みの充実，子どもの安全・安心の確保

1（３）　子どもたちが安心して成長できる環境づくり

1(3)①児童虐待防止対策の充実

1(3)①児童虐待防止対策の充実78

性暴力等の

根絶に向け

た取り組み ⇒　整理番号009　参照

男女共同参画課

1(3)①児童虐待防止対策の充実79

仙台市配偶

者暴力相談

支援セン

ター事業

「女性への暴力相談電話」，各区保健福祉セ

ンター「子供家庭総合相談」及びエル・ソーラ仙

台「女性相談」において，配偶者等からの暴力

の相談に応じ，問題の解決に役立つ情報提供

や助言を行う 

緊急時には，安全確保の相談に応じ，保護

命令制度について，情報提供や利用支援を行

う 

また，その後の生活について，各種行政サービ

スや福祉制度の利用支援，就業や自立に向

けた支援を行う

■男女共同参画課

○仙台市配偶者暴力相談支援センター事業の実施

・ＤＶ等相談(来所・電話・その他)：1,299件（8月

末現在）【2,025件】

・心理カウンセリング

○ＤＶ被害の防止啓発事業の実施

・デートＤＶ防止啓発リーフレット配布：市内中学校あ

て約10,000部配布

○市職員を対象に「ＤＶ被害者の情報の保護に関する

研修」を実施：計72課・81名参加【2回，計57課・

73名参加】

■子供家庭支援課

外部機関へ提出する来所相談証明を発行。県婦人相

談所からの照会事項等の取りまとめを実施。

○

■男女共同参画課

【取り組み状況】

○相談対応及び啓発事業は予定通り実施してい

る。

【事業に関する客観的意見・評価】

○情報保護研修のアンケートでは「DVの現状や情

報保護の重要性を学ぶことができた」「研修内容を

業務にも生かしたい」などの意見が寄せられた。

■子供家庭支援課

今年度は特別定額給付金の支給に伴うDV被害

者向けの特例措置手続きに伴い，相談件数が増

えた。現時点で前年度発行総数と同数を発行済

み。

■男女共同参画課

○引き続き，関係機関との連携を図りながら，被害

者に寄り添った支援及び啓発に努めます。

■子供家庭支援課

○引き続き，関係機関との連携を図りながら，被害

者に寄り添った支援に努めます。

男女共同参画課，

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

1(3)①児童虐待防止対策の充実80

子ども家庭

応援セン

ター

各区役所及び宮城総合支所に，子ども・子育

て支援に関わる部署間の連携により，児童福

祉法に基づく子ども家庭総合支援拠点，母子

保健法に基づく子育て世代包括支援センター

等の機能を併せ持つ「子ども家庭応援センター」

体制を構築し，子ども・子育てに関する相談支

援の充実を図る

■子供家庭支援課

○令和2年４月より，各区役所・宮城総合支所におい

て「子供家庭応援センター」体制を開始した。

○

■子供家庭支援課

○各区・宮城総合支所において人員体制の拡充が

行われるなど，相談支援の充実が図られた。

■子供家庭支援課

○引き続き，関係部署が連携して家庭及び児童の

支援に取り組みます。

子供未来局総務

課,

子供家庭支援課,

子供保健福祉課,

認定給付課,

各区家庭健康課,

各区保育給付課,

宮城総合支所保健

福祉課

1(3)①児童虐待防止対策の充実81

子供家庭総

合相談事業

家庭における児童養育に関し，種々複雑な問

題が発生している状況に対応するため，各区

保健福祉センター等に子供家庭総合相談窓

口を設置し，保健・福祉サービスの総合的な相

談及び関係機関等との連携調整等を行う

■子供家庭支援課

○子供家庭総合相談(3相談):3,629件【令和２年8

月末時点】

○

■子供家庭支援課

○ベテラン相談員を講師に迎えての家庭相談員新

任者研修を実施し，相談スキルの伝達に努めること

ができた。

○子供家庭総合相談に携わる家庭相談員の資質

向上と情報交換・事例研究の推進を目的に，2か

月に一度の割合で家庭相談員業務連絡会を開催

している。

■子供家庭支援課

引き続き，家庭に寄り添った相談支援に努めます。

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(3)①児童虐待防止対策の充実82

児童虐待防

止推進員

児童と日常的に接する施設（児童館，幼稚

園，保育所等）に，専門知識と対応スキルを

身につけた職員を配置するとともに，児童虐待

の早期発見と適切な相談先へ紹介等ができる

ように，職員のスキルアップ研修を実施する

○12/14,12/21に実施予定

【R1年度：1回目受講者数：74人,2回目受講者

数：83人,受講施設数：157施設】
○

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症防止対策を講じた上で

実施できるよう調整・準備中。特段問題なく順調に

準備が進んでいる。

○引き続き準備し,例年通りの開催を目指してまいり

ます。

子供家庭支援課

1(3)①児童虐待防止対策の充実83

要保護児童

対策地域協

議会

関係機関や地域との連携を図り，児童虐待の

予防，早期発見，早期対応を強化する

■子供家庭支援課

○代表者会議：中止

○実務者会議：各区・宮城総合支所　各１回（全

３回予定）
○

■子供家庭支援課

新型コロナ感染拡大の影響により，予定していた代

表者会議を中止としたが，会議資料を参加機関へ

配布し情報交換を行うことができた。

■子供家庭支援課

○代表者会議は新型コロナウイルスの影響により資

料配布のみとなりましたが，実務者会議を定期的に

開催することで，関係機関等との連携促進を図ること

ができ，児童虐待の予防，早期発見，早期対応を

強化することができました。

○今後も代表者会議や各区における実務者会議を

開催し，関係機関との連携を強化していきます。

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

1(3)①児童虐待防止対策の充実84

児童虐待に

係る医療

ネットワーク

事業

児童虐待対応に関する中核医療機関を設置

し，医療機関同士のネットワーク化を図り，児

童虐待の予防，早期発見，早期対応を強化

する

○地域医療機関向けの研修会について調整中

【教育研修事業：ACST講演会の開催　1回・拠点病

院児童虐待対応整備事業：被虐待児童対応チーム

全体会議の開催：2回】

▲

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため,研修

の開催方法について検討中。資料のみの配布等に

なる可能性もあり。

○新型コロナウイルス感染症対策を講じつつ,地域医

療機関との連携や研修に取り組んでまいります。

子供家庭支援課

1(3)①児童虐待防止対策の充実85

児童虐待対

策(子育てプ

ログラムの策

定）

何らかの困難を抱えた親子の関係改善に向け

た調整及び支援を強化するため，保護者と共

に目標を定め，家族再統合に向けての一連の

子育てプログラムを策定し，実施していく

○面接スキル研修とサインズ・オブ・セーフティ研修を一年

を通して実施し，各自の面接で活用できるようにした。

○外部講師については，新型コロナウイルス感染防止の

観点から保留していたが，11月に実施することにした。

○児童相談所の内部研修に各区の子育て支援を担う

課，児童養護施設，発達相談支援センター，精神保

健福祉総合センター等，関係機関の参加を促し，相

互研鑽を行った。

○宮城県が主催する「サインズ・オブ・セーフティ研修」等

にも職員を派遣し，相互の研鑽を行った。

※CSP（コモンセンスペアレンティング）：

　子どもの問題行動に教育的に対処するための「しつけの

スキル」を学習するプログラム

※サインズ・オブ・セーフティ：

　当事者自らが考える子どもに起きた危害が繰り返され

ない安全の仕組みづくりをサポートする方法

○

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染防止の観点から，県外の

外部講師を招いての研修の回数を減らしたが，その

他の研修については例年よりも手厚く実施し，新任

職員についても一定の質で養育相談が行えるように

した。

加えて，今年度は，各区の子育て支援を担う課と

児童相談所の業務連携研修を行い，お互いの業

務について理解を深めることで，切れ目のない連携

が行えるようにした。

○新型コロナウイルス感染防止に努めながらも，後期

に実施する研修は，各関係機関にも案内し，仙台

市全体の子どもの相談支援の質の向上に努めたい。

児童相談所相談指

導課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(3)①児童虐待防止対策の充実86

乳幼児健康

診査

各時期における心身の発育，疾病の有無，生

活習慣の形成や親子関係などを把握し，必要

な支援を行うことにより，児童虐待の防止にも

役立てるもので，生後2か月，4～5か月，8

～9か月の各時期1回を医療機関で，1歳6か

月児健診，2歳6か月児歯科健診，3歳児健

診を集団健診で実施する

■子供保健福祉課

○乳児健康診査

当初の予定通り、各医療機関における個別健診にて実

施中。

○幼児健康診査

新型コロナウイルス感染症の影響より、令和2年3月～6

月一時休止。6月より集団健診にて再開。下記のとおり

実施しており、令和2年12月より全ての健診を、従来の

実施方法に戻す予定。

 1歳6か月児：集団健診にて再開後、9月中旬より集

団健診と一部個別健診（小児科診察部分のみ個別

健診）を組み合わせて実施中。

2歳6か月児：集団健診にて再開後、8月より個別健

診にて実施中。

3歳児：集団健診にて再開後、8月より集団健診と一

部個別健診（歯科診察部分のみ個別健診）を組み

合わせて実施中。

▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○乳児健康診査の受診率の向上に向けた，受診

勧奨の時期や方法の検討が行えていない状況であ

る。

○幼児健康診査は，新型コロナウイルス感染症の

影響により，呼び出しの時期や実施の方法を変更

し行っている。休止期間の積み残しの解消に向け，

対応中である。

■子供保健福祉課

○乳児健康診査は，事務処理の予定に合わせた方

法で受診勧奨を行っていく必要があるため，受診勧

奨の時期や方法について今後検討を行い，受診率

の向上に努めていきます。

○幼児健康診査は，休止期間の積み残しの解消に

向け実施するほか，未受診者への対応も行っていき

ます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)①児童虐待防止対策の充実87

妊娠の届出

と母子健康

手帳の交付

母子が心身ともに健全な妊娠，出産，育児が

できるように，妊娠の届出をした者に対して，

母子の健康状態を記録し，健康管理に役立

てるため，母子健康手帳を交付するとともに，

保健指導・相談支援を行う

特に，要保護児童対策地域協議会の対象で

ある特定妊婦(出産後の養育について，出産

前において支援を行うことが特に必要と認められ

る妊婦）について，妊娠早期から関わりを持

ち，支援を行う

■子供保健福祉課

○母子健康手帳交付数：年度末に集計［令和元年

度：8,375部］

○妊娠届出数：年度末に集計［令和元年度：

8,300人］

　うち，妊娠11週以内の届出数：年度末に集計［令

和元年度：7,682人（92.6％）］
○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○妊娠の届出をした方に対し，保健師等の専門職

が面接し，保健指導・相談を実施した。

○出産前から支援を行うことが必要と認められる方

を把握する機会とし，妊娠早期からの支援に結び

つけることができた。

■子供保健福祉課

○専門職が面接することで，健康管理に必要な指

導や相談対応をすることができました。また，出産前

から支援が必要な方に対し，妊娠早期から関わりを

持つことができ，支援へつなげることができました。

○今後とも，妊娠の届出について周知を行うととも

に，妊婦の健康管理の向上を図るため，保健指導・

相談支援を継続します。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)①児童虐待防止対策の充実88

新生児等訪

問指導（エ

ジンバラ産

後うつ病質

問票の全数

実施）

妊産婦，乳幼児の保護者に対し，妊娠・出

産・育児に関する必要な保健指導を行い，母

性の健康の保持増進，児童の健全育成を図

るため，各区保健福祉センター等職員及び訪

問指導員（在宅の保健師，助産師）が対象

者の家庭を訪問する

また，乳幼児虐待の要因のひとつである産後う

つ病の早期発見のため，ハイリスク者を発見す

るための全国的な様式であるエジンバラ質問票

を全数実施する

■子供保健福祉課

○産婦訪問時エジンバラ産後うつ病質問票（EPDS）

の全数実施を行った。

○EPDSの結果，継続的な支援が必要な方について

は，引き続き相談・支援を行った。　

　

・新生児（産婦）訪問初回実施数　年度末に集計

［7,326人］

・内EPDS実施数　年度末に集計【　7,160人】

・ハイリスク者（9点以上）　年度末に集計【7.2％】

・要支援者数　年度末に集計【1,965人】

　　　　　　　　　　　　　（ハイリスク者を含む）

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○全数実施により，産後のメンタルヘルスの指標と

して，エジンバラ産後うつ病質問票を活用することが

できた。

○ハイリスクな産婦については，保健師や育児ヘル

プ家庭訪問事業の専門指導員につなぎ，必要な

支援を継続した。

○より困難なケースの対応については，精神科医に

よるスーパーバイズを受けることにより，職員の専門

性の向上を図ることができた。

■子供保健福祉課

○定期的にEPDS検討会を開催し，医師から助言

をいただきながら，保健所職員及び訪問指導員の資

質向上を図ることができました。

○今後も，産後うつ病の早期発見と支援のため，職

員の資質向上を図りながら，専門機関と連携して取

り組みを継続していきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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1(3)①児童虐待防止対策の充実89

乳幼児健康

診査未受診

者対策

要支援者の早期発見と早期支援により児童虐

待の防止を図るため，新生児等訪問から3歳

児健康診査までの健診等を，親子との重要な

接触機会として捉え，各健康診査及び各事業

における実施状況の確認と未受診者（直接接

触する機会のない親子）に対する家庭訪問等

を実施する

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令和2

年3月から3～4か月児育児教室を中止している。幼児

健康診査は3月から一時休止していたが，6月中旬から

再開し，3密を避けて健診を行うため，期間を限定して

一部個別委託をする特例対応を実施している。事業の

中止・休止や特例対応に伴い，支援の時期や方法を

変更して対応している。

○乳児健康診査（未受診者率）

  　2か月　年度末に集計【8.1%】

　　4-5か月 年度末に集計【7.8%】

　　8-9か月   年度末に集計【9.7%】

○幼児健康診査（未受診者率）

 　 1歳6か月  年度末に集計【2.6%】　

　  3歳 　年度末に集計【4.7%】

▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令

和2年3月から3～4か月児育児教室の中止，幼

児健康診査の一時休止や特例対応をしていること

から，支援時期・方法を変更し，状況確認をして

いる。

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，3～4

か月児育児教室の中止や，幼児健康診査の一時

休止や特例対応をおこなっていることから，支援時

期・方法を変更して対策を行っていきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)①児童虐待防止対策の充実90

健診後の

フォローの充

実

健診後のハイリスク親子（メンタルの問題を有す

る親，ひとり親，発達上の心配のある子ども，

軽度ネグレクトなど）について，訪問などの個別

支援や幼児教室，親同士のグループミーティン

グを行い，親自身の気づきや意欲を引き出し，

主体的な育児を支援する

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令和2

年3月から集団で行う事業を中止・休止し，個別相談

等で対応している。6月中旬から幼児健康診査を再開

したが，幼児教室の再開や親支援グループミーティング

等については，中止して個別に対応，または規模を縮

小して対応している。

・1歳6か月児健康診査後の要訪問数：年度末に集計

【433人】

・3歳児健康診査後の要訪問者数：年末に集計【386人】

・健康診査事後指導（育児教室）：

　開催回数　年度末に集計　【64回】

　参加実人数　　年度末に集計【186人】

　参加延べ人数　年度末に集計【466人】

・健康診査事後指導（幼児教室）：

　開催回数　　年度末に集計　【63回】

　参加実人数　　年度末に集計【185人】

　参加延べ人数　年度末に集計【482人】

▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，集

団での事業実施が難しいことから，各区・総合支所

の実情に応じて個別または規模を縮小して対応を

継続する。

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，個別

または規模を縮小により支援を実施していきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)①児童虐待防止対策の充実91

妊娠等に関

する相談事

業（せんだ

い妊娠ほっと

ライン）

乳幼児虐待の要因のひとつである望まない妊娠

を含む，妊娠により悩みを抱える若者等への相

談対応や保健指導を行う窓口を設置することに

より，妊娠期からの相談体制の充実を図る

○専門相談員が電話及び電子メールにより相談対応を

行った。実施日は年末年始を除く，月曜日・水曜日・

金曜日の午前10時から午後7時。

・相談件数　62件（一般社団法人宮城県助産師会

に委託して実施）【568件】
△

【取組状況】

○夜間やメールでの相談にも対応しており，多くの

対象者から相談を受け，不安や悩みの軽減を図る

ことができた。

○令和２年５月に委託が終了し、仙台市としての

窓口は各区家庭健康課又は総合支所保健福祉

課となっている。

○令和３年度以降,新たな委託事業として実施する

ために調査,検討を行っていきます。

子供保健福祉課
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1(3)①児童虐待防止対策の充実92

育児ヘルプ

家庭訪問事

業

子どもの養育について支援が必要な家庭に，訪

問による支援を実施することにより，その家庭の

子どもの養育の安定を図り，子どもの健全な育

成に寄与することを目的として，民間事業者に

よる育児ヘルパーの派遣（有料）と専門指導

員の派遣（無料）を行う

■子供保健福祉課

○育児に不安を感じる方のために，専門指導員及び育

児ヘルパーの派遣を行った。

・専門指導員派遣:

　延べ派遣件数　501件【1,576件】（9月末）

・育児ヘルパー派遣:

  延べ派遣件数　646件【2,118件】（8月末）

　延べ派遣時間　1,208時間【3,827時間】（8月

末）

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○養育支援の一環として，平成26年度より小児

慢性特定疾病児がいる家庭も対象として実施して

いる。

○事業の円滑な実施のため毎年開催している担当

者会議は，新型コロナウイルス感染症のため延期し

ている。

○地区担当保健師と連携して密に関わるように配

慮するなど，個々の状況を考慮した支援を行うこと

ができた。 

  

■子供保健福祉課

○母子健康手帳交付や新生児訪問など，全ての妊

婦や母子と会える機会を活用し，継続支援が必要

な家庭の把握に努め，サービスの提供を行っていきま

す。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)①児童虐待防止対策の充実93

女性のため

の健康支援

教室

育児不安やストレスを抱えている子育て中の女

性を対象に，グループミーティング等で自分自身

を語ることで，不安の軽減を図る

また，育児期や更年期の心と体についての講演

会等を開し，生涯を通じた女性の健康の維持

促進を図る

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令和2

年3月から集団で行う事業を中止し，個別に対応，ま

たは規模を縮小して実施している。

・グループミーティング

　開催回数：年度末に集計【54回】

　参加延べ人数：年度末に集計【261人】

・講座・相談会

　開催回数：年度末に集計【16回】

　参加人数：年度末に集計【257人】

▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，集

団での事業実施が難しいことから，各区・総合支所

の実情に応じて個別または規模を縮小しての対応を

継続する。

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，個別

または規模を縮小により支援を実施していきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

1(3)①児童虐待防止対策の充実94

多胎児等を

育てる保護

者のための

育児サーク

ル等支援

双子・三つ子，低出生体重児等を育てる保護

者等を対象に，子育ての大変さや不安等を共

感できる機会を設定し，育児不安の軽減を図

る

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令和2

年3月から集団で行う事業を中止し，6月中旬以降，

感染対策を行ない順次再開しているが，多胎育児サー

クル等支援については，自主グループからの依頼がな

く，直営事業についても再開時期は未定である。

▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止し

ていた集団での事業についても，感染対策を行ない

順次再開しているが，自主グループからの依頼がな

いこともあり，再開に至っていない。

■子供保健福祉課

○自主グループからの依頼があれば，感染対策の上

支援を行う予定です。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

1(3)①児童虐待防止対策の充実94

多胎児等を

育てる保護

者のための

育児サーク

ル等支援

双子・三つ子，低出生体重児等を育てる保護

者等を対象に，子育ての大変さや不安等を共

感できる機会を設定し，育児不安の軽減を図

る

■青葉区

区の双子の会については，会の案内を工夫する・全対

象者にアンケートを取り周知する・駐車場のある会場で

実施する等実施したが来所者が伸び悩み，H30年度

で事業は終了している。
△

■青葉区

【取組状況】

双子の会は実施せず。

育児サークルの情報提供は母子健康手帳交付時

（令和2.8月末現在　11件）や訪問等で実施。

■青葉区

○市内の多胎育児サークルの情報提供や「みやぎ多

胎ネット」の案内を引き続き実施します。

○母子健康手帳交付時・新生児訪問時に育児状

況や支援体制を確認し，必要時産後のサービスの

案内（産後ケア・育児ヘルプサービス等）や，育児

相談・支援を実施します。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

1(3)①児童虐待防止対策の充実94

多胎児等を

育てる保護

者のための

育児サーク

ル等支援

双子・三つ子，低出生体重児等を育てる保護

者等を対象に，子育ての大変さや不安等を共

感できる機会を設定し，育児不安の軽減を図

る

■宮城野区

○母子健康手帳交付時に双胎の届け出があった場合

は、双胎用の冊子を配布し、育児に対する不安軽減に

努めている。

○低体重児の保護者を対象とした交流の場について

は、新型コロナ感染症予防策に配慮し、例年と異なる形

での開催または情報共有の方法を検討中である

▲

■宮城野区

【取組状況】

○新型コロナ感染症予防策に配慮した各手法につ

いて検討していく

■宮城野区

○新型コロナ感染症予防に配慮しながら保護者の不

安に対応できるよう検討してまいります。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(3)①児童虐待防止対策の充実94

多胎児等を

育てる保護

者のための

育児サーク

ル等支援

双子・三つ子，低出生体重児等を育てる保護

者等を対象に，子育ての大変さや不安等を共

感できる機会を設定し，育児不安の軽減を図

る

■若林区

○ツインズマザーの会は休止中。

○多胎児を育てている保護者に対して，開催中の育児

サークルやオンライン双子カフェの紹介を行った。
▲

■若林区

【取組状況】

○交流の機会は減ったものの，個別での普及・啓

発を行うことができた。

■若林区

○機会を捉えて，多胎児支援に対する普及・啓発を

行っていきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

1(3)①児童虐待防止対策の充実94

多胎児等を

育てる保護

者のための

育児サーク

ル等支援

双子・三つ子，低出生体重児等を育てる保護

者等を対象に，子育ての大変さや不安等を共

感できる機会を設定し，育児不安の軽減を図

る

■太白区

○双子三つ子の母親が自主的に運営する会「ジェミニ」

と共催で育児に関する健康教育を行う予定であったが，

新型コロナウイルス感染症の影響により，令和2年度の

実施は見送ることになった。

開催0回（令和2年8月末時点）

〔開催2回　　延19組　延57名参加〕

▲

■太白区

【取組状況】

○健康教育については，新型コロナウィルス感染症

の影響により会自体の活動回数が少なくなっている

ことや場所の確保が難しくなっていること等から，会と

検討し，令和2年度の実施を見送ることとした。

■太白区

○令和2年度は新型コロナ感染症の影響により実施

を見送ることとなりましたが，R3年度の実施に向け，

会と連携しながら内容等を検討して参ります。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

1(3)①児童虐待防止対策の充実94

多胎児等を

育てる保護

者のための

育児サーク

ル等支援

双子・三つ子，低出生体重児等を育てる保護

者等を対象に，子育ての大変さや不安等を共

感できる機会を設定し，育児不安の軽減を図

る

■泉区

新型コロナ感染症の感染拡大のため中止している。

▲

■泉区

新型コロナ感染症の感染拡大のため中止している。

■泉区

○対象である低体重出生児は感染のリスクが高いた

め，コロナ禍の状況では開催が難しい。

○一方で，育児負担感や育児不安の強い保護者を

対象としており，今後の状況をみながら，再開時期

を検討する。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

1(3)①児童虐待防止対策の充実95

保健師等母

子保健従事

者の職員研

修の充実

児童虐待予防に向けた養育支援などを含む子

育て支援に関わる専門職種の研修の充実に努

め，職員の専門性，技術の向上を図る

■子供保健福祉課

母子保健新任者研修(e-ラーニング)1回開催[1回開

催]

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○母子保健新任者研修については，新型コロナウ

イルス感染症の影響により，集合研修ではなく，e-

ラーニング形式で実施したところであるが，事業運営

や個別支援に必要な知識の習得につながった。

■子供保健福祉課

○児童虐待予防に向けた養育支援などを含む子育

て支援にに関する知識の習得，技術向上のため，

引き続き研修の充実に努めます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)①児童虐待防止対策の充実96

児童虐待に

係る児童相

談所の体

制・機能強

化

増加する児童虐待・非行への対応など，さまざ

まな問題を抱える子どもへの相談・援助を行うた

め，児童福祉司の増員や一時保護所の定員

の拡大など，児童相談所の体制・機能強化を

図る

○行政教員3名体制により，令和２年度も引き続き学

校，警察その他の関係機関との連携強化を図ることが

できた。 

○令和2年度新規の福祉職採用職員を4月に4名配

置した。（福祉職全体で前年度比5名増）              

○平成25年度から里親委託等推進員（嘱託職員）

を2名体制としている。

○警察との連携強化の一環として，今までの警察ＯＢ

（嘱託職員）による配置に代えて，令和２年度から

宮城県警から児相に職員を２名派遣し，相談指導課

付主幹及び緊急対応係主査に配置を行っている。

○令和2年度から弁護士と相談委託契約を締結し，

通常の相談業務だけでなく，毎週定期的（水曜）に

受理会議や援助方針会議にも出席し法的助言を行っ

ている。

【対応状況等】

・虐待対応件数：638件【9月末時点】

・警察からの通告受理：403件【9月末時点】

○

【取組状況】

○専門性の高い福祉職採用の児童福祉司が配置

されていることで複雑困難な事案にも的確に対応で

きている。（児童福祉司に占める福祉職採用職員

の割合　令和２年度33人中21人（64%）)

○虐待対応件数や警察からの通告受理件数が増

加している中，国のプランが策定され，児童福祉

司など職員数の増員だけでなく，警察から職員派

遣による一層の連携強化や弁護士との相談委託契

約の一層の充実を図り，プランに基づいた機能強化

を図っている。

○引き続き児童虐待防止対策体制総合強化プラン

（新プラン）に基づき，児童相談所の児童福祉司

等の職員体制の充実を図っていきます。

児童相談所相談指

導課,

児童相談所保護支

援課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(3)①児童虐待防止対策の充実97

親子こころの

相談室運営

こころの問題を抱える子どもと家族の心理面

接，精神医学的ケアを継続的に行うことで，子

育ての不安を解消し，児童虐待の発生・再発

を防止する

○相談件数（9月末時点）

・新規受付実人数：33人［35人］

・取り扱い実人数：106人［111人］

・延人数：267人［369人］

・精神医学的相談：44件［47件］

・電話相談・問い合わせ：115件［134件］
○

【取組状況】

○新型コロナウイルス流行に伴う休校期間（4月，

5月）は緊急性の高くない相談については延期・も

しくは電話での対応としたため，例年に比べ対応件

数は減少した。

○休校期間明けの6月以降は，不登校相談が増

加し，その他の相談も例年通りの件数となってい

る。

○新型コロナウイルスの流行が児童・保護者のメンタ

ルヘルスに与える影響を考慮しつつ，引き続き心理

面接，精神医学的相談を行ってまいります。

○利用者が安心して相談ができるよう，相談に際し

ては感染リスクに対し必要な対処を行い，流行状況

に応じて電話相談に切り替える等の対応を行っていき

ます。

児童相談所保護支

援課

1(3)②いじめ防止等対策の総合的推進

1(3)②いじめ防止等対策の総合的推進98

いじめ防止

等対策の総

合的推進

学校においていじめへの対応が適切に行われる

よう，学校内の体制の強化や，研修の充実に

よる教職員の対応力向上を図るとともに，いじ

めの未然防止に向けた児童生徒への啓発活動

や，早期発見に向けた児童生徒へのアンケート

調査を実施する

また，社会全体で子どもたちをいじめから守ると

いう意識の向上と具体的な行動につなげるため

の広報啓発を行うとともに，法律や心理などの

専門家を中心とした相談窓口を市長部局に設

置し，児童生徒や保護者に寄り添った対応を

する

■教育相談課
○いじめ防止等に係る総点検を実施し，いじめ防止対策の徹底

について認識の共有を図った。

○認知した全てのいじめ事案について，年４回集計し教育委員

会に報告，各学校の状況把握を行った。

○令和2年度当初にいじめ対策担当教諭（小101校、中ほか

66校），いじめ対策支援員（小20校）を配置した。

○24時間いじめ相談専用電話に加えて，SNSを活用したいじめ

相談を実施した。

○「いじめ防止『きずな』キャンペーン」を6月の学校再開に合わせて

実施した

○学級生活等のアンケート調査により，生徒一人ひとりの状況や

学級集団の状態を把握し，学級経営に活用している。

■教職員課

○中学校(64校)・中等教育学校・特別支援学校の合

計66校にいじめ対策専任教諭66人を配置した。[令和

元年度：66校　66人]

○小学校101校に101人の児童支援教諭を配置し

た。[令和元年度：89校　89人]

○

■教育相談課

【取組状況】　

○いじめ防止に係る総点検や対策の徹底では，年

度当初に学校組織対応について，いじめ対策ハン

ドブック等を活用した確認を実施するとともに，いじ

め等の相談窓口の周知など，組織体制等を全教

職員で点検した。

○学校での様々ないじめ防止対策への取組みにつ

いて，家庭や地域と連携しながら，全市的ないじめ

の防止につなげていく。

■教職員課

【取組状況】

○中学校などにおいては全校配置が達成されてお

り，小学校についても配置を拡充することができてい

る。

■教育相談課

○引き続き，各学校におけるアンケート調査の実施

や相談窓口におけるいじめ相談を行うなど，いじめの

早期発見，早期対応に向けた取組みを継続してい

きます。

○11月に令和2年度2回目の「いじめ防止『きずな』

キャンペーン」を実施し，合せて「児童生徒8万人のい

じめ防止『きずな』サミット」を実施する予定です。

■教職員課

○中学校などへのいじめ対策専任教諭の配置を継続

するとともに，小学校への児童支援教諭の配置拡充

に向けた取り組みを進めていきます。

教職員課，

教育センター，

教育指導課，

教育相談課，

いじめ対策推進室

1(3)②いじめ防止等対策の総合的推進98

いじめ防止

等対策の総

合的推進

学校においていじめへの対応が適切に行われる

よう，学校内の体制の強化や，研修の充実に

よる教職員の対応力向上を図るとともに，いじ

めの未然防止に向けた児童生徒への啓発活動

や，早期発見に向けた児童生徒へのアンケート

調査を実施する

また，社会全体で子どもたちをいじめから守ると

いう意識の向上と具体的な行動につなげるため

の広報啓発を行うとともに，法律や心理などの

専門家を中心とした相談窓口を市長部局に設

置し，児童生徒や保護者に寄り添った対応を

する

■教育センター

○8月末までの研修削減により，いじめへの対応を含む

中止とした研修については資料送付等を行った。研修再

開後，年次研修等で中止となったいじめ対応等の内容

を再編成して研修を実施している。

■教育指導課

○市立学校園で命を大切にする教育の推進役を担う

教員を対象に「命を大切にする教育研修」を実施し各

校の実態に合わせた命を大切にする教育の推進を図っ

ている。

○命を大切にする教育の理解啓発及び授業実践に活

用できるよう「仙台版 命と絆プログラム」を各校に配付し

た

○情報モラル啓発リーフレットの作成に向けた検討を行っ

た

■教育センター

【取組状況】

○新型コロナウィルス感染症対策として，8月末ま

で研修の削減を行った。初任研等中止になった研

修（いじめへの対応等）については，資料を送付

し，レポートを作成することで代替措置をとった。

■教育指導課

【取組状況】

○研修の実施に合わせ，「仙台版　命と絆プログラ

ム」を配付し，教職員や保護者研修，授業実践を

行ったりする際の手引きとして活用するよう命を大切

にする教育の推進に努めている。

○情報モラル啓発リーフレットは，おおむね順調に進

行している。

■教育センター

○年次研修等悉皆研修において，スクールロイヤー

を講師とした事例をもとにした協議研修などを予定して

います。新型コロナウイルス対応で中止とした研修内

容についても，資料送付や再開後の研修に再編成

して研修を実施していきます。

■教育指導課

○命を大切にする教育の年間指導計画の作成状況

と授業実践の状況を確認するとともに，「仙台版　命

と絆プログラム」の検証と改訂について複数年計画で

行っていく予定です。

○情報モラル教育の推進については，引き続きリーフ

レット等による啓発を行うとともに，児童生徒の学習

の場面において，情報モラル教育の充実を図っていき

ます。

教職員課，

教育センター，

教育指導課，

教育相談課，

いじめ対策推進室

37 / 102 ページ



「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
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令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(3)②いじめ防止等対策の総合的推進98

いじめ防止

等対策の総

合的推進

学校においていじめへの対応が適切に行われる

よう，学校内の体制の強化や，研修の充実に

よる教職員の対応力向上を図るとともに，いじ

めの未然防止に向けた児童生徒への啓発活動

や，早期発見に向けた児童生徒へのアンケート

調査を実施する

また，社会全体で子どもたちをいじめから守ると

いう意識の向上と具体的な行動につなげるため

の広報啓発を行うとともに，法律や心理などの

専門家を中心とした相談窓口を市長部局に設

置し，児童生徒や保護者に寄り添った対応を

する

■いじめ対策推進室

○5～6月に市役所・区役所・総合支所の各庁舎に懸

垂幕・横断幕を掲出するとともに，各局区所管の公用

車にマグネットシートを掲示した。

○法律や心理などの専門家を中心とした相談窓口「仙

台市いじめ等相談支援室 S-KET」について，相談員

の育成などの準備を進めるとともに，窓口の周知を行

い，6月1日に開設した。開設後は，学校等関係機関

と連携しながら相談支援を行っている。

■いじめ対策推進室

【取組状況】

○広報啓発に関しては，当初予定していた事業の

一部（市民向けセミナー，いじめ防止動画コンテス

ト）について，新型コロナウイルスの影響により令和

2年度の実施を見送ることとした。

○相談窓口については，6月の開設を目指して準

備を進め，「仙台市いじめ等相談支援室 S-KET」

を予定どおりに開設し，児童生徒や保護者に対す

る相談支援を行っている。

■いじめ対策推進室

○広報啓発に関して，11月の「いじめ防止『きずな』

キャンペーン」期間に啓発ポスターを地下鉄・市民利

用施設に掲出するほか，啓発リーフレットを作成して

配布する予定です。

○相談窓口に関して，引き続き，相談員の支援ス

キル向上や窓口の周知・浸透を図りながら，悩みを

抱える児童生徒や保護者に寄り添った対応を行って

いきます。

教職員課，

教育センター，

教育指導課，

教育相談課，

いじめ対策推進室

1(3)③安全・安心な環境の確保

1(3)③安全・安心な環境の確保99

安全安心街

づくり事業

安全で安心して暮らせるまちの実現のため，仙

台市防犯協会連合会等の関係団体と連携

し，地域における防犯意識の高揚と地域防犯

活動の活性化を推進する

○防犯のため青色回転灯搭載車によるパトロールを当

課，各区にて行った。

○各季の地域安全運動期間中に合わせ，全国地域

安全運動仙台市大会の開催や大型懸垂幕の掲出を

行った。

○仙台市防犯協会連合会のホームページ，機関紙等

により，各地区防犯協会の活動や防犯に関する情報

等について広報啓発を行った。

○防犯出前講座を年9回［67回］実施し，192人

［2,529人］の参加があった（R2.9末時点)。

○仙台市防犯協会連合会との共催により，防犯啓発

キャンペーンを実施した。

○安全安心まちづくりに自主的に取り組む地域の防犯ボ

ランティア団体に対する活動支援を実施した。

○地域のボランティア団体に対する補助事業において

は，令和2年度は18件，延べ315件が補助を受けて

おり，住民の防犯意識の高揚と地域の環境浄化に寄

与している。

○

【取組状況】

例年同様活動を実施しており，地域の安全安心に

関する啓発や活動の支援を行っている。

【事業に対する客観的意見・評価】

防犯パトロールの要望や防犯活動補助金への問い

合わせ等が多く寄せられている。

○各種防犯活動が，犯罪抑止に効果的であると考

えられることから，引き続き当該活動を継続していきま

す。

○市政だより等を活用して事業を広く周知し，活動

団体への補助を行うことで，自主防犯活動の促進・

支援に資することができたものと考えていることから，今

後も現行の取組を実施していきます。

市民生活課

1(3)③安全・安心な環境の確保100

歩きたばこ

防止対策事

業

火のついたたばこを持ち歩くことは，手に持ったた

ばこの火が子どもの目の高さになり，火傷を負わ

せるおそれのある大変危険な行為であるため，

歩きたばこ防止の定着を図るための周知・啓発

を行い，市民の理解を深め，子どもが安全に

暮らせるまちづくりを推進する

○平成28年4月1日施行の仙台市歩行喫煙等の防止

に関する条例に基づき広報・啓発活動を行った。

・歩行喫煙等防止啓発キャンペーンを市内中心部の歩

行喫煙防止重点区域内で８回（予定含む）［12

回］実施した。

・重点区域に立て看板や路面シールを設置し，商店街

の協力を得て，歩行禁煙を呼びかける横断幕を掲示し

た。

・市内17箇所で，歩行喫煙者数の実態調査を行っ

た。

　歩行喫煙率：令和２年度調査（6月期のみ）

0.01％［0.01％］

○

【取組状況】

○歩行喫煙等防止啓発キャンペーンの実施や，横

断幕の掲示等により歩行喫煙者は減少している。

【事業に対する客観的意見・評価】

○実態調査から，歩行喫煙率は非常に低く，成

果はあがっている。

○歩行禁煙に対する市民への周知・啓発の継続的

な実施により，一定の効果があったと考えています。

○今後も引き続き，歩行禁煙を呼びかける市民への

周知・啓発活動を継続していきます。

市民生活課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(3)③安全・安心な環境の確保101

交通安全対

策事業

交通安全知識の普及と交通モラルの高揚を図

るため，交通安全指導員が幼稚園・保育所等

で幼児・保護者を対象とした出前式交通安全

教室を開催するとともに，市内7地区の交通指

導隊員が，通学路等において街頭指導を行

い，児童生徒等の交通安全に努める

○幼稚園・保育所等での交通安全教室実施回数

60 件　2,503人〔令和2年9月末現在〕

○市内7地区において，交通指導隊員が通学路等に

おいて街頭指導を継続的に実施している。（月4回の

定期立哨）

○市内中学校・高校において，自転車の体験型のスケ

アード・ストレイト方式による交通安全教室を実施した。

・スケアード・ストレイト方式による交通安全教室実施件

数：3件（10月末時点での実施予定件数）

※スケアード・ストレイト方式…危険な自転車走行に伴

うスタントマンによる交通事故の実演により，危険性を疑

似体験させる教育技法のこと。

▲

【取組状況】

○交通安全教室は例年4月より実施しているが，

新型コロナウイルス感染症の影響により，開始時期

が6月まで延期となり，実施回数及び人数が前年

同月比で大幅に減少している。

〔前年同月比(累計）-79件　-10,850人〕

○月4回の定期立哨は，5月末までの臨時休業期

間内でも実施し，地域での交通安全指導を実施し

た。

○スケアード・ストレイト方式による交通安全教室

は，市内学校の臨時休業により，当初予定より大

幅に減少している。

〔前年度20件，今年度3件〕

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

より交通安全教室の開催件数が減少しましたが，幼

稚園・保育所の再開後は徐々に開催件数が増加し

ています。今後も，交通安全の意識を高めるため，

継続して取り組みを進めていきます。

○令和2年度当初の市立学校の臨時休業や夏季

休業中においても，地域において交通指導隊による

街頭指導を実施しました。今後も継続して取り組んで

いきます。

○スケアード・ストレイト方式による交通安全教室及

びより効果的な交通安全教室の実施の方法を検討

するとともに，実施学校及び区役所をはじめ，地域

の方々や保護者等とも連携しながら取り組みを進めま

す。

自転車交通安全課

1(3)③安全・安心な環境の確保102

周産期福祉

避難所の運

営管理

災害発生時に指定避難所での生活が困難な

出産間近な妊婦や産後間もない産婦，新生

児を受け入れるため，市内の看護学科を有す

る大学などを「周産期福祉避難所」として指定し

ている

なお，周産期福祉避難所は，災害時に必要

に応じて開設される二次的避難所であり，最

初から避難所として利用することはできない

市内6か所の学校と協定を締結している

■健康政策課

○毎月，防災行政用無線の通信試験を実施。

○市と仙台市医師会の会長及び災害対策部理事と合

同で災害対策打合せを実施し，危機管理室防災計画

課から避難所運営について説明があった際，周産期福

祉避難所についても検討を周知を行った。

○コロナ禍での周産期福祉避難所における感染症防止

対策について，宮城県助産師会会長と調整。

▲

■健康政策課

○新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のた

め，周産期福祉避難所における第1回目の避難

訓練を中止とした。同訓練は例年マスコミで報道さ

れることから，市民への情報発信ができなかったので

はないかと危惧している。

■健康政策課

○第2回目の避難訓練開催の道を模索しつつ，引き

続き関係団体等との連携を図り，必要な情報発信

を検討します。

健康政策課

1(3)③安全・安心な環境の確保103

受動喫煙防

止対策

たばこによる健康影響から市民を守り，健康で

快適に過ごすことができる「受動喫煙防止」のま

ちづくりのため，小中学生等に対する喫煙防止

教育や，妊産婦家庭訪問・幼児健康診査の

場を活用した妊産婦やその家族に対するたばこ

の健康影響についての啓発及び禁煙支援等を

行う

■健康政策課

○世界禁煙デーや禁煙週間においてポスターを送付す

ることにより，健康影響・受動喫煙防止対策等について

啓発を実施した。

○「受動喫煙防止宣言施設」登録制度を宮城県・全

国健康保険協会宮城支部と共同で実施。令和2年8

月末現在の登録施設数は1191施設(うち仙台市所在

641施設)。［令和元年度末：登録施設数1191施

設(うち仙台市所在642施設)］

▲

■健康政策課

○新型コロナウイルス感染症に関わらず、周知・啓

発は実施できているが、「受動喫煙防止宣言施設」

登録施設数の伸びに影響が出ていると思われる。

■健康政策課

○「受動喫煙防止宣言施設」登録制度については，

未だ飲食店等市民が広く利用する施設の登録数が

少ないことから，引き続き制度の周知を行い，登録

施設数の増加を目指します。

健康政策課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)③安全・安心な環境の確保103

受動喫煙防

止対策

たばこによる健康影響から市民を守り，健康で

快適に過ごすことができる「受動喫煙防止」のま

ちづくりのため，小中学生等に対する喫煙防止

教育や，妊産婦家庭訪問・幼児健康診査の

場を活用した妊産婦やその家族に対するたばこ

の健康影響についての啓発及び禁煙支援等を

行う

■青葉区

○母子健康手帳交付時に，妊婦に対し青葉区独自の

たばこの健康影響についてリーフレット配布による啓発を

実施。（令和2年8月末時点　587件）［H31年度　

1581件］

○情報コーナーを活用した，ポスター掲示による啓発を

実施。

▲

■青葉区

【取組状況】

○育児教室等の中止により集団での啓発活動が

実施できていない。幼児健診時のパネル掲示は，

感染予防対策となっている三密を避けるために行っ

ていない。

■青葉区

○母子健康手帳交付及び新生児訪問時のリーフレッ

ト配布による個別啓発を継続します。

健康政策課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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1(3)③安全・安心な環境の確保103

受動喫煙防

止対策

たばこによる健康影響から市民を守り，健康で

快適に過ごすことができる「受動喫煙防止」のま

ちづくりのため，小中学生等に対する喫煙防止

教育や，妊産婦家庭訪問・幼児健康診査の

場を活用した妊産婦やその家族に対するたばこ

の健康影響についての啓発及び禁煙支援等を

行う

■宮城総合支所

○世界禁煙デー・禁煙週間において，ポスター等の掲

示，庁内放送による啓発を実施。

○母子保健事業においてリーフレット配布等による啓発

（母子手帳交付時）
▲

■宮城総合支所

○健康教育・育児教室の中止・延期により集団で

の啓発活動が実施できていない。

■宮城総合支所

○母子保健事業でのリーフレットの配布を継続するほ

か，個別の禁煙相談も継続していきます。

健康政策課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)③安全・安心な環境の確保103

受動喫煙防

止対策

たばこによる健康影響から市民を守り，健康で

快適に過ごすことができる「受動喫煙防止」のま

ちづくりのため，小中学生等に対する喫煙防止

教育や，妊産婦家庭訪問・幼児健康診査の

場を活用した妊産婦やその家族に対するたばこ

の健康影響についての啓発及び禁煙支援等を

行う

■宮城野区

○母子手帳交付時ちらし配布数706枚（8月末）

○世界禁煙デーにあわせ、母子手帳交付時、新生児

訪問時に啓発ティッシュ440個配布

○区内小学校を訪問し、児童の健康状態や学校が抱

える課題のヒアリングを実施。

○

■宮城野区

【取組状況】

○啓発機会を捉え、子育て世代に受動喫煙に関す

る情報を提供できた。

○小学校との情報共有では、保護者の喫煙状況を

課題視している学校もあり、区家庭健康課で感じて

いる課題と一致し共有することができた。

【事業に対する客観的意見・評価】

○母親の再喫煙防止や、父親への禁煙に対する動

機づけのためには、母子手帳交付時以外であっても

切れ目ない情報提供や、禁煙相談の場の拡充が

必要である。

■宮城野区

○子育て世代向けの禁煙相談のちらしを作成し、母

子保健係窓口で配布をしていきます。

○受動喫煙による影響を記載したポスターを作成し、

区内児童館に掲示依頼を行います。

○母親の再喫煙防止、父親の禁煙の動機づけを行

えるよう、支援者の技術力向上のため支援者向け研

修会を開催します。

健康政策課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)③安全・安心な環境の確保103

受動喫煙防

止対策

たばこによる健康影響から市民を守り，健康で

快適に過ごすことができる「受動喫煙防止」のま

ちづくりのため，小中学生等に対する喫煙防止

教育や，妊産婦家庭訪問・幼児健康診査の

場を活用した妊産婦やその家族に対するたばこ

の健康影響についての啓発及び禁煙支援等を

行う

■若林区

○両親教室において、たばこの健康影響についての講

話、リーフレット配布による啓発を実施。

○情報コーナー等で、ポスター掲示による啓発を実施。 ▲

■若林区

○新型コロナウイルス感染症の影響により、母子健

康手帳集団交付での啓発が実施できていない。

○感染予防のため、世界禁煙デー・禁煙週間に係

るパネル展は中止した。

■若林区

○11月以降、区内の小中学校・高校において防煙

教育を実施予定です。

健康政策課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)③安全・安心な環境の確保103

受動喫煙防

止対策

たばこによる健康影響から市民を守り，健康で

快適に過ごすことができる「受動喫煙防止」のま

ちづくりのため，小中学生等に対する喫煙防止

教育や，妊産婦家庭訪問・幼児健康診査の

場を活用した妊産婦やその家族に対するたばこ

の健康影響についての啓発及び禁煙支援等を

行う

■太白区

○例年，児童館と連携し，児童クラブに所属する小学

校1～２年生の児童を対象に，「歯と口の健康づくり」

「健康的な食生活」「たはこの健康への影響」をパッケー

ジ化した講座を実施している。

○令和２年度は感染拡大防止の観点から講座は現時

点では実施していない。

○ [令和1年度は5児童館　計307名に対し啓発実

施]

▲

■太白区　

【取組状況】

○コロナ感染拡大防止の観点から，講座をDVD

化して，児童館の事情に応じて，児童館が単独で

外部講師を入れずに防煙教育を実施することもでき

るように，児童向けの啓発用DVDを作成中であ

り，今後希望する児童館に貸し出す予定。

■太白区

○「地域とともに育む子どもの健康づくり事業」におい

て，区内の全児童館を3年かけてまわり，低学年児

童を対象とした防煙を含む講座を実施予定です。　

新型コロナウイルス感染拡大防止のため，従来複数

の職員が訪問して行っていた人形劇をDVDに収録

し，希望する児童館に貸し出し，または、職員１名

程度で訪問・実施します。

健康政策課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

1(3)③安全・安心な環境の確保103

受動喫煙防

止対策

たばこによる健康影響から市民を守り，健康で

快適に過ごすことができる「受動喫煙防止」のま

ちづくりのため，小中学生等に対する喫煙防止

教育や，妊産婦家庭訪問・幼児健康診査の

場を活用した妊産婦やその家族に対するたばこ

の健康影響についての啓発及び禁煙支援等を

■泉区

○母子保健事業でチラシ配布等による啓発（母子手

帳交付時）

○喫煙可能室設置施設の届出に関するチラシを窓口に

設置

▲

■泉区

【取組状況】

新型コロナウイルス感染症の影響により，当初予定

していた区内の児童館・児童センターでの防煙教育

が実施できていない

■泉区

○昨年度に実施した防煙教育のアンケート結果や特

定健診等の喫煙者のデータより，喫煙率の高い地区

を選定し，区内の児童館・児童センターにたばこの害

に関するチラシを配布することを検討しています

健康政策課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/
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今後の取組 担当課

1(3)③安全・安心な環境の確保104

青少年街頭

見守り事業

中央街頭指導（市内中心部の繁華街，地下

鉄駅周辺の商店街）及び中学校区街頭指導

（市内64中学校区内）の青少年が集まりや

すい場所等を巡回し，青少年への声かけを通

して，非行の未然防止，早期発見，早期対

応，犯罪被害の防止など，青少年の安全・安

心及び健全育成につながる街頭指導活動を実

施する

○中央街頭指導に関しては，コロナの影響により4～6

月中旬まで自粛し，6月下旬から段階的に再開した。8

月末時点で，青少年に対する累計指導人数は110人

［令和元年度：438人］，累計声掛け人数は803

人［令和元年度：1102人］であった。8月で見れ

ば，指導人数68人［令和元年度：135人］，声掛

け人数296人［令和元年度：258人］であった。

○中学校区街頭指導に関しては，コロナの影響を踏ま

え64校区の実態に合わせて適宜実施している。6月は

28校，7月は53校，8月は57校，9月は60校で実

施した。また，当センター指導員が各中学校区に行って

合同で行う出張街頭指導については，9月までに7校

［令和元年度：4校］で行われた。

○

【取組状況】

○街頭指導を行う青少年指導員が手指消毒や検温，

マスク着用，また３密を避けながらの声掛けといったコロ

ナ対策を講じながら街頭指導を実施している状況。巡回

する各事業所にはコロナ対策を講じながら巡回することに

理解をいただいている。

○指導人数及び声掛け人数の累計が大幅な減少となっ

たのは，自粛期間があったこと，また，現在もなおコロナ

の影響によって，街頭で出会う青少年が減少しているこ

とが挙げられる。そのなかで，8月の声掛け人数において

は，昨年同期より増加に転じた。時間帯と学識別でみる

と，夜間指導での高校生に対する声掛けが増加したこと

によるものである。

【事業に対する客観的意見・評価】

○非行や犯罪被害の未然防止はもちろんであるが，家

庭や学校で悩みや不安を抱えた青少年と出会うことは少

なくない。そのような青少年に耳を傾けること，また必要に

応じて，学校に情報提供を行うことで，より一層青少年

の健全育成が図られると期待を受けている。

○今後も，コロナ対策を講じながらの街頭指導を継

続させていきます。また，コロナ禍にありつつも街頭指

導の指導人数や声掛け人数も増加していく可能性を

視野に活動していきます。

○中学校区街頭指導に関しては，各中学校区裁

量で活動を再開しているが，現時点で4つの中学校

区が活動再開に至っていない。校区の実態を踏まえ

ながらも年度内の全校区での活動再開を目指して働

きかけをしていきます。

○出張街頭指導をとおして，各中学校区の実態を

把握するとともに，より効果的な街頭指導の在り方に

ついて検討していきます。

子供相談支援セン

ター

1(3)③安全・安心な環境の確保105

通学路安全

対策事業

子どもたちの安全を確保するため，通学路にお

ける歩道の整備や，路側帯のカラー化等により

歩行者空間と車両空間を分離するなどの安全

対策を実施する

○令和2年度は，市内小学校24校の通学路点検を

実施。今後，要対策と判断された箇所のうち道路管理

者が実施する部分について，確実な安全対策を実施す

る。
○

【取組状況】

○８月上旬，学校関係者，交通管理者，道路

管理者などが一体となって市内小学校の合同点検

を実施するなど，おおむね順調に推移している。

○各管理者ごとに対策が必要な箇所について抽出

後，道路管理者要対策箇所について，安全対策を

実施していく。

道路計画課

1(3)③安全・安心な環境の確保106

学校教育施

設整備

学校教育施設の新増改築や修繕，空調設備

の設置など，安全で良好な教育環境を整備す

る

○空調設備等を設置し，夏季の暑さ対策を行い良好

な教育環境の整備に努めた。

○

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症の影響により，夏季休

業期間中に授業を行うため，エアコン設置が間に合

わない教室については，仮設エアコンを設置する等

良好な教育環境になるように対策を行った。

○空調設置は，今年度中に全校完了する見込みで

業務を進めています。学校教育施設の新増改築や

修繕についても，引き続き業務を進めていきます。

学校施設課

1(3)③安全・安心な環境の確保107

携帯用防犯

ブザー購入

費補助事業

市内在住または市内の学校に通う小中学生の

安全確保のため，ＰＴＡ等が防犯ブザーを購

入する費用の一部を補助する

○各学校に防犯ブザー導入を呼びかけ，購入費の1/2

（1個につき上限250円）を各学校の申請団体

（PTA等）に補助し，普及を促進している。 ○

【取組状況】

○例年，6割以上の小学校から申請があり，事業

として定着し，児童生徒の安全確保に寄与してい

ると考えられる。

○防犯ブザーの有効性は高く，各校の購入希望も

多いことから，今後も事業を継続していきます。

健康教育課

1(3)③安全・安心な環境の確保108

児童生徒の

安全確保事

業

学校防犯巡視員（仙台・まもらいだー），学

校ボランティア防犯巡視員による見守り活動を

行い，児童生徒の安全・安心の確保を図る

○学校防犯巡視員「仙台まもらいだー」27名（警察官

ＯＢ）が，児童生徒の登下校時の見守り等の安全確

保対策を実施した。

○学校ボランティア防犯巡視員による見守り活動と募集

活動を実施した。

○

【取組状況】

○コロナ渦の影響による夏休みの登校日において，

仙台まもらいだー及び学校ボランティア防犯巡視員

の弾力的な運用により，間断のない見守り活動を

実施した。 

○仙台まもらいだーの校地内外での巡視活動。

○学校ボランティア防犯巡視員の見守り活動のほ

か，募集活動の継続により活動体制の充実を図る。

教育相談課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1.子どものすこやかな成長を支える取り組みの充実，子どもの安全・安心の確保

1（４）　子ども・若者の自立に向けた支援の充実

1(4)①不登校・ひきこもりへの支援の充実

1(4)①不登校・ひきこもりへの支援の充実109

仙台市生活

自立・仕事

相談セン

ター「わんす

てっぷ」

経済的な問題を抱える方やひきこもり状態で社

会に出るきっかけをつかみたい方等を対象とし

て，相談に対しワンストップで対応する

生活面の相談や仕事探しなど，一人ひとりに

合った支援プランを考え，問題の早期解決を目

指す

【令和２年８月末時点】

○新規相談受付件数2,168件

○プラン作成件数745件（再プラン含む。）

○

【取組状況】

○複合的な問題を抱えることが多い生活困窮者に

対し，一人ひとりの状況に応じたプランを作成し，

就労，生活その他の自立に関し，包括的・継続的

な支援を行うことができた。

○新型コロナウイルス感染症の影響により増加して

いる生活に困窮する方からの相談に対応するため，

令和２年度よりアウトリーチ支援等を行うスタッフを

追加配置するなど，相談支援体制を整えた。

○増加している生活困窮者への支援に対応するとと

もに，事業及び窓口の周知や，社会的に孤立して

いることの多い生活困窮者の早期把握のための地域

及び関係機関との関係性構築に努めます。

保護自立支援課

1(4)①不登校・ひきこもりへの支援の充実110

ひきこもり地

域支援セン

ター事業

ひきこもり状態にある本人及び家族を支援する

ため，ひきこもり地域支援センターにおいて各種

相談に応じるとともに，訪問等による支援，家

族教室や相談会等の普及啓発活動を行う

○ひきこもり地域支援センターにおける相談支援実績

　電話/来所/訪問等の相談件数　実204人，延

1,615件

○令和元年度に実施したひきこもり支援体制評価検討

委員会の議論を整理し報告書として取りまとめ，ひきこ

もり地域支援センターも含む本市全体のひきこもり支援

の課題を明らかとした。

○

【取組状況】

○令和元年度に開催したひきこもり支援体制評価

検討委員会の議論をもとに，本市の支援体制全

体の課題を整理した。令和2年度は，これらの課題

の解決に向け，ひきこもり地域支援センターを含む

アーチル等の専門相談機関等で構成する「拠点機

能」での取組みを始めており，おおむね順調に進行

している。

○ひきこもり地域支援センターでの相談支援を継続す

るとともに，地域に出向いての相談会の充実を図る

他，蓄積された相談事例をもとに効果的な支援方

法，支援内容の類型化を進めます。

障害者支援課

1(4)①不登校・ひきこもりへの支援の充実111

精神障害保

健福祉総合

センター（は

あとぼーと仙

台）におけ

る支援

心理士・保健師・精神保健福祉士などが，ひ

きこもりや心の悩みや病気について，来所や電

話での相談を受ける

個別相談のほか，ひきこもり状態の方のための

フリースペース，悩みを抱えた家族同士の話し

合いなども行う

○来所相談：1,176件(9月末現在）

○所内電話相談：783件(9月末現在）

○はあとライン：1,466件(9月末現在）

○ナイトライン：4,201件(9月末現在)

○フリースペース：12回実施（月2回），延べ21名

参加(9月末現在）

○ひきこもり家族グループ：4回実施(6月より月1

回），延べ25名(9月末現在)

○

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，4～

5月の悩みを抱えた家族同士の話し合いは中止した

が，その他の来所や電話での相談は継続し，ひき

こもり状態の方のためのフリースペースも感染症防止

に留意しながら予定通り実施した。相談件数は前

年度と同程度で推移しており，その他については年

度当初新型コロナウイルス感染症の影響によりやや

参加者の減少がみられたが，徐々に昨年並みの水

準へと戻りつつある。

○新型コロナウイルス感染症防止策を講じつつ，事

業の継続に努めます。また，感染症の影響による相

談の質，量の変化を注視し，その変化に応じながら

相談体制の維持に努めていきます。

精神保健福祉総合

センター

1(4)①不登校・ひきこもりへの支援の充実112

困難を抱え

た青少年の

居場所づくり
⇒　整理番号074　参照

子供相談支援セン

ター
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1(4)①不登校・ひきこもりへの支援の充実113

青少年自立

支援事業

学校に行けない，学校に行っても安らげない，

日中の居場所が欲しいなどの青少年が，日常

的に通所して活動できる場として「ふれあい広

場」を設置し，支援を行う

また，就学や就労への意欲が高まった通所者へ

の就学・就労支援を行う

○困難を抱える青少年に対し，居場所への通所やアウト

リーチ，就労や就学の支援や保護者への支援など，それ

ぞれのニーズに応じた支援を展開している。居場所では小

集団での交流活動を中心に，創作活動や運動，社会

体験活動などを展開し，9月末現在，延べ515人が通

所した［令和元年度：466人］。令和2年度はコロナの

影響で4月～5月までの小集団活動を行わなかったもの

の，前年同時期と比較してもほぼ同数となるほどで，市

民のニーズも高い。

○子供相談支援センターリーフレットを作成し，ふれあい

広場事業の周知するために配布した（10,000部）［令

和元年度：9,000部］。また，当センター広報紙「銀杏

坂タイム」「ふれ広だより」にふれあい広場での活動の様子

や支援の進め方について記事に乗せ，月1回市内外571

の関係機関に配布した［令和元年度：515］。

○各小・中・高等学校への周知を図るために，街頭指導

活動に携わる青少年指導員への広報や，通所者を通し

た学校の先生への事業周知を行った。

○

【取組状況】

○コロナの影響により小集団活動を5月末まで取りやめた

が，その間アウトリーチ及び電話・メール・LINEでの通所

者と相談員の交流，また通所での個別対応を行ったこと

により，元来ひきこもり傾向にある青少年と社会との接点

を途切れさせることなく支援ができた。

○広報のためのリーフレットは予定どおり作成し，令和

2.5月末までに配布を完了している。一方で，教育委員

会主催の各会議が軒並み中止，または紙面での開催と

なっているため，事業広報を別の形で可能とするよう検

討中である。

【事業に対する客観的意見・評価】

○局内でも，中学校卒業後の所属や居場所についての

必要性を認識しており，R3年度以降の現事業の拡充

について重点事項として取り上げている。

○関係機関への事業周知が徐々に浸透してきており，

支援依頼が各機関から多く入るようになった。特に，夏

休み明けの学齢児の支援依頼が増えてきている。

○今後も引き続き市民のニーズに応じた様々な支援

を続けながら，事業周知を重ねていきます。

○中学校卒業後の行政直営の居場所として，高校

中退のリスクが高い青少年や，卒業後の就労を希望

する青少年，高校での学び直しにより将来の夢を叶

えたい青少年のために，各関係機関と連携しながら

支援を行っていきます。支援の必要な方がいれば，ま

ずは状況を伺い今後の支援を検討するために相談を

行います。また，訪問での相談も承ります。

子供相談支援セン

ター

1(4)①不登校・ひきこもりへの支援の充実114

不登校児童

生徒への支

援の充実

学習面でのつまずきや人間関係の課題など不

登校の背景にあるさまざまな要因に適切に対応

するため，学校における居場所づくりや，学習

支援の拡充，組織体制の強化な度，児童生

徒一人ひとりの状況に応じた支援の拡充を図る

また，フリースクール等の学校外機関との連携を

推進し，支援体制の強化を図る

○教職員ボランティアのハートフルサポーター（登録数：

245名）による学習サポート事業（ハートフル土曜ひろ

ば）また，学生による学習支援事業（土曜児遊の

杜）を行った。

○不登校児童生徒の学校における居場所(別室等)に

対して，学校訪問相談員を派遣。(相談員５名　派遣

校　小学校１校，中学校12校)

○フリースクール等との連携を図り，「民間施設情報交

換会」を２回実施した。
○

【取組状況】

○市内の不登校児童生徒が学習サポート事業に

参加。教員による学習指導により，一人ひとりの状

況に応じた支援を行えた。

○学校訪問相談員は教職員と連携を図りながら，

別室の運営に参加することができた。また，不登校

児童生徒との交流により，相談員との信頼感を醸

成した。

【事業に対する客観的意見・評価】

○第１回民間施設情報交換会ではフリースクール

1４校と学校との連携に関する情報の交換を行

い，第２回の情報交換ではフリースクールに加え，

通信制高校等9校，公共の施設3カ所が施設の取

組等について情報を共有した。

○不登校児童の居場所の一つである教室外学級

(別室等)において，学校訪問相談員が一人ひとりの

児童生徒と時間をかけて話しをすることにより，良好

な関係を築くことができました。今後はより多くの学校を

訪問し，教室との懸け橋になるように取り組みを進め

ます。

○教職員のボランティア(ハートフルサポーター)との協

力に加え，大学や公共施設，民間団体等とも連携

し，様々な体験活動を通して，児童生徒の自立を

支えていきます。

○進路相談会を行い，不登校児童生徒に進路選

択の情報を提供します。

教育相談課
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令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(4)①不登校・ひきこもりへの支援の充実115

適応指導事

業（「児遊

の杜」「杜の

ひろば」の運

営）

不登校児童生徒や保護者の不安・悩みを受け

止め，個に応じたさまざまな働きかけを通して，

児童生徒の自立を支援するとともに，学校以

外の居場所としての充実を図る

また，不登校児童生徒や保護者等の電話相

談，来所相談を実施する

○適応指導教室｢杜のひろば｣の入級希望児童生徒

数:120名

○適応指導センター｢児遊の杜｣で個別対応希望

者:34名

○適応指導センター｢児遊の杜｣で訪問対応を行った児

童生徒数:4名 

※3つの対応の合計人数:158名

○児遊の杜における電話相談･見学相談･来所相談合

計:50件【昨年97件】

○｢親の会｣の実施(5回)延べ28名が参加【昨年30

名】

○「杜のひろば・広瀬」９月開級

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染対策として，6月より入級

を受け付けた。また，宿泊行事等ひろばでの全体

活動も行えず，体験を通した入級生の支援に影響

をきたした。同様に児遊の杜への相談件数も減っ

た。

○個別対応(原則として週1回)に通っていた児童

生徒の中には，週1回実施している「小集団的活

動」(青空スペース)に参加することができるようになる

など，児童生徒の自立を支援することができた。

○｢親の会｣は，同じ不安や悩みを抱えた保護者に

とって，貴重な情報交換の場となった。

○全体活動も再開し，天文台学習や大倉での山歩

き体験等，活動の充実を図ります。

○不登校への不安や悩みについて，電話相談や来

所相談対応を行い，継続して相談業務を行います。

また，ホームページ等を活用した広報にも力を入れま

す。

○｢親の会｣は，同じ不安や悩みを抱えている保護者

にとって，貴重な情報交換の場となっており，年間を

通して実施します。

○サテライト方式で運営している適応指導センターの

良さを生かしながら，受け入れ体制の充実を一層

図っていきます。さらに，「杜のひろば・広瀬」の開級を

通し，より多くの支援を行います。

教育相談課

1(4)②社会性の向上や就労等に向けた支援の充実

1(4)②社会性の向上や就労等に向けた支援の充実116

仙台市生活

自立・仕事

相談セン

ター「わんす

てっぷ」

⇒　整理番号109　参照

保護自立支援課

1(4)②社会性の向上や就労等に向けた支援の充実117

青少年相談 青少年や保護者からの悩みや不安について電

話・面接・メールで相談を受け，問題の整理や

助言を行う

また，相談の内容により必要に応じて専門機関

を紹介するなど，青少年に関する相談に幅広く

対応する

○対象の市民に電話相談を促すためのカード「ヤングテ

レホンカード」を作成し，配布した（100,000部）［令

和元年度：95,000部］。コロナの影響により，悩みや

不安を抱え家に居る青少年からの相談が入りやすくなる

よう。カードの配布を例年より2ヵ月程前倒し，4月中に

完了した。

○コロナの影響により登校できなかった4～5月は，小中

学生本人からの電話相談やメール相談が比較的多く入

り，9月末現在ヤングテレホン相談が185件［令和元

年度：214件］，青少年面接相談が28件［令和元

年度：25件］，メール相談が78件［令和元年度：

33件］となった。

○

【取組状況】

○4月末までに各学校に配布したヤングテレホンカー

ドは，学校閉鎖期間内の数日の登校日にそれぞれ

の家庭に配布していたことから，7月より相談件数が

増加してきている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○困難を抱える中学校３年生生徒の卒業後の支

援について検討するために，当センター職員が訪問

して教員や保護者と面接をしてきた。このことによ

り，当センターに支援依頼が継続して入るようにな

り，各関係機関にとって手厚い支援ができるものと

期待を受けている。

○面接相談やメール相談については，継続的にケー

スと関わっていけるよう，当センターより積極的に相談

を働きかけていきたいと思います。

○今後不登校などにより進路が心配される中学校３

年生の支援について，中学校と協議しながら切れ目

なく支援を継続できるように，特に中学校３年生担

任や進路指導を担当する教員への利用促進を図る

ための広報を行っていきます。

子供相談支援セン

ター

1(4)②社会性の向上や就労等に向けた支援の充実118

青少年自立

支援事業 ⇒　整理番号113　参照

子供相談支援セン

ター

1(4)②社会性の向上や就労等に向けた支援の充実119

青少年街頭

見守り事業 ⇒　整理番号104　参照

子供相談支援セン

ター
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(4)②社会性の向上や就労等に向けた支援の充実120

市立高等学

校におけるイ

ンターンシッ

プ

高校生等に企業等での就業体験を通して，職

業適性や将来設計について考える機会を提供

するとともに，異世代とのコミュニケーション能力

の向上を図る

○仙台工業高校のデュアルシステム，仙台高校のフェ

ニックスプラン，仙台大志高校のボランティア活動（学

校設定科目）など市立高校4校5課程及び特別支援

学校で積極的に取り組んでいる。

※デュアルシステム：実践的な技能技術を身につけるた

めに専門教育の中に企業実習を取り入れるインターン

シップ。

※フェニックスプラン：3年間の「総合的な学習の時間／

総合的な探求の時間」を体系化した学校独自のキャリア

教育プラン。

※学校設定科目：高等学校では各校の実情に応じて

学校設定科目を設置することができ，卒業に必要な単

位数として算入できる。

▲

【取組状況】

○インターンシップについては鶴谷特別支援学校

（75人），仙台工業高校（12人），仙台大

志高校（４人）が実施している。今後は新型コロ

ナウイルスの影響で，受入先との調整の結果，実

施時期の遅延及び中止もあると考えられる。社会情

勢を見ながら学校と連携してインターンシップを実施

していきたい。

○デュアルシステムは仙台工業高校が実施してい

る。また，仙台高校と仙台商業高校についても計

画書が提出され，その計画に沿って今後実施され

る予定である。インターンシップと同様，今後は新型

コロナウイルスの影響で，受入先との調整の結果，

実施時期の遅延及び中止もある。

○令和２年度は新型コロナウイルスの影響で，学校

の授業や行事と受け入れ先企業及び事業所のスケ

ジュールのミスマッチがあるかと思うが，今後もキャリア

教育推進に向け，実施する各学校の校内委員会や

分掌，学年に働き掛け，参加形態や時期の整備及

び受け入れ企業等のさらなる開拓を進め，各校の特

質を踏まえた，より効果的なインターンシップの在り方

を模索していく。

高校教育課

1(4)③代替養育を必要とする子どもへの対応の充実

1(4)③代替養育を必要とする子どもへの対応の充実121

児童養護施

設等の小規

模化・地域

分散化の推

進

本体施設の小規模グループケア化を図るととも

に，地域小規模児童養護施設等の増設によ

り，施設機能の地域分散化を進め，より家庭

的な環境のもとでの養育を促進する

○小規模グループケア実施

　　　4施設23ｸﾞﾙｰﾌﾟ【令和元年度：5施設21ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟ】

○地域小規模児童養護施設

      11箇所【令和元年度：9箇所】

○ファミリーホーム

　　　１箇所【令和元年度：1箇所】※年度内新設予

定あり。

○

【取組状況】

○小規模グループケアの追加実施及び地域小規模

児童養護施設，ファミリーホームの新規開設に関す

る施設からの相談に対応し，家庭的環境での養育

推進に寄与した。

○平成24年11月に国から示された方針「児童養護

施設等の小規模化及び家庭的養護の推進のため

に」及び令和2年3月策定「宮城県社会的養育推進

計画」，「仙台市社会的養育推進計画」に基づき,

関係機関と協議を進めながら，児童養護施設等の

小規模化・地域分散化の推進を図っていきます。

子供家庭支援課

1(4)③代替養育を必要とする子どもへの対応の充実122

児童養護施

設等におけ

る養育環境

の向上

児童福祉法に規定する児童の施設への入所措

置，または児童自立生活援助の実施を行った

場合に，児童の養育上必要となる費用の支弁

や施設整備への補助，運営等に関する指導・

助言を行うことにより，児童の身体的，精神的

及び社会的な発達のために必要な養育環境の

確保・向上を図る

○児童相談所が措置した児童や,福祉事務所が母子

生活支援施設に委託した母子世帯に係る措置費を,国

基準に基づき支弁している。また所管する施設及び実施

機関に対し,指導監査を行っている。

○支弁対象施設等

　・児童養護施設　・地域小規模児童養護施設

　・乳児院　・児童心理治療施設　・児童自立支援施

設

　・母子生活支援施設　・自立援助ホーム

　・ファミリーホーム　・里親

○

【取組状況】

○毎年拡充される措置費制度を各施設に周知し

適正に支弁し，環境改善事業を実施した施設には

補助金を交付するなど，安定した生活基盤の維持

に寄与することができた。また指導監査により，適正

な運営の確保とサービスの質の向上に努めることがで

きた。

○児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の改

正や職員の加配等,社会的養護の充実に向けた国の

制度改正が進められている中,国の動向を見据えなが

ら，引き続き適正な支弁・指導監査を行っていきま

す。

子供家庭支援課

1(4)③代替養育を必要とする子どもへの対応の充実123

身元保証人

確保対策事

業

児童養護施設等に入所中または退所した児童

等が，就職やアパート等を賃借する際に必要と

なる身元保証人の損害保険契約の保険料を

負担することにより，身元保証人を確保し，児

童等の社会的自立の促進を図る

○身元保証2人【令和元年度：2人】

○

【取組状況】

○事業対象となる児童等に対し身元保証人を確

保することにより，これらの者の社会的自立の促進

に寄与することができた。

○保証人が得られない場合であっても就職やアパート

等の賃借にあたって支障が生じることがないよう，今

後も当該事業の実施により児童等の社会的自立の

促進を図っていきます。

子供家庭支援課
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事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

1(4)③代替養育を必要とする子どもへの対応の充実124

児童養護施

設等職員研

修の実施

施設等に入所している児童や家庭への支援の

質を確保するため，児童養護施設等の職員の

研修体制を整備し，専門性の向上を図る

○開催に向け調整中。

▲

【取組状況】

○講師予定者が新型コロナウイルス感染症の拡大

により辞退あり。

○新型コロナウイルス感染症の状況を見ながら開催

を調整する。

○職員の専門性向上や，参加職員同士の情報交

換の場としても機能しており，今後も，継続して研修

を実施していきます。

子供家庭支援課

1(4)③代替養育を必要とする子どもへの対応の充実125

児童養護施

設等入所児

童自立支援

児童養護施設等入所児童が将来経済的に自

立して生活が営めるよう，就職支援や必要に

応じて退所後のアフターフォローを行う

○委託事業者により，児童養護施設においてソーシャ

ルスキルトレーニングを実施するほか，施設退所者や退

所を控えた児童からの電話相談などに応じている。 ▲
【取組状況】

○新型コロナウイルス感染拡大により，委託事業者

による活動に遅れが出たり，事業回数が減少してい

る。

○今後も児童養護施設や施設退所者のニーズに合

わせて適切な支援を行い，児童の社会的自立の促

進を図っていきます。

子供家庭支援課

1(4)③代替養育を必要とする子どもへの対応の充実126

里親支援事

業

里親登録者の増加を図り，里親やファミリー

ホームへの委託を推進するとともに，里親支援

専門相談員の配置や研修の実施等によって，

里親への支援を充実させる

また，代替養育を必要とする子どもが地域の中

で十分な理解を得ながら育まれるよう，市民に

対する里親制度の普及・啓発に努める

○里親支援専門相談員は市内児童福祉施設6施設

すべてに配置。

○里親登録研修は年2回予定のうち新型コロナウイルス

感染症拡大防止対策のため前期分を中止。後期分は

開催に向け調整中。

○里親制度の普及・啓発として，制度について知りたい

人や里親希望者向けの説明会を新たに実施。

○

【取組状況】

○里親登録研修を除いておおむね実施できた。

○今後も平成24年11月に国から示された方針「児

童養護施設等の小規模化及び家庭的養護の推進

のために」に基づき，計画的に関係機関と協議を進め

ながら，家庭的養護の推進を図っていきます。

子供家庭支援課

1(4)③代替養育を必要とする子どもへの対応の充実127

児童虐待に

係る児童相

談所の体

制・機能強

化

⇒　整理番号096　参照

児童相談所相談指

導課,

児童相談所保護支

援課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2.妊娠期から出産・子育て期にわたる切れ目のない支援の充実

2（１）　子どもがすこやかに生まれ育つための保健・医療の充実

2(1)①母子保健の充実

2(1)①母子保健の充実128

子どもの感

染症の予防

（予防接種

の推進）

子どもがかかる感染症を予防するため，麻しん

等の定期予防接種を推進する

○小学校の協力により，小学校入学の準備に併せ

て，就学時健診及び入学前説明会の際に接種対象

者の保護者に対して麻しん風しん予防接種の勧奨を

行ったほか，小学校3年生の接種対象者に対して日本

脳炎予防接種の勧奨を，小学校6年生の接種対象者

に対してジフテリア破傷風予防接種の勧奨を行った。

○幼稚園・保育所の協力により，保護者に対して麻し

ん風しん第2期予防接種の勧奨を行った。

○高校3年生相当年齢の対象者に対して日本脳炎予

防接種の個別通知を行った。

○

【取組状況】

○乳児期を過ぎた後に対象期間が到来する定期

予防接種について，小学校等の協力や個別通知

により接種勧奨を実施した。

【事業に対する客観的意見・評価】

○令和2年度分の接種率については接種件数の取

り纏まる年度末に掲載を予定している。

○引き続き，学校等との連携や個別通知を実施

し，継続して予防接種の推進を図ります。

健康安全課

2(1)①母子保健の充実129

3歳児カリエ

スフリープロ

ジェクト ⇒　整理番号024　参照

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実130

子どもの歯と

口の健康づ

くり推進 ⇒　整理番号025　参照

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実131

幼児の肥満

対策

⇒　整理番号026　参照

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実132

受動喫煙防

止対策

⇒　整理番号103　参照

健康政策課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(1)①母子保健の充実133

食育推進

（食育の啓

発）

子どもたちのすこやかな心身の発達及び親自身

の健康増進のため，妊娠期も含めたさまざまな

機会を捉えて相談や体験，交流等を通じた食

育を推進する

■健康政策課

○食育推進事業については仙台市食育推進会議を中

心に関係団体・各課と連携を図り取組を進めているが，

今年度については会議未実施。

■子供保健福祉課

○各区家庭健康課・各総合支所保健福祉課実績のと

おり ▲

■健康政策課

【取組状況】

○仙台市食育推進会議は新型コロナウイルス感染

症の影響により10月までの開催ができていない

■子供保健福祉課

【取組状況】

○各区家庭健康課・各総合支所保健福祉課にて

実施

■健康政策課

○11月以降に仙台市食育推進会議の開催（予

定）により関係団体・各課との情報共有の上，食育

を推進します。イベント等が中止のため、啓発機会に

ついて検討しながら実施していきます。

■子供保健福祉課

○今後も各区家庭健康課・各総合支所保健福祉

課にて実施していきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実133

食育推進

（食育の啓

発）

子どもたちのすこやかな心身の発達及び親自身

の健康増進のため，妊娠期も含めたさまざまな

機会を捉えて相談や体験，交流等を通じた食

育を推進する

■青葉区

○市民協働で作成した常備菜レシピ集を活用し，バランスの

良い食事摂取についての普及啓発を行った。

①管内専門学校向けのニュースレターにレシピを掲載【令和2

年8月末時点：1回】

②当課事業（あおば健康づくり講座，母親教室）にて，講

話や講座を実施【令和2年8月末時点：合計２回】

③片平市民センターとの共催事業は新型コロナウイルス感染

症の影響で中止。代わりに啓発資料を作成し，小学生とそ

の保護者に配布予定。

○幼児食相談会（1歳～1歳4か月対象・予約制）は，新

型コロナウイルス感染症の影響により，6月は中止。8月より

再開したが，申し込みが0組だった。（令和元年度：５

回，33組参加）

○食育情報交換会（保育施設の食育担当者が対象，宮

城総合支所と共催）は，新型コロナウイルス感染症の影響

により，開催を中止。代わりに，6月の食育月間に食育の資

料を128施設に送付。（令和元年度：42名参加）

▲

■青葉区

【取組状況】

○あおば健康づくり講座では，幼児を持つ保護者を

対象とし，小さい子ども向けの調理アレンジを説明

した。

【事業に対する客観的意見・評価】

○あおば健康づくり講座は定員10名に対し，申込

みが３名と少なかった。子どもの食事の相談は電話

等で一定数あるため，新型コロナウイルス感染症を

警戒し外出するのを控えていると思われる。参加者

2名については，アンケート結果より「実行したい」

「バランスの良い食事は大切だと思う」という回答が

得られており，満足度が高かった。

■青葉区

○感染症対策を徹底していることを広報等で周知

し，参加者が安心して参加できるよう図っていきます。

○常備菜レシピ集を活用した講座を11月に福沢市

民センターと共催にて実施していきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実133

食育推進

（食育の啓

発）

子どもたちのすこやかな心身の発達及び親自身

の健康増進のため，妊娠期も含めたさまざまな

機会を捉えて相談や体験，交流等を通じた食

育を推進する

■宮城総合支所

○食育月間でのパネル・ポスターの掲示による啓発

○幼児健診での栄養相談

　1.6歳26件，2.6歳0件，3歳16件

○1歳児歯科保健教室での栄養講話　1回6組

○訪問による栄養相談2件

○電話・窓口での栄養相談（妊産婦・乳幼児）19件

▲

■宮城総合支所

○コロナウィルス感染拡大防止の観点から教室等が

中止となっている。電話・窓口での個別の相談は昨

年度よりも件数は増加しているが，全体としての実

績は減少していると考えられる。

■宮城総合支所

○個別相談の充実を図るとともに，感染症拡大防

止対策を行いながら教室等の再開をしていきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

各総合支所保健福

祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(1)①母子保健の充実133

食育推進

（食育の啓

発）

子どもたちのすこやかな心身の発達及び親自身

の健康増進のため，妊娠期も含めたさまざまな

機会を捉えて相談や体験，交流等を通じた食

育を推進する

■宮城野区

○食育月間事業（パネル展，庁内放送等による情報

発信，啓発）

○幼児健診時の食生活相談

1.6歳　54件，3歳　12件

○育児相談等開設時の食生活相談　5件

○訪問による栄養指導（妊産婦・乳幼児等）５件

○電話・窓口等での食生活相談(妊産婦・乳幼児)70

件

▲

■宮城野区

○感染症予防対策をとったこと，宮城野区役所の

施設設備の事情から食育月間事業のパネル展示

は縮小し実施。

○コロナウィルス感染拡大防止の観点から教室等が

中止となっている。電話・窓口での個別の相談は昨

年度よりも件数は増加しているが，全体としての実

績は減少していると考えられる。　

■宮城野区

○個別相談の充実を図るとともに，感染症拡大防

止対策を行いながら教室等の再開をしていきます。

○健康教育は、新型コロナ感染症拡大予防の観点

から内容等を見直します。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実133

食育推進

（食育の啓

発）

子どもたちのすこやかな心身の発達及び親自身

の健康増進のため，妊娠期も含めたさまざまな

機会を捉えて相談や体験，交流等を通じた食

育を推進する

■若林区

○食育ホームページによる情報発信

○食育月間事業（パネル展，庁内放送等による情報

発信，啓発）

○両親教室で啓発・指導　1回，14人

○幼児健診時の食生活相談

　1.6歳34件，2.6歳2件，3歳14件

○育児相談等開設時の食生活相談　12件

○訪問による栄養指導（妊産婦・乳幼児等）13件

○電話・窓口等での食生活相談(妊産婦・乳幼児)　

38件

▲

■若林区

【取組状況】

○親子を取り巻く様々な機会をとらえて啓発，相

談，健康教育等を行い，健康的な食生活につい

て普及・啓発することができたが，中止や延期になっ

ているものがあるため，前年度より実績は減少して

いる。

■若林区

○徐々に集団指導等の場が再開されつつあるため，

そのような機会をとらえて普及・啓発を行っていきます。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実133

食育推進

（食育の啓

発）

子どもたちのすこやかな心身の発達及び親自身

の健康増進のため，妊娠期も含めたさまざまな

機会を捉えて相談や体験，交流等を通じた食

育を推進する

■太白区

○食育ホームページによる情報発信

・3回更新

○食育月間事業（パネル展，庁内放送等による情報

発信，啓発）

○幼児健診時の食生活相談

　1.6歳　56件〔186件〕　，2.6歳　4件〔135件〕　

，3歳　31件〔102件〕

○育児相談等開設時の食生活相談　11件〔45件〕

○電話・窓口等での食生活相談（妊産婦・乳幼児）

83件〔145件〕

○ＢＣＧ，幼児健診待ち時間でビデオ上映

・ＢＣＧ　4回

・幼児健診　21回

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，訪問栄

養指導，妊婦・幼児への集団指導を中止。

▲

■太白区

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，訪

問栄養指導，妊婦・幼児への集団指導を中止し

た。訪問栄養指導については，9月から希望者に対

して実施している。

○新型コロナウイルス感染症対策としてホームページ

やビデオ上映を活用し，健康的な食生活等につい

て普及・啓発することができた。

■太白区

○今後も児童生徒や若い世代，子育て世代が食へ

の関心を高めるため，新型コロナウイルス感染症対策

を講じた食育活動を展開します。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

各総合支所保健福

祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(1)①母子保健の充実133

食育推進

（食育の啓

発）

子どもたちのすこやかな心身の発達及び親自身

の健康増進のため，妊娠期も含めたさまざまな

機会を捉えて相談や体験，交流等を通じた食

育を推進する

■秋保総合支所

○幼児健診受診者34名へ啓発実施

▲

■秋保総合支所

【取組状況】

○コロナウイルス感染症拡大防止の観点から集団

指導が実施できないため,資料配布・掲示を行った。

【事業に対する客観的意見・評価】

○待ち時間に掲示を見ている保護者もおり,現状に

おいての啓発方法としては適切であると考える。

一方で，例年実施していた学校や保育所等との会

議や連携事業が開催できず,予定通りには進められ

ない事業もある。

■秋保総合支所

○継続します。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実133

食育推進

（食育の啓

発）

子どもたちのすこやかな心身の発達及び親自身

の健康増進のため，妊娠期も含めたさまざまな

機会を捉えて相談や体験，交流等を通じた食

育を推進する

■泉区 （令和2年8月31日現在）

○食育月間事業（パネル展）

○幼児健診時の食生活相談

　1.6歳　15件　　2.6歳 2件　　3歳　25件

○訪問栄養相談　乳幼児 10件

○電話・窓口での食生活相談　乳幼児 49件

○母親教室，育児相談，その他健康教育　休止中

▲

■泉区

【取組状況】

○親子を取り巻く様々な機会をとらえて啓発を行っ

ているが，新型コロナウイルス感染症の影響により，

食育講座等が中止となるなど，計画通りに取り組め

ていない状況である。

■泉区

○今年度は出来る範囲で啓発に取り組んでいきま

す。

健康政策課，

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実134

助産制度の

運営

妊産婦が保健上必要があるにもかかわらず，経

済的理由で出産の費用が準備できない場合

に，所管の福祉事務所が助産施設における助

産を実施する

■子供家庭支援課

【８月末時点実績】29件

（青葉区11件,宮城総合支所1件,宮城野区3件,若

林区3件,太白区7件,泉区4件） ○

■子供家庭支援課

新型コロナウイルス感染症の影響を受けることなく,出

産費用が準備できない世帯も助産施設において安

心して出産を迎えることができた。

■子供家庭支援課

今後も低所得世帯において安全な出産ができるよう,

円滑に制度を実施してまいります。

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(1)①母子保健の充実135

幼児健康診

査等に併せ

て行う心のケ

ア対策
⇒　整理番号012　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実136

乳幼児健康

診査
⇒　整理番号086　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実137

妊娠の届出

と母子健康

手帳の交付
⇒　整理番号087　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実138

新生児等訪

問指導（エ

ジンバラ産

後うつ病質

問票の全数

実施）

⇒　整理番号088　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

50 / 102 ページ



「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績
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今後の取組 担当課

2(1)①母子保健の充実139

乳幼児健康

診査未受診

者対策 ⇒　整理番号089　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実140

健診後の

フォローの充

実
⇒　整理番号090　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実141

妊娠等に関

する相談事

業（せんだ

い妊娠ほっと

ライン）

⇒　整理番号091　参照

子供保健福祉課

2(1)①母子保健の充実142

先天性代謝

異常検査事

業

先天性代謝異常や先天性甲状腺機能低下症

等を早期に発見し，早期の治療につなげるため

に，血液による検査を実施する

（令和2年9月末時点）

○先天性代謝異常検査：4,157件【8,603件】

○先天性副腎過形成症検査：4,205件【8,795件】

○先天性甲状腺機能低下症検査：4,164件

【8,650件】
○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○これまでと同様の実績であり，本検査の周知は

十分なされていると考えられる。

■子供保健福祉課

○検査事業の実施により，疾病の早期発見・早期

治療に寄与することができました。今後も受検率の維

持向上に努め，周知を継続実施していきます。

子供保健福祉課

2(1)①母子保健の充実143

遺伝カウンセ

リング

遺伝についての不安や悩みを持つ者に対して，

結婚や妊娠等への適切な判断ができるよう，

区役所等における一次相談及び臨床専門医に

よる二次相談を実施する

■子供保健福祉課

○一次相談　：　件【104件】

○二次相談　：2件【5件】(8月末）

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○各区家庭健康課での一次相談に加え，二次相

談として臨床専門医から遺伝の専門的な相談を行

うことで，遺伝について不安や悩みを抱える方が正

しい知識を得ることにつながった。

■子供保健福祉課

○遺伝について不安や悩みを持つ方に対し，適切な

助言指導をすることができました。今後も遺伝に関す

る不安を抱える方を支援するために，助言指導を今

後も継続して実施していきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実144

産後ケア事

業

生後４か月未満の乳児を抱える産婦であっ

て，家族等から十分な家事及び育児などの援

助が受けられず，産後に心身の不調又は育児

不安等がある者（ただし，医療行為の必要が

ある者を除く）を対象に，市内の産科医療機

関・助産所で宿泊(宿泊型)または日帰り(デイ

サービス型)で心身のケアや育児のサポート等を

行い，産後も安心して子育てができる支援体

制の確保を図る

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，委託先

施設によっては受け入れを制限しているところもあるが，

継続して実施している。

・宿泊型：延212日(8月末現在）【399日】

・デイサービス型：延140日(8月末現在)【192日】
○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，利

用受け入れに制限のある委託先施設もあるが，継

続して実施できている。

○母子健康手帳交付時や新生児訪問時等に妊

産婦への周知が必要である。

■子供保健福祉課

○継続して事業の周知を行います。

○新型コロナウイルス感染症の流行状況を見なが

ら，円滑な実施のため，各区・総合支所担当者会

議や委託先医療機関担当者との情報交換会を定期

的な開催を検討します。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実145

産婦健康診

査

産後うつの予防や新生児等への虐待予防等を

図るため，産後2週間，産後1か月など出産

後間もない時期の産婦に対する健康診査にか

かる費用を助成することにより，産後の初期段

階における母子に対する支援を強化する

■子供保健福祉課

産後2週間頃：　2,278件【6,137件】

産後1か月頃：　2,676件【6,463件】

里帰り産婦健康診査：　334件【1,043件】
○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○産婦健康診査の実施により，早期に心身の不

調がある妊婦について，医療機関から連絡が入るこ

とになった。

■子供保健福祉課

○今後も産婦健康診査を継続して実施し，産後早

期に心身の不調がある場合は支援していきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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今後の取組 担当課

2(1)①母子保健の充実146

不妊・不育

専門相談セ

ンター事業

不妊や不育症で悩む夫婦等に，その健康状態

に応じた相談指導，不妊・不育症に関する治

療や実施医療機関等について的確な情報を提

供し，併せて精神的・身体的な相談に対応で

きる体制を整備することで，不妊・不育症の悩

みや不安の軽減を図ることを目的に，不妊・不

育専門相談センターを設置する

■子供保健福祉課

○電話相談件数

・延べ件数:60件[88件]

○面接相談件数

・延べ件数:3件[1件]

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○宮城県と共同で設置しており，市HPへの情報掲

載や，区・総合支所窓口及び指定医療機関へ配

布している特定不妊治療費助成制度周知のチラシ

へ案内を掲載することで，周知を図ることができた。

■子供保健福祉課

○引き続き，指定医療機関を通じた制度周知や，

チラシやホームページ等の活用により，広報に努めま

す。

子供保健福祉課

2(1)①母子保健の充実147

区役所等に

おける発達

相談の機能

強化

発達に関する保護者の不安や困りごとに対し

て，きめ細かな相談支援を行うことにより，切れ

目のない支援の充実を図る

また，5歳児を対象とした発達相談事業を行う

■子供保健福祉課

○5歳児を対象とした発達相談事業の開始時期が，新

型コロナウイルス感染症対応のため，延期とした。 ▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症対応のため，5歳児を

対象とした発達相談事業の開始が延期になった。

■子供保健福祉課

○5歳児を対象とした発達相談事業の開始に向け，

引き続き検討・準備を進めていきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実148

妊婦健康診

査

妊娠中の身体の異常の早期発見，早期治療

等を促進するとともに，妊婦の保健管理の向上

を目的として14回分の助成を行い（県外で受

診した分については償還払いにより対応），子

育て世帯の経済的な負担の軽減を図る

■子供保健福祉課

○仙台市医師会委託分：36,461件（8月末現在）

【88,811件】

○助産所委託分：108件（8月末現在）【404件】

○里帰り妊婦健康診査助成：1,652件（7月末現

在）【6,153件】

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○妊婦健康診査に対する助成を実施することで，

妊婦の保健管理の向上及び妊婦家庭の負担軽減

に寄与することができた。

■子供保健福祉課

○妊婦健康診査に対する助成を行ったことにより，妊

婦の保健管理の向上とともに，子育て世帯の経済的

な負担の軽減に寄与することができました。

○今後も，妊娠中の身体の異常の早期発見，早

期治療等を促進するとともに，妊婦の保健管理の向

上を図るため，助成制度を実施していきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実149

妊婦歯科健

康診査

う蝕や歯周疾患が多発する傾向にある妊婦を

対象として，歯科健診，歯科保健指導を行う

ことにより，家族ぐるみの歯と口の健康づくりを図

る

■子供保健福祉課

○受診者数　　1,102人（8月末現在） ［R元年

度：2,954人］

※平成28年8月より委託化 ○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○妊婦歯科健康診査を実施することで，妊婦本

人の歯科保健の向上に寄与することができた。

○これから生まれてくる子どもを含めた家族の歯と口

の健康づくりへの動機づけになった。

○委託化により受診機会が増え，かかりつけ歯科

医の推進に寄与することができた。

■子供保健福祉課

○妊婦本人とこれから生まれてくる子どもを含めた家

族の歯科保健の向上に寄与することが出来ました。

○登録医療機関で受診できることを関係機関に周知

し，受診率の向上を図り，かかりつけ歯科医の推進

を図ります。

○今後も，妊婦本人の歯科保健の向上を図るととも

に，生まれてくる子どもを含めた家族の歯と口の健康

づくり推進のため，事業を継続実施します。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実150

事故予防対

策の推進

乳幼児健康診査や各種教室，新生児訪問な

どの事業において，子どもの事故予防の教材配

布や保健指導を実施し，事故予防の普及啓

発を強化する

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため，令

和2年3月から集団で行う事業を中止・休止ししており，

3～4か月児育児教室対象者には教室で配布する資料

を送付し，事故予防の啓発を継続している。幼児健康

診査は6月中旬から再開しており，3密を避けるために

集団指導を中止したが，資料の配布による啓発を再開

している。

▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，母

子保健事業の中止や規模の縮小がある中で，資

料の配布等によるり，事故予防啓発を継続してい

る。

■子供保健福祉課

○今後も，資料の配布等による事故予防の啓発を

継続いたします。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実150

事故予防対

策の推進

乳幼児健康診査や各種教室，新生児訪問な

どの事業において，子どもの事故予防の教材配

布や保健指導を実施し，事故予防の普及啓

発を強化する

■青葉区

○3～4か月児育児教室中止案内に「わが家の安心ガ

イドブック」を同封し配布。　741部（令和2.8月末現

在）

○新生児訪問指導時に事故予防の注意喚起を実施。

　528件（令和2.8月現在） ▲

■青葉区

○新型コロナウイルス感染症のため，3～4か月児

育児教室が休止となり，専門職から事故予防につ

いての集団講話が休止となっている。しかし，電話

や訪問時の個別相談時に注意喚起を行うことがで

きた。

○「わが家の安心ガイドブック」を送付することによ

り，事故が起きやすい月齢になる前に事故予防に

ついて注意喚起することができた。

■青葉区

○新生児訪問指導時・3～4か月児育児教室のフォ

ロー時・育児相談場面にて，事故予防について注意

喚起します。

○引き続き「わが家の安心ガイドブック」を送付します。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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今後の取組 担当課

2(1)①母子保健の充実150

事故予防対

策の推進

乳幼児健康診査や各種教室，新生児訪問な

どの事業において，子どもの事故予防の教材配

布や保健指導を実施し，事故予防の普及啓

発を強化する

■宮城総合支所

○新生児訪問指導において，生活環境に応じた事故

予防策を指導。

○3～4か月児育児教室，1歳6か月児健康診査にお

ける集団指導は，新型コロナウイルス感染拡大防止の

ため中止，休止。

○3～4か月児育児教室の中止案内や，1歳6か月児

健康診査の日程案内に事故予防のパンフレットやチラシ

を同封。

○地区健康教育において，チラシを用いて普及啓発を

実施。

▲

■宮城総合支所

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症の影響下においても，

3～4か月児育児教室や1歳6か月児健康診，新

生児訪問等の機会を活用し，事故予防に関する

普及啓発を行っている。

■宮城総合支所

○今後も，3～4か月児育児教室や1歳6か月児健

康診，新生児訪問等の機会を活用し，事故予防

に関する普及啓発を行っていきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実150

事故予防対

策の推進

乳幼児健康診査や各種教室，新生児訪問な

どの事業において，子どもの事故予防の教材配

布や保健指導を実施し，事故予防の普及啓

発を強化する

■宮城野区

○新生児訪問や幼児健康診査のなかで、事故予防の

指導を実施。3～4ヵ月児育児教室については、事故防

止についての資料を送付し、啓発に努めている。 ▲

■宮城野区

○健診では、健やか親子のアンケートにおいて，事

故防止対策を行っていない保護者に対し，問診時

に個別指導を行い，事故予防への意識を高めてい

る。

■宮城野区

今後も機会をとらえて，事故予防の普及啓発に努め

ます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実150

事故予防対

策の推進

乳幼児健康診査や各種教室，新生児訪問な

どの事業において，子どもの事故予防の教材配

布や保健指導を実施し，事故予防の普及啓

発を強化する

■若林区

○新型コロナウイルス感染症予防のため，教室や幼児

健康診査の集団指導を中止しており，事故予防啓発

の機会が少ない。

○個別支援の際には，事故予防の説明を行っている。
▲

■若林区

【取組状況】

○集団で健康教育を行う機会は少なくなったが，

個別での啓発は継続して行えている。

■若林区

○今後も機会を捉えて，成長段階に合わせた事故

予防の普及啓発を行っていきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実150

事故予防対

策の推進

乳幼児健康診査や各種教室，新生児訪問な

どの事業において，子どもの事故予防の教材配

布や保健指導を実施し，事故予防の普及啓

発を強化する

■太白区　（8月末現在）

○防災・事故予防ワーキング：1回実施　〔2回〕

○各種母子保健事業において，防災・事故予防リーフ

レットを配布。

○防災講座・事故予防講座　0回　〔8回　99人〕

▲

■太白区　（8月末現在）

【取組状況】

○地域の子育て関係者，子育て中の母親を含む

ワーキングを実施。

○各種母子保健事業において，防災・事故予防

リーフレットを配布している。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令

和2年度の子育てサロン等での防災・事故予防講

座の実施は見送ることとした。

■太白区

○昨今の自然災害の状況を踏まえ，防災リーフレット

に水害対策を追加することを，ワーキングメンバーとと

もに検討してまいります。

○今後も，リーフレットの配布等を通して，子どもの

事故予防の普及啓発に努めます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実150

事故予防対

策の推進

乳幼児健康診査や各種教室，新生児訪問な

どの事業において，子どもの事故予防の教材配

布や保健指導を実施し，事故予防の普及啓

発を強化する

■秋保総合支所

○3～4か月児育児教室対象者に事故予防のパンフ

レットを送付。

○幼児健康診査や育児グループが使用する会場に子

供の成長段階に応じた事故予防ポスターを掲示し，普

及啓発を強化した。

▲

■秋保総合支所

○新型コロナウイルス感染症の影響により，乳幼児

健康診査での集団指導が実施できないが，リーフ

レットを対象家庭に送付することにより，事故予防

の普及啓発を強化することができている。

■秋保総合支所

○3～4か月児育児教室対象者に事故予防のパンフ

レットを送付する他，乳幼児健康診査の際，子供の

成長段階に応じた事故予防について継続した普及啓

発を実施します。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(1)①母子保健の充実150

事故予防対

策の推進

乳幼児健康診査や各種教室，新生児訪問な

どの事業において，子どもの事故予防の教材配

布や保健指導を実施し，事故予防の普及啓

発を強化する

■泉区

  児童館主催健康教育時，事故予防の講話実施

　3組参加

▲

■泉区

○例年と比べ健康教育の依頼が少ない。依頼され

たことも中止や延期となっている。

○3～4か月児育児教室が中止しており，指導の

機会が減少している。

■泉区

○今後の健康教育の依頼により事故防止の必要性

を普及啓発していきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)①母子保健の充実151

産後の助産

師等による

相談事業

（せんだい

助産師サロ

ン）

育児に不安や悩みを抱えていたり，身近に相

談できる方がいない産婦に対し，助産師等の

専門職が不安や悩みを傾聴し，相談支援を行

うことで，産婦及び産婦の育児を尊重するととも

に，不安や生活上の困りごとを軽減する

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止していた

ものを、令和2年8月から感染予防策を行い、個別相談

制に変更して再開。

8月2回、9月5回開催
▲

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染拡大防止のため、令和2

年3月から中止していたものを、3密を避けて実施可

能な方法として、個別相談制に変更し、令和2年8

月から再開している。

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症の感染予防策を行い、

個別相談制に変更して再開している。

3密を避けて実施可能な方法で継続していく。

子供保健福祉課

2(1)①母子保健の充実152

特定妊婦と

疑われる者

に対する産

科受診等支

援

特定妊婦(出産後の養育について，出産前に

おいて支援を行うことが特に必要と認められる妊

婦）と疑われる者に対し，産科等医療機関へ

の受診同行支援を行う

■子供保健福祉課

○妊娠に悩む者からの相談があった場合，区役所・総

合支所で，必要に応じて相談や受診同行等の支援を

行っている。

○特定妊婦と疑われる者に対する，産科等医療機関

への受診同行支援について，事業として整理し，令和

2年度に開始予定である。

▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○特定妊婦と疑われる者に対する，産科等医療

機関への受診同行支援事業の開始に向けた検討・

調整が，新型コロナウイルス感染症対応のため遅れ

ている。

■子供保健福祉課

○特定妊婦と疑われる者に対する，産科等医療機

関への受診同行支援事業の開始に向けて，引き続

き検討・調整を行っていきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(1)②小児医療，学校保健の充実

2(1)②小児医療，学校保健の充実153

子どもの感

染症の予防

（予防接種

の推進）
⇒　整理番号128　参照

健康安全課

2(1)②小児医療，学校保健の充実154

子どもの感

染症の予防

(集団感染

対策)

保育施設・小学校等における，ノロウイルス等

の集団感染対策の推進及び発生予防策の啓

発を図る

○市内小学校，保育施設等での感染性胃腸炎の集

団発生について，各区管理課の調査結果をもとに，公

表し，注意喚起を行った。

・公表回数：２件 ○

【取組状況】

○引き続き市内における感染症の集団発生につい

て，関係部署とも連携の上，注意喚起を行う。

○インフルエンザ予防啓発ポスターを市内保育所，

幼稚園，小中学校に配布する。

○感染性胃腸炎については，流行期前に注意喚起

の文書を保育施設，市内学校へ，施設所管課を

通して送付する。

健康安全課，

各区管理課

2(1)②小児医療，学校保健の充実155

子どもの感

染症の予防

(性感染症

対策)

10代の若者が性感染症を予防でき，早期発

見・治療を行うことができるよう，性感染症及び

HIVに関する正しい知識の普及啓発を推進す

る

■健康安全課（8月末時点）

○HIV検査件数及び20代以下の受検者割合

・検査件数　191件

・20代以下の検査件数（割合）　90件（47％)

○HIV/エイズ新規発生届出数

・HIV感染者3件、エイズ患者0件

　うち、20代以下の感染者届出件数　0件

○2施設（高等学校1、自立支援施設1）で健康教

育を実施している。

▲

■健康安全課

【取組状況】

○保健所の新型コロナウイルス感染症対策のた

め，4月より一部検査を休止。また、継続中の検査

においても，感染対策の観点から受検人数を縮小

して実施している。

○受検ニーズの高い夜間・休日の検査を，感染対

策に留意しながら継続しており，必要な方に検査が

届くよう取り組みを継続している。

■健康安全課

○感染対策をとりながら，検査を継続します。

○教育機関等と連携しながら，正しい知識の普及啓

発の推進に取り組んでいきます。

健康安全課，

各区管理課
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今後の取組 担当課

2(1)②小児医療，学校保健の充実156

在宅当番医

制事業

安心して子どもを生み，すこやかに育てることが

できる環境の基盤となる小児科の救急医療体

制の確保を目的とし，仙台市医師会の協力に

より実施している在宅当番医制事業において，

日曜及び祝日等に小児科の診療所が当番制

で診療を行う

○日曜及び祝日等の当番実施回数

2医療機関×29日＝58回（令和2年8月末時点）

○

【取組状況】

○予定通り，日曜及び祝日等に当番が実施されて

いる。

○引き続き，日曜及び祝日等において小児科の在

宅当番医制を実施し，小児科の救急医療体制の

維持に努めていきたい。

健康政策課

2(1)②小児医療，学校保健の充実157

小児救急医

療体制の充

実

夜間休日こども急病診療所を市立病院に併設

することで，救命救急センターと連携して，小

児救急医療を総合的に提供する

○令和2年度夜間休日こども急病診療所患者数：4

月417人，5月461人，6月588人，7月693人，8

月777人。 ○

【取組状況】

○予定通り，小児救急医療の総合的な提供が行

われている。

○引き続き，救命救急センターと連携し，総合的な

小児救急医療の提供に努めていきたい。

健康政策課

2(1)②小児医療，学校保健の充実158
保健教育の

充実 ⇒　整理番号014　参照
健康教育課

2(1)②小児医療，学校保健の充実159

児童生徒の

心のケア推

進事業
⇒　整理番号019　参照

教育相談課
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令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2.妊娠期から出産・子育て期にわたる切れ目のない支援の充実

2（２）　子育て負担軽減と家庭の子育て力向上のための取り組み

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減160

仙台すくすく

サポート事

業

ファミリー・サポート・センター事業（子どもを預

かってほしい方（利用会員）と子どもを預かるこ

とができる方（協力会員）双方の信頼関係の

もとに実施する子育て支援活動事業。本市が

事務局となり仲介等を行う。）を実施し，子育

て負担の軽減や，身近な地域の子育て支援の

充実を図る

○会員数　　【令和2.8月末現在】

・利用会員　2,771人

・協力会員　440人

・両方会員　115人

○入会説明会の開催，会員向け講習会等を実施

（令和2年4月～5月は中止）。

○活動状況　【令和2.7月末現在】

・活動回数合計2,545回
○

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症への対応のため，入会

説明会や会員向け講習会等については，通常より

少ない人数で開催している。

【事業に対する客観的意見・評価】

○新型コロナウイルス感染症の影響により，活動回

数は例年より少なくなっているが，徐々に例年並み

の回数に近づいてきており，コロナ禍における子育て

負担の軽減に寄与している。

○援助の内容及び時間帯が重複したり，協力会員

の偏在でマッチングに困難を来たしている地域が見受

けられます。マッチングを円滑に行えるよう，協力会員

の募集案内を行うなどにより，引き続き，不足する協

力会員の増員を図ります。

子供未来局総務課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減161

のびすく運営 のびすく（子育てふれあいプラザ等）において，

乳幼児親子の交流の場の提供，乳幼児の一

時預かり，子育てに関する相談支援や情報の

収集及び提供等を行うことにより，子育てに対

する不安や負担の軽減を図る

（令和2年8月末時点）

のびすく利用者数（ひろば・一時預かり合計）

○12,882名

・のびすく仙台　 　 2,629名

・のびすく宮城野　 1,818名

・のびすく若林  　　2,385名

・のびすく長町南 　 3,073名

・のびすく泉中央　　2,977名

▲

【取組状況】

○令和2年3月から5月まで，ひろばや一時預かり

等の施設利用を休止した。施設利用再開後は、新

型コロナウイルス感染症の影響により，入場制限・

事前予約制などコロナ禍に配慮した事業運営を行っ

ている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○利用者数は現在制限をかけている関係で前年度

と比べて減っているが，コロナ禍においても様々な面

から子育て支援を行うことにより，子育て中の保護

者の不安・負担の軽減に寄与することができた。

○今後も，様々な面から子育て支援を行い，子育

て中の保護者の不安・負担の軽減に寄与できるよう

努めます。

子供未来局総務課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減162

のびすくにお

ける発達が

気になる子ど

もを持つ親

の支援

子どもの発達に不安を抱える保護者に対し，の

びすく（子育てふれあいプラザ等）において，気

軽に相談や交流等ができる場の提供を行う

（令和2年8月末時点）

○のびすく仙台：

・「障がい児ひろば」　1回（延べ2名参加）

○のびすく泉中央：

・「育ちの楽校～発達の気になる子の子育て～」

　　1回（8名参加）

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症の影響により，例年よ

りも少ない人数で開催するなどコロナ禍に配慮した

開催状況となっている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○1回あたりの参加者は前年度比べて減っている

が，コロナ禍においても相談や交流ができる場の提

供を行うなど，発達が気になる子どもを持つ親の子

育てに対する不安や負担感を軽減することができ

た。

○市民にとって身近な「のびすく」で事業を実施するこ

とで，発達が気になる子どもを持つ親の子育てに対す

る不安や負担感を軽減することができました。今後も

取り組みを継続していきます。

子供未来局総務課
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今後の取組 担当課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減163

子育て支援

ショートステ

イ事業

小学校修了前の児童を養育している保護者

が，疾病や育児疲れ等により，その養育が一

時的に困難になった場合に，一定期間施設で

児童を保護・養育する

■子供家庭支援課

○【８月末時点実績】

　2歳未満延べ日数：29日

　2歳以上延べ日数：47日

▲

■子供家庭支援課

○実施施設は施設の実情に応じた新型コロナウイ

ルス感染防止対策を講じながら,可能な範囲で利

用者を受け入れているものの例年どおりの受け入れ

は行えておらず,例年と比べて利用延べ日数に大幅

な減少がみられる。

■子供家庭支援課

○今後も可能な範囲で利用者を受け入れてもらいな

がら,円滑な事業運営に努め,引き続き子育て支援

ニーズに応えてまいります。

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減164

新生児等訪

問指導（エ

ジンバラ産

後うつ病質

問票の全数

実施）

⇒　整理番号088　　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減165

育児ヘルプ

家庭訪問事

業
⇒　整理番号092　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減166

女性のため

の健康支援

教室
⇒　整理番号093　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減167

多胎児等を

育てる保護

者のための

育児サーク

ル等支援

⇒　整理番号064　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減168

産後ケア事

業
⇒　整理番号144　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減169

母親教室・

両親教室の

充実

妊婦等が，妊娠･出産･育児について必要な

知識や技術を習得し，不安を軽減して主体的

に取り組める姿勢を養うとともに，地域の中での

育児の仲間づくりを促進するため，妊婦及びそ

の配偶者を対象に3～4回のコースで集団指

導・グループワークを実施する

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令和2

年3月から中止していたが，感染対策を行った上で8月

から順次再開している。

○各区・総合支所にて実施

・母親教室：年度末に集計

　　【延86回，延1,268人，(うち夫11人)】

・両親教室：年度末に集計

　　【延48回，延1,404人(うち夫617人)】
▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○同時期に出産を予定している妊婦及び夫が妊

娠・出産・育児について必要な知識や技術を習得

し，不安を軽減する機会となっている。また，新型

コロナウイルス感染症対応のため，交流の時間の短

縮等行っているが，地域の中で育児の仲間づくりの

一助となっている。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令

和2年3月から中止していたが，感染対策を行った

上で8月から順次再開している。

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止対策をとりなが

ら，母親教室や両親教室を通して，妊娠･出産･育

児への不安が軽減できるよう，教室を開催していきま

す。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減169

母親教室・

両親教室の

充実

妊婦等が，妊娠･出産･育児について必要な

知識や技術を習得し，不安を軽減して主体的

に取り組める姿勢を養うとともに，地域の中での

育児の仲間づくりを促進するため，妊婦及びそ

の配偶者を対象に3～4回のコースで集団指

導・グループワークを実施する

■青葉区

○母親教室は,新型コロナウイルス感染症対策のため4

～6月開催中止していたが，7月から再開している。【8

月末現在1クール実施，参加者12名】

○母親学級休止中は参加予約者へリーフレットを送付

した。【計22通】

○両親学級は，新型コロナウイルス感染症対策のため

4～8月開催中止していたが，9月から再開予定であ

る。 ▲

■青葉区

【取り組み状況】

○母親学級は7月から再開。密を避けるため人数を

通常20名から12名へ減らし，グループワークをなく

し，時間を短縮して開催している。

○両親教室は9月から再開予定であるが，密を避

けるため参加人数を20組から10組に減らし，その

他母親教室と同様の対策にて実施予定である。

【事業に対する客観的意見・評価】

○母親教室参加者全員から「大変良かった」「良

かった」とのアンケート結果が得られた。

○教室再開についての問い合わせが多かった。参加

できなかった方からは「産院でやっていないからやって

ほしい」「日時，回数を増やしてほしい」という意見も

聞かれた。

■青葉区

○コロナ禍においても,妊婦が安心して出産・育児がで

きるよう今後も感染対策を施しながら教室開催に取り

組んでいきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減169

母親教室・

両親教室の

充実

妊婦等が，妊娠･出産･育児について必要な

知識や技術を習得し，不安を軽減して主体的

に取り組める姿勢を養うとともに，地域の中での

育児の仲間づくりを促進するため，妊婦及びそ

の配偶者を対象に3～4回のコースで集団指

導・グループワークを実施する

■宮城総合支所

○母親教室　1回開催　参加者数3人〔令和元年度：

8回　83人〕

○両親教室　1回開催　参加者数8人（父親のみ）

〔令和元年度：5回　85人（うち父親39人）〕

▲

■宮城総合支所

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染拡大防止のため，一部

中止。実施方法を変更し，8月より再開。

○中止期間においても，参加希望者に対する相談

機会の提供を行い，希望に応じて助産師，栄養

士等による個別相談を実施。

【事業に対する客観的意見・評価】

○アンケート結果より，産科医療機関での教室が

中止となっていることから，再開を待ち望んでいた，

他の参加者と話せて良かったという意見が寄せられて

いる。

■宮城総合支所

○妊娠・出産・育児に関する不安の軽減，主体的に

取り組む姿勢を養うことができました。また，新型コロ

ナウイルスの影響による妊婦の孤立化を防止すること

ができました。今後も，新型コロナウイルス感染症の

流行状況に応じて，教室の開催や相談機会の確保

を継続していきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減169

母親教室・

両親教室の

充実

妊婦等が，妊娠･出産･育児について必要な

知識や技術を習得し，不安を軽減して主体的

に取り組める姿勢を養うとともに，地域の中での

育児の仲間づくりを促進するため，妊婦及びそ

の配偶者を対象に3～4回のコースで集団指

導・グループワークを実施する

■宮城野区

○新型コロナ感染症の影響により中止していた母親教

室を8月から開催し初妊婦の不安の軽減に努めている。

内容は従来の母親教室から見直し、2回シリーズで父親

も参加可能としながら、参加にあたっては検温の実施や

手指消毒等感染防止に努めている。

○

■宮城野区

○市ＨＰで再開を掲示したところ、多くの申し込み

があり、コロナ禍における初妊婦の不安を軽減するた

め、必要性が高いことが伺われた。

■宮城野区

○今後も感染症予防に努めながら、現在の方法で母

親教室を開催してまいります。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減169

母親教室・

両親教室の

充実

妊婦等が，妊娠･出産･育児について必要な

知識や技術を習得し，不安を軽減して主体的

に取り組める姿勢を養うとともに，地域の中での

育児の仲間づくりを促進するため，妊婦及びそ

の配偶者を対象に3～4回のコースで集団指

導・グループワークを実施する

■若林区

4～6月中止。7月31日より事業再開。

○両親教室

・３回開催（7/31，8/21，9/4）

延べ参加人数　45人（うち父親18人）

<産後編>は中止の案内を送付。

▲

■若林区

【取組状況】

○新型コロナ感染拡大防止のため，定員を10組に

限定し，開催時間を30分短縮。

○赤ちゃん人形を他区より借用し，参加組数分用

意。おむつ交換や抱っこ体験等など実際に体験でき

るようにした。

【事業に対する客観的意見・評価】

○父親の参加は昨年度に引き続き多い傾向にあ

る。

○アンケートでは、オンライン講習を検討して欲しいと

いう意見も寄せられた。

○参加申込者が多く、定員に達するのが早かった。

■若林区

○新型コロナウイルスの感染防止対策を徹底し，実

施します。

○継続して行っているアンケートを踏まえ，参加者の

ニーズを把握し，内容を検討してまいります。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減169

母親教室・

両親教室の

充実

妊婦等が，妊娠･出産･育児について必要な

知識や技術を習得し，不安を軽減して主体的

に取り組める姿勢を養うとともに，地域の中での

育児の仲間づくりを促進するため，妊婦及びそ

の配偶者を対象に3～4回のコースで集団指

導・グループワークを実施する

■太白区

○新型コロナウィルス感染症の流行により，母親教室

18回のうち6回，両親教室6回のうち２回が中止となっ

た。内容と対象人数を変更し，８月より再開。

○母親教室　

　　　開催１回，参加人数８名。（8月末時点）

　　　〔令和元年度　開催17回　延べ参加人数381

人〕

○両親教室　

　　　開催１回，参加人数12組24人。（8月末時

点）

　　　〔令和元年度　開催5回　延べ参加人数212人〕

▲

■太白区

【取組状況】

○新型コロナウィルス感染症の影響をうけ中止とした

回もあったが，内容の再編成により8月より実施。

○母親教室：2回コース，うちグループワーク１回と

したが，１グループあたりの人数を少なくしたことで話

しやすい雰囲気ができ，仲間づくりができている。

○両親教室：感染予防の観点からグループワーク

なしとしたが，体験を通し不安の軽減や産後のイ

メージ作りにつながっている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○事後アンケートにて母親学級，両親学級ともに

体験を通して産後のイメージ作りができたとの声が

あった一方で，時間が短いとの意見も見られた。

■太白区

○医療機関での母親・両親学級の開催中止に伴

い，二―ズが高いように感じられます。新型コロナウィ

ルス感染症予防に配慮しつつ，仲間づくりや不安解

消につながる内容を検討してまいります。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課
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今後の取組 担当課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減169

母親教室・

両親教室の

充実

妊婦等が，妊娠･出産･育児について必要な

知識や技術を習得し，不安を軽減して主体的

に取り組める姿勢を養うとともに，地域の中での

育児の仲間づくりを促進するため，妊婦及びそ

の配偶者を対象に3～4回のコースで集団指

導・グループワークを実施する

■泉区

○母親教室

　新型コロナ感染症のため休止していたが，９月１８

日より再開予定。

○両親教室

　新型コロナ感染症のため休止中。

▲

■泉区

○母親教室

　新型コロナ感染症拡大防止のため休止していた

が，９月18日より再開予定。

○両親教室

　新型コロナ感染症のため休止中。

■泉区

○母親教室

　新型コロナ感染症拡大防止のため，参加人数・内

容を見直し実施予定です。

○両親教室

　仲間づくりを主の目的として実施していることもあり，

感染を防止しながらの開催が難しい状況です。今

後，状況をみながら再開の時期を検討します。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減170

児童館地域

子育て支援

事業
⇒　整理番号068　参照

児童クラブ事業推進

課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減171

児童館事業

の充実
⇒　整理番号055　参照

児童クラブ事業推進

課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減172

保育所等地

域子育て支

援事業

地域のすべての子育て家庭を対象に，子育て

親子の交流の場の提供や交流の促進，子育

てに関する相談，援助の実施などを行うととも

に，保育士が直接家庭を訪問して子育てに関

する相談に応じるなど，子育て家庭への支援を

充実する

○子育て家庭の交流の場の提供　　　20,649人

○子育てに関する相談・援助の実施　8,597件

○子育て及び子育て支援に関する講習などの実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1.447人

○訪問型子育て支援事業実施　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 訪問数　139世帯

　　　　相談件数（訪問・電話・健診等）　311件 ▲

【取組状況】

○新型コロナウイルスの感染状況に応じ，4，５月

は交流の場の提供を休止したが，6月より人数制

限や消毒等を行うなどの感染予防策を講じながら交

流の場の提供も再開している。体験保育やボラン

ティアの受け入れなど，一部実施を見合わせている

事業もある。

○子育て情報を掲載した子育て通信の臨時号発

行や区毎のパンフレットを作成しメール配信するな

ど，外出が少なくなった家庭へ向けての情報発信を

してきた。

○新生活様式を取り入れながら，交流の場を提供し

子育ての孤立化を防いでいきます。

○子育て情報を発信するとともに，子育てに関する

相談に応じ子育て家庭への支援を行っていきます。

運営支援課

2(2)①子育てに関する不安・負担の軽減173

幼稚園地域

子育て支援

事業

地域の子育て支援機能の充実を目的とし，子

育てに関する相談や講演会等の実施など，子

育て支援事業を行う私立幼稚園等に対して経

費の一部を補助する

○実施園数:61園

・基本事業実施園:58園

・広場事業実施園:10園（うち基本事業実施園:7

園）

○補助金交付額

・基本事業:0円

・広場事業:14,800,000円（概算）

○

【取組状況】

○前年度に引き続き，子育て中の保護者が安心

して子育てができる地域環境及び家庭環境の整

備，並びに地域子育て支援機能の充実が図られ

た。

○私立幼稚園等が実施する，地域子育て支援事

業にかかる経費に対し助成を行うことで，地域の子育

て支援機能の充実が図られました。今後も幼稚園に

よる地域子育て支援機能のさらなる充実を目指して

まいります。

認定給付課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減174

助産制度の

運営
⇒　整理番号134　参照

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課
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2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減175

母子・父子・

寡婦福祉貸

付金

母子・父子家庭及び寡婦に対し，福祉資金を

低利子または無利子で貸し付けることにより，

当該家庭の経済的自立の援助と，生活の安

定を図る

■子供家庭支援課

○貸付件数48件（8月末時点）

○今年度から外部委託する滞納債権の範囲を拡大し

た。 ○

■子供家庭支援課

【取組状況】

○法令に基づき，事務取扱要領等に則って適切な

貸付を行うことができている。

○10月に貸付の新システムを導入した。

■子供家庭支援課

○高等教育無償化等に係る対応などについて引き続

き適切に対応を図ります。

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減176

寡婦（寡

夫）控除み

なし適用

税制上の寡婦・寡夫控除が適用されない婚姻

歴のない母子家庭・父子家庭について，保育

料や各種事業の利用料金の算定にあたり，寡

婦・寡夫控除を適用したものとみなして取り扱う

ことにより，経済的負担の軽減を図る

○本市ＨＰの「ひとり親家庭支援」に「寡婦（夫）控

除みなし適用」の該当ページを公開。

○

【取組状況】

○制度の概要，対象となる本市の事業およびみな

し寡婦（夫）控除の内容をホームページに掲載す

ることで，制度を周知している。

○令和2年度税制改正に伴い、制度のあり方を整理

します。

子供家庭支援課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減177

養育費の確

保に関する

支援の推進

ひとり親家庭における養育費確保を推進するた

め，弁護士や専門相談員による相談対応を行

うほか，家庭裁判所等への同行支援や養育費

保証契約に係る保証料を助成する

○今年度より養育費保証契約保証料補助事業を実施

している。10/13時点での申請件数は5件。相談件数1

件

○専門相談員による相談対応，セミナーを実施。
○

【取組状況】

○養育費保証契約自体が近年作られた新しいサー

ビスであるため，本制度の周知に努めた。補助金の

申請～支払を適切に行うことができた。

○引き続き当市または母子家庭相談支援センターの

ホームページ，各区家庭健康課等で制度を周知して

まいります。

子供家庭支援課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減178

産婦健康診

査
⇒　整理番号145　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減179

妊婦健康診

査
⇒　整理番号148　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減180

第３子以降

小学校入学

祝金

少子化対策の推進及び子育て家庭等における

経済的負担の軽減を図るため，小学校に新た

に入学するお子さんが第3子以降の場合に，仙

台市内に住所を有する保護者に対して入学祝

金（3万円/1人）を支給する

■子供保健福祉課

○第３子以降小学校入学祝金支給実績

・対象児童数　1,112人［R元年度：1,192人］ ○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○入学祝金を支給することにより，子育て家庭等に

おける経済的負担を軽減することができた。

■子供保健福祉課

○引き続き，小学校に入学する児童の保護者に対

し，入学祝金を支給することにより，少子化対策の

推進及び子育て家庭等における経済的負担の軽減

を図ることができるよう努めてまいります。

子供保健福祉課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減181

特別児童扶

養手当支給

精神または身体に障害のある児童の養育者に

対し，特別児童扶養手当を支給することによ

り，児童の福祉の増進を図る

■子供保健福祉課

○特別児童扶養手当支給実績

・延児童数（1級及び2級の合計）9,408人［R元年

度：22,372人］

・受給者数　1,835人［R元年度：1,818人］

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○特別児童扶養手当を支給することにより，心身

に障害がある児童の福祉の増進を図ることができ

た。

○申請に基づき，法令等に則って適切な支給を行

うことができた。

○新型コロナウイルス感染症の影響に伴う障害認

定期間の延長について，市HPへの情報掲載や，

対象受給者へチラシを配布することで，周知を図る

ことができた。

■子供保健福祉課

○心身に障害がある児童を監護養育している方に，

対象児童の福祉の増進を図るための適切な支給を

行うことができました。

○様々なケースにおける申請について，その都度，

根拠となる法令等の確認を行うことで，引き続き平

等な手当の支給が実施できるよう努めて参ります。

子供保健福祉課，

各区保育給付課，

各総合支所保健福

祉課
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2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減182

未熟児養育

医療給付

入院を必要とする2,000グラム以下等の未熟

児に対し，生後すみやかに適切な処置を講じる

ことで，出生児の健康を保持・増進することを

目的として，必要な医療の給付を行う

■子供保健福祉課

○給付実人員：135人［R元年度：241人］

○給付額：39,296千円［R元年度：66,945千

円］ ○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○必要な医療の給付を行うことにより，出生児の健

康を保持・増進することができた。

■子供保健福祉課

○必要な医療の給付を行うことができました。

○引き続き，必要な医療の給付を行っていきます。

子供保健福祉課，

各区保育給付課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減183

自立支援医

療費（育成

医療）支給

身体上の障害のある児童，または，現存する

疾病を放置すると障害を残すと認められる児童

で，確実な治療効果が期待できる場合に，そ

の障害の除去もしくは軽減を図るために，必要

な医療費の支給を行う

■子供保健福祉課

○給付実人員：147人［R元年度：345人］

○給付額：1,098千円［R元年度：6,982千円］

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○必要な医療費の支給を行うことにより，身体上の

障害のある児童等の障害の除去等を図ることができ

た。

○新型コロナウイルス感染症の影響に伴う受給者

証の有効期間の延長について，市HPへの情報掲

載や，対象受給者へチラシを配布することで，周

知を図ることができた。

■子供保健福祉課

○必要な医療費の支給を行うことができました。

○引き続き，必要な医療費の支給を行っていきま

す。

子供保健福祉課，

各区保育給付課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減184

小児慢性特

定疾病対策

事業

児童の健全育成を目的として，厚生労働省告

示により定める慢性疾病にかかっている18歳未

満の児童に，保険診療の自己負担分に対する

医療費の支給を行う

■子供保健福祉課

○給付実人員：1,478人［R元年度：1,389人］

○給付額：151,537千円［R元年度：311,965千

円］
○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○医療費の支給を行うことにより，児童の健全育

成に資することができた。

○新型コロナウイルス感染症の影響に伴う受給者

証の有効期間の延長について，市HPへの情報掲

載や，対象受給者へチラシを配布することで，周

知を図ることができた。

■子供保健福祉課

○必要な医療費の支給を行うことができました。

○引き続き，必要な医療費の支給を行っていきま

す。

子供保健福祉課，

各区保育給付課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減185

児童手当支

給

家庭等における生活の安定に寄与するととも

に，次代の社会を担う児童のすこやかな成長に

資することを目的とし，中学校修了前の児童を

養育し，仙台市内に住所を有する者等に手当

を支給する

■子供保健福祉課

○児童手当（特例給付）支給実績

・延べ児童数：491,971人

・受給者数　：76,427人

　　　　　　　　　　　　　　〔令和２年９月30日〕現在

［令和元年度］

・延べ児童数：1,478,393人

・受給者数　：74,356人

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○申請に基づき，法令等に則って適切な支給を

行っている。

■子供保健福祉課

○様々なケースにおける申請について，その都度，

根拠となる法令等の確認を行うことで，引き続き平

等な手当の支給が実施できるよう努めて参ります。

子供保健福祉課,

各区保険年金課,

宮城総合支所保険

年金課,

秋保総合支所保健

福祉課
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2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減186

特定不妊治

療費助成事

業

不妊治療の経済的負担の軽減を図ることを目

的に，医療保険が適用されず，高額の医療費

がかかる配偶者間の特定の不妊治療に要する

費用の一部を助成する

■子供保健福祉課

○申請件数

・延べ件数:210件[1,220件]

・実件数:184件[809件]

※制度内容

1回の治療につき15万円（治療法C，Fについては7万

5千円）を助成額の上限とする。

※平成28年1月の制度改正により，初回の治療に限り

30万円を助成額の上限とし（治療法C,Fは除く），男

性不妊治療についても，15万円を上限に助成すること

とした。

※平成30年度より，2回目の治療（C，Fを除く）につ

いて，助成額の上限を20万円に引き上げた。

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○治療にかかる負担の軽減を図ることができた。

○新型コロナウイルス感染症の影響に伴う運用の変

更について，市HPへの情報掲載や，区・総合支

所窓口及び指定医療機関へ制度周知のチラシを

配布することで，周知を図ることができた。

【事業に対する客観的意見・評価】

○医療保険が適用されず，高額の医療費がかかる

配偶者間の特定の不妊治療に要する費用の一部

を助成することにより，不妊治療にかかる経済的負

担の軽減に寄与していると考えられる。

■子供保健福祉課

○引き続き，指定医療機関を通じた制度周知や，

チラシやホームページ等の活用により，広報に努めま

す。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減187

子ども医療

費助成

子どもを持つ家庭の経済的負担を軽減し，子ど

もの健康維持と福祉の増進を図るため，子ども

にかかる医療費のうち，保険診療による自己負

担分の全部または一部を助成する

より幅広い子育て家庭の経済的負担を軽減す

るため，所得制限基準の緩和を進める

■子供保健福祉課

・助成対象者数(月平均）：111,641人【113,166

人】

・助成件数：709,703件【1,854,398件】

・助成金額：1,295,877千円【3,330,889千円】 ○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○申請に基づき，規則等に則って適切な助成を

行っている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○子育て家庭の経済的負担の軽減，子どもの健

康維持・福祉の増進に寄与していると考えられる。

■子供保健福祉課

○様々なケースにおける申請について，その都度，

根拠となる規則等の確認を行うことで，引き続き平

等な助成が実施できるよう努めて参ります。

子供保健福祉課,

各区保険年金課,

宮城総合支所保険

年金課,

秋保総合支所保健

福祉課
※令和3年1月からは

各区保育給付課

宮城総合支所保健福祉

課、秋保総合支所保健

福祉課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減188

児童扶養手

当支給

ひとり親家庭における児童の養育者に対し，児

童扶養手当を支給することにより，当該家庭の

生活の安定と自立の促進に寄与し，児童の福

祉の増進を図る

■子供保健福祉課

受給者数

・母子　7,247人［Ｒ元年度：6,933人］

・父子　307人［Ｒ元年度：270人］

・養育者　24人［Ｒ元年度：28人］

　計　7,578人［Ｒ元年度：7,231人］

（令和2年9月30日現在）

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○申請に基づき，法令等に則って適切な支給を

行っている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○児童扶養手当を支給することにより，ひとり親家

庭の生活の安定と自立の促進に寄与することができ

た。

■子供保健福祉課

○様々なケースにおける申請について，その都度，

根拠となる法令等の確認を行うことで，引き続き平

等な手当の支給が実施できるよう努めてまいります。

子供保健福祉課，

各区保育給付課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減189

母子・父子

家庭医療費

助成

母子・父子家庭の経済的負担を軽減し，福祉

の増進を図るため，母子家庭の母と児童，父

子家庭の父と児童及び父母のない児童にかか

る医療費のうち，保険診療による自己負担分

の一部を助成する

■子供保健福祉課

・助成対象者数(月平均）：13,426人【13,088人】

・助成件数：28,105件【59,784件】

・助成金額：79,933千円【161,561千円】

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○申請に基づき，規則等に則って適切な助成を

行っている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○母子・父子家庭の経済的負担の軽減，健康維

持・福祉の増進に寄与していると考えられる。

■子供保健福祉課

○様々なケースにおける申請について，その都度，

根拠となる規則等の確認を行うことで，引き続き平

等な助成が実施できるよう努めて参ります。

子供保健福祉課,

各区保険年金課,

宮城総合支所保険

年金課,

秋保総合支所保健

福祉課
※令和3年1月からは

各区保育給付課

宮城総合支所保健福祉

課、秋保総合支所保健

福祉課
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今後の取組 担当課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減190

家庭ごみ等

ごみ処理手

数料減免

満１歳までの新生児の養育者に対して，家庭

ごみ指定袋(中サイズ）を50枚配付することに

より育児支援を行う

○申請に基づき，4,585人の新生児の養育者に対し

て，指定ごみ袋を配布した。

・支給人数(10月末実績)

　　4,585人　【4,574人】
○

【取組状況】

○申請に基づき，4,585人の新生児の養育者に

対して，指定ごみ袋を配布した。　

○支給対象者へ指定ごみ袋を配付することで，育児

支援に貢献することができました。

○各区家庭健康課等と連携しながら制度の周知を

行うとともに，支給率の向上に努めます。

家庭ごみ減量課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減191

就学援助 経済的理由により就学が困難な小・中・中等教

育（前期課程）学校児童生徒の保護者に対

し，給食費や学用品費等を援助する

○新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ，申請期

間や審査について可能な限り柔軟に対応した。

○

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症の影響により，就学が

困難な世帯における保護者負担の軽減につなげる

ことができた。

○今後とも，新型コロナウイルス感染症の影響によ

り，収入（又は所得）が大きく減少した世帯に対

し，柔軟に対応していきます。

○今後とも，引き続き保護者への通知徹底，他自

治体との情報交換により，適切な制度運用を図りま

す。

学事課

2(2)②子育てに要する経済的負担の軽減192

子育て世帯

の市営住宅

の優先入居

教育費等の経済的負担の大きい子育て世帯を

積極的に支援し，高齢化が進行する市営住

宅団地のコミュニティの活性化を図るため，市営

住宅への入居者募集にあたり，定期募集にお

いて，子育て世帯への抽選優遇措置を図るとと

もに，定期募集とは別に，子育て世帯を対象

にした募集を実施する

○優先入居世帯数　16世帯【51世帯】

・令和２年度は定期募集年4回，子育て世帯対象募

集を年2回実施予定。

・実施済みの募集について，定期募集（１回）では子

育て世帯からの申込みが29件あり，そのうち3世帯が入

居。また，別枠での子育て世帯を対象とした募集（１

回）では，13世帯が入居。

・令和２年度までの累計で，705世帯が入居。

○

【取組状況】

○子育て世帯を対象とした募集回数は，過年度と

同様，年２回を予定しており，計画どおりに進展し

ている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○実施済みの子育て世帯向け募集１回・63戸募

集に対して245世帯からの申込があった。（令和元

年度２回・102戸募集に対して523世帯の申込）

○今後も，子育て世帯に配慮した施策を，関係局

と協議しつつ，検討してまいります。

市営住宅管理課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実193

のびすく運営

⇒　整理番号161　参照

子供未来局総務課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実194

のびすくにお

ける父親の

子育て力向

上支援

父親の子育て力の向上に資するため，のびすく

（子育てふれあいプラザ等）において，助産師

等による両親教室や育児講座を開催する

（令和2年8月末時点）

○実施回数：3回

[内訳]のびすく仙台  : 1回

　　　　のびすく宮城野: 1回

　　　　のびすく泉中央: 1回 ▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症の影響により，イベント

事業の見送りや例年よりも少ない人数で開催するな

どコロナ禍に配慮した開催状況となっている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○父子参加の事業も人気が高く，父親の育児参

加に寄与している。

○父親の育児参加のきっかけとなり，その推進に寄

与していることが伺えます。

○今後も，父と子がより関わり合えるような講座を，

のびすく全館で定期的に実施できるように努めます。

子供未来局総務課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実195

のびすくにお

ける専門の

相談員の配

置

のびすく（子育てふれあいプラザ等）に，専門

の相談員「のびすく子育てコーディネーター(のこ

こ)」を配置し，保育サービスや子育て支援に関

するきめ細かな情報提供や相談支援を行うとと

もに，地域の子育て支援者等と連携を図ること

により，子育て家庭の状況に応じた適切なサー

ビス利用や支援につなげ，子育てに対する不安

や負担の軽減を図る

（令和2年8月末時点）

相談件数：684件

・のびすく仙台　 　146件

・のびすく宮城野　 137件

・のびすく若林  　　83件

・のびすく長町南 　 98件

・のびすく泉中央　　220件

○

【取組状況】

○対面や電話での相談を受けている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○休館中にも電話での相談が多く寄せられるなど，

子育て家庭の子育てに対する不安や負担の軽減に

つなげることができた。

○広報を強化し，事業の周知に努めます。

○相談員のさらなるスキルアップのため，スーパーバイ

ズを実施します。

子供未来局総務課
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事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実196

電子メール

による子育

て情報発信

乳幼児健康診査，各種教室，のびすく（子

育てふれあいプラザ等）の情報など，子育て支

援にかかるさまざまな情報について，メールアドレ

スを登録した方に対して電子メールにより発信す

る

■子供未来局総務課

○子育て情報のお知らせ利用者数　3,659人〔令和2

年度8月〕現在

○

■子供未来局総務課

【取組状況】

○電子メールの配信により，子育て支援にかかる

様々な情報について，タイムリーに伝えることができ

た。

【事業に対する客観的意見・評価】

○令和2年3月利用者数3,467人対し，192人

利用者数が増加しており，一定の需要がある。

■子供未来局総務課

○令和元年度と比べ，利用者数も増加し，情報を

必要とする多くの方に子育て支援にかかる様々な情

報を伝えることができました。今後も，適宜必要な情

報発信ができるよう，継続して取り組みを進めていき

ます。

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実197

子育てに関

する情報発

信の充実

専用ホームページやスマートフォン向けアプリの開

発等により，本市における子育てに関する情報

を総合的に発信し，必要とする人に効果的に

届けるための情報発信の充実を図る

○専用ホームページやスマートフォン向けアプリの開発等

に向け，事業者を選定。令和2年度内に運用開始とな

るよう，ポータルサイトおよびアプリの開発を進めている。

○

【取組状況】

○ポータルサイトおよびアプリの開発に向け，事業者

の公募・選定を行い，おおむね順調に進行してい

る。

○子育てに関する情報の充実を図るため，利活用し

やすいポータルサイト・アプリの構築について事業者と

協議を進め，令和2年度内の運用開始を目指しま

す。

子供未来局総務課

（子育て応援プロ

ジェクト推進担当）

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実198

子ども家庭

応援セン

ター

⇒　整理番号080　参照

子供未来局総務

課,

子供家庭支援課,

子供保健福祉課,

認定給付課,

各区家庭健康課,

各区保育給付課,

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実199

新生児等訪

問指導（エ

ジンバラ産

後うつ病質

問票の全数

実施）

⇒　整理番号088　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実200

多胎児等を

育てる保護

者のための

育児サーク

ル等支援

⇒　整理番号094　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実201

不妊・不育

専門相談セ

ンター事業 ⇒　整理番号146　参照

子供保健福祉課
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事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実202

区役所等に

おける発達

相談の機能

強化

⇒　整理番号147　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実203

子供家庭総

合相談事業

⇒　整理番号081　参照

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実204

母親教室・

両親教室の

充実
⇒　整理番号169　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実205

祖父母手帳

の配布

子育て世代と祖父母世代がお互いに育児につ

いての理解を深め，ともに楽しく育児に向き合う

きっかけとなることを目的として，「祖父母手帳」

を配布する

■子供保健福祉課

祖父母手帳発行数：　年度末に集計［令和元年

度：5,100冊］

○

■子供保健福祉課

【取組状況】

○育児の方法や考え方が時代とともに変化する

中，子育て中の父母世代と祖父母世代がお互い

に育児についての理解を深め，ともに楽しく育児に

向き合うきっかけとなることを目的として，祖父母手

帳を発行した。

■子供保健福祉課

○子どもたちの健やかな成長のために，今後も引き続

き，祖父母手帳について啓発を図っていきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実206

産後の助産

師等による

相談事業

（せんだい

助産師サロ

ン）

⇒　整理番号151　参照

子供保健福祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実207

3～4か月

児育児教室

子どもが健康に育つための望ましい育児環境づく

りを目的に，育児に関する相談に応じ，問題

解決能力を高める

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令和2

年3月から中止し，対象者に教室で配布する資料の送

付や電話での相談対応等を行っている。再開時期未

定。

・年間開催件数　年度末に集計【208回】

・参加者数　　年度末に集計【6,370人】

▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○3～4か月の乳児とその母親等保護者を対象とし

た，保護者同士の交流や保健指導・相談を行う教

室であり，3密を避けて実施することが難しいことか

ら，再開時期は未定である。

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症対策の上で再開する方

法を検討していきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実207

3～4か月

児育児教室

子どもが健康に育つための望ましい育児環境づく

りを目的に，育児に関する相談に応じ，問題

解決能力を高める

■青葉区

○3～4か月児育児教室対象者に資料送付　741部

○3～4か月児育児教室対象者に電話，面接，訪問

を実施　238件

（令和2.8月末現在） ▲

■青葉区

【取組状況】

○3～4か月児育児教室は中止としたが，必要時

支援が必要な方にはタイムリーに支援を行うことがで

きた。令和2.8月からは3～4か月児育児教室対象

者に全件電話がけを行っており，育児相談に応じて

いる。

○状況確認時，保護者には他事業や相談先を紹

介し，育児不安等の解消に努めた。

■青葉区

○引き続き3～4か月児育児教室対象者の状況確

認に努め，育児相談に応じていきます。

○育児相談時には，他事業や相談先の紹介を行

い，保護者の問題解決能力の向上に努めます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実207

3～4か月

児育児教室

子どもが健康に育つための望ましい育児環境づく

りを目的に，育児に関する相談に応じ，問題

解決能力を高める

■宮城総合支所

○新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

▲

■宮城総合支所

【取組状況】

○中止に伴い，全ての対象者へ電話による相談機

会を提供し，保護者等の希望に応じて保健師，

栄養士等による個別相談を実施している。

■宮城総合支所

○今後も，全ての対象者へ電話による相談機会を

提供し，保護者等の希望に応じて保健師，栄養士

等による個別相談を実施していきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実207

3～4か月

児育児教室

子どもが健康に育つための望ましい育児環境づく

りを目的に，育児に関する相談に応じ，問題

解決能力を高める

■宮城野区

○新型コロナ感染症に対する保護者の不安を背景に、

区役所での実施を控えており、代替として対象者全数へ

の電話フォローと必要時には訪問を行っている。 ▲

■宮城野区

○電話に対する保護者の反応は良好で、育児につ

いての相談の機会として有効である。

■宮城野区

○今後も引き続き全対象者に電話フォローを行い、

育児不安の解消等に努めます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実207

3～4か月

児育児教室

子どもが健康に育つための望ましい育児環境づく

りを目的に，育児に関する相談に応じ，問題

解決能力を高める

■若林区

○新型コロナウイルス感染症のため現在は中止してい

る。 ▲

■若林区

【取組状況】

○教室で使用していた資料を送り，個別での相談

を受け付けている。状況によって，電話や訪問で状

況を伺っている。

■若林区

○来所や電話，訪問での個別の相談を継続して受

け付けていきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実207

3～4か月

児育児教室

子どもが健康に育つための望ましい育児環境づく

りを目的に，育児に関する相談に応じ，問題

解決能力を高める

■太白区

○新型コロナウィルス感染症拡大防止のため開催中止

となり，719人へ資料の郵送と電話での育児相談を実

施した。(令和2.8月末時点）

　開催0回　　電話育児相談：646人（89.8％）

　〔開催49回　1,640人（参加率：88.9％）］　

▲

■太白区　

【取組状況】　

○新型コロナウィルス感染症拡大防止のため開催

中止となり，資料の郵送と電話での育児相談を実

施し，子育て家庭への不安軽減をすることや，必

要な方の継続支援に繋げることができた。

■太白区

○今後も育児相談が開催できない期間は，対象者

へ資料送付と電話相談を行い，育児不安の軽減や

母子が地域資源につながることができるように支援を

進めてまいります。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実207

3～4か月

児育児教室

子どもが健康に育つための望ましい育児環境づく

りを目的に，育児に関する相談に応じ，問題

解決能力を高める

■秋保総合支所

○実施なし（新型コロナウイルス感染症の影響により，

3回中止）

▲

■秋保総合支所

【取組状況】

○集団指導や母親同士の交流を実施することがで

きないが，対象者には個別に電話や訪問により，

状況確認や情報提供などを行い，支援することが

できている。

■秋保総合支所

○育児教室が中止される期間中，対象者には個別

に電話や訪問により，状況確認や情報提供などを行

い，支援を実施します。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実207

3～4か月

児育児教室

子どもが健康に育つための望ましい育児環境づく

りを目的に，育児に関する相談に応じ，問題

解決能力を高める

■泉区

○新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため，令和

2.3月以降に開催予定であった教室を中止とした。

▲

■泉区

【取組状況】

○事業対象者へ中止案内と教室で配布する資料

を送付している。

○電話による個別対応にて育児相談と養育確認を

実施し，必要なケースを継続支援に繋げている。

■泉区

○現状，従来の目的・方法での事業再開は難しい

ため，中止期間中は電話等による個別対応と資料

送付を継続します。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実208

離乳食教室 乳幼児の食習慣づくりの基礎となる時期に，発

達段階に応じた離乳食の進め方についての講

話や保健指導を行うとともに，子育て世代にお

ける食生活及び朝食摂取とその内容の充実の

重要性について啓発する

また，保護者同士の情報交換により，地域で

のつながりを持つ機会とする

■子供保健福祉課

○各区・総合支所にて実施

年間4回開催［60回］

　　  17人参加[1,177人]

個別相談6件[320件]
▲

■子供保健福祉課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，当

面の間，開催を中止していたが，感染予防策を講

じ教室を再開している。

■子供保健福祉課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，開催

を中止していましたが，感染予防策を講じて再開しま

した。状況を注視しながら，感染予防に努め，引き

続き実施してまいります。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実208

離乳食教室 乳幼児の食習慣づくりの基礎となる時期に，発

達段階に応じた離乳食の進め方についての講

話や保健指導を行うとともに，子育て世代にお

ける食生活及び朝食摂取とその内容の充実の

重要性について啓発する

また，保護者同士の情報交換により，地域で

のつながりを持つ機会とする

■青葉区

○新型コロナウイルス感染拡大防止の為，4月～7月ま

で開催を中止。8月から再開している。【令和2年8月末

時点：1回開催，参加者7組】

▲

■青葉区

【取組状況】

○4月～7月までの中止期間，教室参加申込み

者に対し資料を送付。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の為，教室

時間を短縮し，講話内容を見直した。それに伴

い，使用媒体や資料等を新たに作成し，内容の

充実を図った。

【事業に対する客観的意見・評価】

○参加者へのアンケートの結果，「参考になった」

「やや参考になった」と回答した割合が100％であり

満足度は高い。しかし，昨年度より「やや参考に

なった」と回答する方の割合が増えている。これは，

新型コロナウイルス感染症対策でグループワークを中

止としており，母親同士のやりとりが減少したためと

思われる。

■青葉区

○コロナ渦でも，離乳食の悩みに寄り添う支援は求

められているため，感染症対策を徹底していることを

広報等で周知し，参加者が安心して参加できるよう

図っていきます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実208

離乳食教室 乳幼児の食習慣づくりの基礎となる時期に，発

達段階に応じた離乳食の進め方についての講

話や保健指導を行うとともに，子育て世代にお

ける食生活及び朝食摂取とその内容の充実の

重要性について啓発する

また，保護者同士の情報交換により，地域で

のつながりを持つ機会とする

■宮城総合支所

○1回開催　4組参加【令和元5回，64組参加】

▲

■宮城総合支所

【取組状況】

○新型コロナウィルス感染拡大防止の為一部中

止。実施方法を変更し7月より再開。

○中止期間においても，参加希望者への資料送

付，電話での相談等を実施。

【事業に対する客観的意見・評価】

○講話や個別相談により，離乳食の進め方につい

ての疑問や不安が解消した，との声が寄せられてい

る。

■宮城総合支所

○講話は，たんぱく質性食品の進め方や，大人の

食事からの取り分けなど，対象月齢の方が躓くことが

多い内容で，疑問や悩みの解消につながっています。

今後も，新型コロナウィルス感染症の流行状況に応

じて，教室の開催や相談機会の確保を継続していき

ます。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実208

離乳食教室 乳幼児の食習慣づくりの基礎となる時期に，発

達段階に応じた離乳食の進め方についての講

話や保健指導を行うとともに，子育て世代にお

ける食生活及び朝食摂取とその内容の充実の

重要性について啓発する

また，保護者同士の情報交換により，地域で

のつながりを持つ機会とする

■宮城野区

○新型コロナウイルス感染拡大防止の為，4月～9月ま

で開催を中止。

   問い合わせ等があった希望者には, 資料送付と電話

での相談実施。
▲

■宮城野区

○4月～９月までの中止期間，教室参加申込み

者に対し資料を送付。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の為，教室

時間を短縮し，講話内容を見直した。

■宮城野区

○10月より定員を減らし、時間短縮等新型コロナウ

イルス感染症予防対策を行い実施する予定です。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実208

離乳食教室 乳幼児の食習慣づくりの基礎となる時期に，発

達段階に応じた離乳食の進め方についての講

話や保健指導を行うとともに，子育て世代にお

ける食生活及び朝食摂取とその内容の充実の

重要性について啓発する

また，保護者同士の情報交換により，地域で

のつながりを持つ機会とする

■若林区

○４～9月まで中止

▲

■若林区

【取組状況】

○4～9月まで中止

○問い合わせ等があった希望者には，資料送付と

訪問栄養相談案内

【事業に対する客観的意見・評価】

○中止中、離乳食教室に関する問い合わせが48

件あり，そのほとんどの方が資料送付を希望された。

■若林区

○10月より，参加人数の制限，時間を短縮等新

型コロナウイルス感染防止対策を行い，月1回実施

予定。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実208

離乳食教室 乳幼児の食習慣づくりの基礎となる時期に，発

達段階に応じた離乳食の進め方についての講

話や保健指導を行うとともに，子育て世代にお

ける食生活及び朝食摂取とその内容の充実の

重要性について啓発する

また，保護者同士の情報交換により，地域で

のつながりを持つ機会とする

■太白区

○新型コロナウィルス感染症拡大防止のため，４月～

８月中止。

○9月から再開　開催1回　6組参加

〔開催11回　239組参加〕

○

■太白区

【取組状況】

○新型コロナウィルス感染症拡大防止のため，４

月～８月中止としたため，参加希望者へは教室で

使用する資料を送付した。

○教室で紹介している離乳食レシピをせんだい

Tubeで配信した。

○9月から感染予防対策を講じて教室を再開し，

時間短縮，2クール開催。

【事業に対する客観的意見・評価】

○離乳食のレシピをせんだいTubeで配信すること

で，実践につながる情報提供ができていると思われ

る。

○講話やデモンストレーションにより，離乳食の進め

方や歯磨きの疑問や不安が解消したとのアンケート

結果が多かった。

■太白区

○新型コロナウイルス感染症対策を講じながら，参

加者がわかりやすく，離乳食を進められるように支援

してまいります。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実208

離乳食教室 乳幼児の食習慣づくりの基礎となる時期に，発

達段階に応じた離乳食の進め方についての講

話や保健指導を行うとともに，子育て世代にお

ける食生活及び朝食摂取とその内容の充実の

重要性について啓発する

また，保護者同士の情報交換により，地域で

のつながりを持つ機会とする

■泉区

○1回開催　令和2年10月30日再開

※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため，令和2

年3月～令和2年9月まで開催を休止していた。
▲

■泉区

【取組状況】

○10月より新型コロナウイルス感染症の対策を講じ

た内容に変更し再開。

○対象月齢，定員，内容を変更し開催。

■泉区

○評価が高かったグループワークを新型コロナウイルス

感染症対策で実施しないよう変更したため，講話内

容や実演の見せ方等を工夫し，満足度を高める内

容となるよう検討してまいります。

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実209

児童館地域

子育て支援

事業 ⇒　整理番号068　参照

児童クラブ事業推進

課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実210

青少年相談

⇒　整理番号117　参照

子供相談支援セン

ター
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実211

子育て何で

も相談

子育てに関する悩みや不安について，電話・面

接・メールで幅広い相談に対応し，家庭での子

育てを支援する

また，相談の内容により必要に応じて専門機関

を紹介する

○対象の市民に電話相談を促すためのカード「子育て

何でも電話相談カード」を作成し，配布した（95,000

部）［令和元年度：50,000部］。コロナの影響によ

り，悩みや不安を抱え家に居る保護者からの相談が入

りやすくなるよう，カードの配布を例年より2ヵ月程前倒

し，4月中に完了した。

○0歳児の母親からの子育て不安に関する電話相談や

メール相談が比較的多く入り，9月末現在子育て何で

も電話相談が657件［令和元年度：686件］，子

育て相談面接が8件［令和元年度：9件］，メール

相談が78件［令和元年度：33件］となった。

○

【取組状況】

○例年以上に配布数を増やし，4月末までに配布

を完了した子育て何でも電話相談カードにより，6

月以降は例年同時期と同水準まで戻っている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○匿名の相談電話である性質上，相談者が待つ

ことなく気軽に電話ができるため，継続相談者も複

数おり，20分程度の短時間での相談が多い。その

ため，年度途中であるが，前年度と同程度の相談

件数があり，相談のニーズが高まっている。

○面接相談やメール相談については，継続的にケー

スと関わっていけるよう，当センターより積極的に相談

を働きかけていきたいと思います。

○相談者のニーズに合わせて，継続相談や訪問での

相談も取り入れていき，子育てに不安を抱える保護

者に寄り添って支援を行っていきます。

子供相談支援セン

ター

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実212

子育て市民

セミナー

子どもの成長や親の役割，青少年の抱える諸

問題について，大学教授などの専門家によるセ

ミナーを開催し，子育てや青少年健全育成の

啓発を図る

○乳幼児の保護者を対象とした無料託児付の子育てセ

ミナー開催を10月に予定し，定員15名のところ、それを

上回る17名の申し込みがあった。当日は14名の市民が

参加し、子どもの発達や育児について学んだ。［令和元

年度：1回実施12名参加］

○子育て家族の保護者や支援者を対象とした市民セミ

ナー「子育てに生かす家族のコミュニケーション」は，会場

を市役所8階ホールに移し，定員を100名とした。第1

回目と2回目は合わせて136名が参加した。［令和元

年度：3回実施191名参加］

○例年6月に開催している青少年の支援者向けの市民

セミナー「思春期の子供の理解」は，新型コロナウィルス

感染症の影響により，令和2年度の実施を見送った。

［令和元年度：3回実施137名参加］

▲

【取組状況】

○10月5日実施の子育てセミナーは「ストレスに負けない、安心の

子育て」というテーマで実施。講話の最後には講師が個別の質問

にも対応する内容で、参加者の育児ストレスの軽減に寄与するも

のであった。また託児付きの実施としたことで乳幼児の子育てに不

安を抱える保護者が参加しやすいものとなった。

○市民セミナー「思春期の子供の理解」は，新型コロナウィルス感

染症の影響により，令和2年度の実施を見送ったが，予定してい

た3講師には，来年度の講師依頼について内諾を得ている。テー

マは「家族療法」「不登校」「ＳＮＳ・スマホ」となっている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○各セミナーへの参加者が近年増加傾向にあり，アンケートにも

広い会場での開催の要望もあったため，市民セミナーにおいては年

度当初より市役所8階ホールを検討していた。開催に当たり，これ

まで会場キャパシティにより参加をお断りしていた方々も受け入れる

ことが可能となり，より多くの市民の参加を受け入れられるように

なった。

○令和2年度は例年６月に開催している「思春期の

子供の理解」のセミナー開催を中止しましたが，新型

コロナウイルス感染症による家庭環境への影響も大き

いものであると推測するため，R3年度開催に向け，

内容の検討を図っていきます。

○10月開催のセミナーも含め，子育て家庭の支援・

応援に寄与することができました。今後も，引き続き

啓発を図っていきます。

子供相談支援セン

ター

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実213

保育所にお

ける食育推

進事業
⇒　整理番号027　参照

運営支援課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実214

保育所等地

域子育て支

援事業 ⇒　整理番号172　参照

運営支援課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実215

区役所等に

おける利用

者支援事業

区役所等に保育サービス相談員を配置し，保

育サービス等に関するきめ細かな情報提供や相

談支援を行い，保護者の希望や家庭状況に

応じた適切なサービス利用につなげる

また，保育所の地域子育て支援センター等に

出向いての相談対応や，地域の子育て支援の

従事者等との連携により，多様化する保育ニー

ズに関する相談等の対応を図る

○相談件数：2,641件【2,606件】

○訪問件数：7件【125件】

※いずれも8月末時点実績

※【】内は前年同時期実績

▲

【取組状況】

○相談事業については，保護者のニーズに対する

相談支援や，よりきめ細かな情報提供を実施し，

保育サービス利用へとつなげることができた。

○出張相談業務については，新型コロナウイルス感

染症の感染拡大を受け，当初予定していた出張

相談を取りやめたことから，相談件数が減少してい

る。

【事業に対する客観的意見・評価】

○相談事業については，来庁による相談件数が減

少している一方，電話による相談件数が増加して

いる。

○出張相談業務については，新型コロナウイルス感

染症の感染拡大を受け，訪問件数が著しく減少し

ている。

○今後も新型コロナウイルス感染症の感染状況を注

視しつつ，きめ細かな情報提供の継続，必要最小

限の出張相談の取組みを進めてまいります。

認定給付課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実216

幼稚園地域

子育て支援

事業
⇒　整理番号173　参照

認定給付課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実217

親子こころの

相談室運営 ⇒　整理番号097　参照

児童相談所保護支

援課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実218

適応指導事

業（「児遊

の杜」「杜の

ひろば」の運

営）

⇒　整理番号115　参照

教育相談課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実219

家庭教育の

推進

家庭教育の重要性についての認識を促すた

め，子どもの基礎的資質や能力を形成する上

で必要な事項に関する講座の実施や，栄養士

等を講師とした食育に関する講話や調理実習

を行う講座，携帯電話・インターネットの安全性

についての普及啓発などを実施する

○就学時健康診断等の機会を利用した「子育て講座」の実

施

・就学時健康診断や入学説明会の待ち時間を活用して，

保護者に対し，子育てについての講座を実施予定。

　実施校：99校【112校】

　参加人数：年度末集計【8,361人】

○「親子食育講座」の実施

・子どもの基本的生活習慣の確立と生活リズム改善を目的と

して，小学校とその保護者を対象とし，栄養士等を講師とし

た「食育」に関する講話と，調理実習を内容とする講座を開

催予定。

　実施校：28校【42校】

　延べ参加人数：年度末集計【2,562人】

○携帯電話・インターネット講座の実施

・インターネット上のいじめや有害情報へのアクセスなどから子ど

もたちを守るため，新中学生の保護者向けにインターネットの

安心・安全利用についての啓発を行う講座の開催や，HPの

作成を予定。

　講座実施数：年度末集計【46校】

▲

【取組状況】

○就学時健康診断等の機会を利用した「子育て講座」の実

施

・就学時健康診断等，全ての保護者が参加する場において

講座を実施することにより，子どもの成長に係る家庭教育の

重要性について保護者が考える機会を効果的に提供する予

定だが，新型コロナウイルス感染症の影響により，予定通り

の実施が困難である。

○「親子食育講座」の実施

・親子を対象とした，食に関する講話や調理実習を行う講座

の開催を通して，家庭での正しい食習慣づくりを促進する予

定だが，新型コロナウイルス感染症の影響により，予定通り

の実施が困難である。

○携帯電話・インターネット講座の実施

・中学生の保護者を対象とし，携帯電話やインターネットの

安全・安心な利用のための啓発を行う予定だが，新型コロナ

ウイルス感染症の影響により，予定通りの実施が困難であ

る。

【事業に対する客観的意見・評価】

○講座の参加者から，「子どもとの接し方を見直すいい機会

となった」と好評を得ました。

○就学時健康診断等の機会を利用した「子育て講座」の実施

・新型コロナウイルス感染症対策をしっかりとした上で，実施す

るか否かは各小学校の判断となりますが，就学時健康診断, 

入学説明会等の機会にも拡充することによって，実施校を増

やしてきました。今後も各小学校の実情にあった形での実施が

可能になるよう，事業の改善を図ることによって，さらに実施校

を広げ，本事業を推進していきます。

○「親子食育講座」の実施

・「早寝・早起き・朝食・あいさつ」など子どもの基本的生活習慣

を確立し，生活リズムを改善することを目的に，実施希望団

体を募って実施していきます。本講座の実施方法等について，

適切な情報提供等を行うことによって，実施団体の支援に努

めるとともに，実施団体をさらに広げるため，PTAや社会学級

が集まる色々な機会で講座のPRに努めます。

○携帯電話・インターネットの講座の実施

・各中学校やPTAに対する講座開催の呼びかけやHPでの啓発

を行っていきます。

生涯学習課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実220

家庭教育推

進事業

子育て世代が育児や家庭生活について学び，

親子のふれあいを深めたりすることをねらいとする

事業を実施する

○各市民センターにおいて，子育てについて学び，親同

士の交流の機会等を提供する各種講座を開催。

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染予防対策を図りつつ，子

育てについて学び，親同士の交流の機会等を提供

することができている。

【事業に対する客観的意見・評価】

○親子のふれあいを深めるとともに,親同士が交流

し,悩みなどを分かち合いながら,学びの機会を持つこ

とができている。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じつ

つ，今後も，各市民センターにおいて継続して事業

を実施します。

生涯学習支援セン

ター
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2.妊娠期から出産・子育て期にわたる切れ目のない支援の充実

2（３）　教育・保育基盤と幼児教育・保育サービス等の充実

2(3)①教育・保育基盤の整備

2(3)①教育・保育基盤の整備221

保育所整備

事業

子育て世帯が増加し，保育需要の増加が見

込まれる地区を中心に保育所の整備創設を計

画的に進める

○令和3年度当初に，新たに1園定員100人分が開

園する予定である。

△

【取組状況】

○開園に向けて，適宜，協議を行っている。

○事業者選定後の辞退や事業の遅れ等により，

事業計画上，令和3年度当初に認可保育所で確

保することとしている定員数（350人）に対して不

足が生じている。

○令和3年度当初の開所に向けて引き続き協議・支

援を行っていく。

○令和4年度当初に開所する認可保育所の公募を

実施する。

環境整備課

2(3)①教育・保育基盤の整備222

公立保育所

の建替え・

民営化

公立の木造保育所等の建替えにあたって，地

域拠点保育所として位置付けた公立保育所に

ついては，その機能の充実に向けた検討を進め

るとともに，その他の老朽化した公立保育所に

ついては，効率的な運営と柔軟性，機動性を

より発揮できるよう，民間の力を活用して保育

所を新設する「民設民営方式」を基本とし，計

画的に推進する

■環境整備課

○老朽化した吉成保育所，鶴ケ谷保育所の令和3年

度当初の建替え・民営化に向けて保護者説明会等を

実施するとともに，引継ぎ・合同保育を開始した。

○老朽化した中田保育所の令和5年度当初の建替え・

民営化を公表し，保護者説明会を実施した。
○

■環境整備課

【取組状況】

○吉成保育所，鶴ケ谷保育所については，予定

通り進捗している。

○中田保育所についても，第1回目の保護者説明

会を開催しており，予定通り進捗している。

■環境整備課

○引き続き，円滑な移行に向けて引継ぎ・合同保育

や保護者説明会等に取り組んでいく。

運営支援課，

環境整備課

2(3)①教育・保育基盤の整備223

小規模保育

事業の設

置・運営支

援

3歳未満児を対象とした保育基盤整備の一環

として，地域の多様なスペースを活用しながら，

定員6人から19人までの比較的小規模な集団

できめ細かな保育サービスを提供する小規模保

育事業の設置を計画的に進めるとともに，施設

の巡回指導など指導・助言を行い，運営を支

援する

■運営支援課

○巡回・指導：273箇所

■環境整備課

○令和3年度当初開所分の小規模保育事業の公募を

行い，10事業，定員173人分を選定した。

■認定給付課

○令和２年度給付費実績：　　1,713,164,690円

※9月末時点

（4月～6月精算+7月～9月概算+4月～5月追

給）

▲

■運営支援課

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から

４～５月の巡回は見送り，６月から順次再開して

いる。

■環境整備課

【取組状況】

○令和3年度当初の開所に向けて，事業者の公

募・選定を行い，順調に進捗している。

■認定給付課

【取組状況】

○給付費の支払いにより安定した施設の運営を援

助することができた。

■運営支援課

○巡回訪問や電話等による相談・助言を行うことによ

り，保育施設における問題点を解決し，保育の質の

向上を図ります。

■環境整備課

○令和3年度当初の開所に向けて引き続き協議・支

援を行っていく。

■認定給付課

○給付費の支払いにより安定した施設の運営を援助

することができました。今後も引き続き施設の運営を

援助してまいります。

運営支援課，

環境整備課，

認定給付課

2(3)①教育・保育基盤の整備224

家庭的保育

事業の設

置・運営支

援

3歳未満児を対象とした保育基盤整備の一環

として，自宅等の家庭的な雰囲気の中できめ

細かな保育サービスを提供する家庭的保育事

業について，保育需要を考慮し，必要な地域

に設置するとともに，施設の巡回指導など指

導・助言を行い，運営を支援する

■運営支援課

○巡回・指導：166箇所

■環境整備課

○令和3年度当初開所分の家庭的保育事業1事業，

定員5人分を選定した。

■認定給付課

○令和２年度給付費実績：294,562,980円

※9月末時点

（4月～6月精算+7月～9月概算+4月～5月追

給）

▲

■運営支援課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から

４～５月の巡回は見送り，６月から順次再開して

いる。

■環境整備課

○令和3年度当初の開所に向けて，事業者の選

定を行い，順調に進捗している。

■認定給付課

【取組状況】

○給付費の支払いにより安定した施設の運営を援

助することができた。

■運営支援課

○巡回訪問や電話等による相談・助言を行うことによ

り，保育施設における問題点を解決し，保育の質の

向上を図ります。

■環境整備課

○令和3年度当初の事業開始に向けて，協議・支

援を行っていく。

■認定給付課

○給付費の支払いにより安定した施設の運営を援助

することができました。今後も引き続き施設の運営を

援助してまいります。

運営支援課，

環境整備課，

認定給付課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(3)①教育・保育基盤の整備225

事業所内保

育事業の設

置・運営支

援

企業等における仕事と子育ての両立支援を促

すとともに，保育環境の向上を図るため，事業

所内保育事業の設置を検討する事業者に対し

て相談対応等を行うとともに，施設の巡回指導

など指導・助言を行い，運営を支援する

■運営支援課

○巡回・指導：42箇所

■環境整備課

○令和2年10月末時点において，創設等に関する相

談は寄せられていない。

■認定給付課

○令和２年度給付費実績：　197,884,510円

※9月末時点

（4月～6月精算+7月～9月概算+4月～5月追

給）

▲

■運営支援課

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から

４～５月の巡回は見送り，６月から順次再開して

いる。

■環境整備課

【取組状況】

○創設相談が寄せられていないことから，特段の対

応は行っていない。

■認定給付課

【取組状況】

○給付費の支払いにより安定した施設の運営を援

助することができた。

■運営支援課

巡回訪問や電話等による相談・助言を行うことによ

り，保育施設における問題点を解決し，保育の質の

向上を図ります。

■環境整備課

○事業の創設を検討する事業者に対し，相談等の

対応を行っていく。

■認定給付課

○給付費の支払いにより安定した施設の運営を援助

することができました。今後も引き続き施設の運営を

援助してまいります。

運営支援課，

環境整備課，

認定給付課

2(3)①教育・保育基盤の整備226

居宅訪問型

保育事業の

設置・運営

支援

障害，疾病等により集団保育が著しく困難な

乳幼児等へ保育サービスを提供する居宅訪問

型保育事業の創設を検討する事業者に対して

相談対応等を行うとともに，指導・助言等を行

い，運営を支援する

○令和2年10月末時点において，創設等に関する相

談は寄せられていない。

○

【取組状況】

○創設相談が寄せられていないことから，特段の対

応は行っていない。

○事業の創設を検討する事業者に対し，相談等の

対応を行っていく。

運営支援課，

環境整備課，

認定給付課

2(3)①教育・保育基盤の整備227

認定こども

園整備補助
⇒　整理番号004　参照

環境整備課

2(3)①教育・保育基盤の整備228

私立幼児教

育施設運営

費等補助
⇒　整理番号005　参照

環境整備課，

認定給付課

2(3)①教育・保育基盤の整備229

幼稚園2歳

児受入れ推

進事業

多様な保育ニーズへの対応，児童福祉の向上

及び幼児教育の振興を図るため，保育を必要

とする2歳児を受け入れて保育を行う幼稚園に

対し，必要経費の一部を助成する

○実施園数:3園

○補助金交付額：630,620円（概算）

○

【取組状況】

○保育を必要とする2歳児を受け入れて保育を行う

幼稚園に対し必要経費の一部を助成し，多様な

保育ニーズへの対応や児童福祉の向上及び幼児

教育の振興を図ることができた。

○幼稚園2歳児受入れ推進事業にかかる経費に対

し助成を行うことで，多様な保育ニーズへの対応や児

童福祉の向上及び幼児教育の振興を図ることができ

ました。今後，幼稚園2歳児受入れ推進事業のさら

なる充実を目指してまいります。

認定給付課

2(3)②多様な保育サービス等の充実

2(3)②多様な保育サービス等の充実230

病児・病後

児保育事業

病気又は病気の回復期にあり，集団保育が困

難な児童で保護者の勤務の都合等のため家庭

で育児を行うことが困難な児童を対象に，小児

科医院や保育所等に付設された施設で保育を

行う

○対象施設６箇所

○利用実人数　232人　（8/31時点）

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症の影響により利用人数

は昨年度と比較し，大幅に減っている。

○事業の広報を積極的に行うなどし，引き続き安心

して市民の方に利用していただけるよう努めてまいりま

す。

子供家庭支援課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(3)②多様な保育サービス等の充実231

障害児等保

育の充実

心身に障害のある児童等が，健常児とともに育

つことを推進するため，保育の必要性があり，

集団保育が可能な障害のある児童等の受け入

れを充実する

○公立・私立保育所（園）等，合わせて611名を受

け入れている。医療的ケア児の受け入れとして公立保育

所4か所，私立保育所1か所の態勢を整備している。

○保育の中で，障害児と同等の特別な支援を要する

児童を障害児等保育の職員配置の対象としている。

○障害児等の状態が３対１の保育士配置では困難な

ケースに限り，保育所（園）からの申請を受けて，その

障害児等保育の支援の程度を確認したうえで，要領に

基づき助成を行った。

○職員の資質向上のため，保育所の巡回指導等を実

施した。

○

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症防止の観点から，巡

回は6月から開始した。

○医療的ケア児受け入れ拡充について，各関係機

関との意見交換や専門家からの助言を受け，令和

3年度からの受け入れ拡充の準備及び周知を行っ

た。

○保育所（園）の巡回訪問等を継続し，多様化

する障害児等保育に対応していきます。

○令和3年度からの医療的ケア児の受け入れ拡充に

向けて，看護師の研修や設備環境の整備を行って

いきます。

運営支援課

2(3)②多様な保育サービス等の充実232

産休明け保

育の充実

産休明けで仕事に復帰する親の支援を目的

に，生後8週を経過した乳児を受け入れる保

育サービスの実施箇所拡大を新設保育施設の

整備と合わせて推進するとともに，産休明け保

育マニュアルの提供や保健師の派遣等により，

産休明け保育実施施設を支援する

○保健師の巡回相談の希望調査の実施と訪問。

○

【取組状況】

○保健師の巡回相談を実施し，保育環境等の助

言を行い産休明け保育を実施する保育施設の支

援をした。

○引き続き保健師の巡回相談の機会を継続していき

ます。

運営支援課,

環境整備課

2(3)②多様な保育サービス等の充実233
幼稚園預か

り保育事業 ⇒　整理番号006　参照
環境整備課，

認定給付課

2(3)②多様な保育サービス等の充実234

保育所等に

おける一時

預かり事業

保護者の断続的・短時間就労や傷病，看

護，育児に伴う心理的・肉体的負担などによ

り，家庭における保育が一時・緊急的に困難と

なる児童に柔軟に対応する

○保育所・認定こども園

・延べ利用児童数：　9,038人

・実施施設数　　　　　55箇所(公立 5箇所,私立　50

箇所)

○小規模保育事業A型・B型

・延べ利用児童数　　　5,138人

・実施施設数　　　　　45施設

○家庭的保育事業・小規模保育事業C型

・延べ利用児童数　　　　85人

・実施施設数　　　　7施設

○事業所内保育事業

・延べ利用児童数　　　303人

・実施施設数　　　　　11施設

○

【取組状況】

○家庭における保育が一時的に困難となる児童に

対し，柔軟に保育サービスを提供することができた。

○実施保育所増に向けた調整を行い，保育サービ

スの拡充を図ります。特に，一般型一時預かり事業

の実施には専用スペースが必要となることから，保育

所整備に伴う拡充に努めます。

環境整備課，

認定給付課

2(3)②多様な保育サービス等の充実235

延長保育

（2時間以

上）事業

保護者の就労形態の多様化に柔軟に対応した

保育を行うため，通常の保育時間（11時

間）の前後において，2時間以上の延長保育

を実施する保育所を拡充する

○延べ利用児童数：　　3,438人

○実施施設数:　　54箇所

○

【取組状況】

○2時間以上の延長保育を行うことで，保護者の

就労形態の多様化に対応することができた。

○実施保育所増に向けた調整を行い，保育サービ

スの実施箇所の拡充に努めます。

環境整備課，

認定給付課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(3)②多様な保育サービス等の充実236

休日保育事

業

日曜・祝日等に保護者の就労等により，家庭

における保育が困難となる児童を対象とした休

日保育を実施し，子育て家庭への支援の充実

を図る

○保育所

・延べ利用児童数

　休日保育利用　　1,500人

　うち一時預かりとしての利用　　46人　

・実施施設:　9箇所

○認定こども園

・延べ利用児童数

　休日保育利用　　　126人

　うち一時預かりとしての利用　　0人　

・実施施設：　1箇所

○小規模保育事業等

・延べ利用児童数　　36人

・実施施設数　　　1施設

○事業所内保育事業等

・延べ利用児童数　　　576人

・実施施設数　　　　　3施設

※地域型については，年度途中の情報を把握していな

いため，年度当初の申請値で入力している。

○

【取組状況】

○日曜・祝日等に家庭における保育が必要な児童

に，休日保育サービスを提供することができた。

○休日保育への需要は，今後も継続して見込まれ

ますので，安定した保育サービスの供給確保に努めま

す。

環境整備課，

認定給付課

2(3)③保育の質の確保・向上

2(3)③保育の質の確保・向上237

公立保育所

の地域拠点

保育所とし

ての機能の

充実

地域拠点保育所として位置付けた22か所の公

立保育所について，今後，地域における配慮

を必要とする児童等への対応強化，地域内の

保育施設・子育て支援ボランティア等多様な担

い手との交流・連携，新設の保育施設や経験

の浅い経営主体が運営する保育施設に対する

相談・支援，大規模災害時の情報伝達や物

資搬送の中継拠点としての役割を担っていくた

めの機能充実を図る

○令和2年度は，６か所の地域拠点保育所に新たに

専任の地域支援主任を配置し，所内における①保育

所の基本機能・②地域の保護者等への支援機能・③

地域の事業者等への支援機能との連携を図りながら，

地域拠点保育所機能の底上げに向けた取り組みを進め

た。 ○

【取組状況】

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

より，保育施設等への訪問や研修開催等の活動

が制約され，実質的な活動開始を6月からとした。

○本市に寄贈を受けたマスク等を地域内の保育施

設等に配付しながら，感染拡大防止への取組みに

ついて助言するなど，災害時における拠点としての

役割を果たすことができた。

○保育施設等への巡回訪問やOJT・公開保育の受

入れ等を通して，地域保育事業者の保育の質の確

保に寄与していきます。

○上記の活動のほか，配慮を必要とする児童等への

対応の強化（障害児等保育），地域子育て支援

センターとしての機能（地域の保護者等への支援）

との連携により，地域拠点機能の底上げを図っていき

ます。

運営支援課

2(3)③保育の質の確保・向上238

乳幼児にお

ける食物ア

レルギー対

応の充実

保育所（園）や認定こども園に対して，食物

アレルギー児の入所に関する調査を実施し，各

施設の状況を把握した上で，必要とされる研修

会，マニュアルの見直しなどを検討・実施するこ

とで，施設におけるアレルギー対応の充実を図

る

○食物アレルギー児の保育所入所状況調査を実施

し，入所人数，原因食物や誤食防止策などについて

把握した。

○新設の保育所（園）・認定こども園や地域型保育

事業等に対して「保育所給食食物アレルギー対応マニュ

アル」を配付した。

○エピペン※を預かる保育所を保健師が訪問し，緊急

時の対応とエピペンの取り扱いについての研修を実施し

た。

11施設　163名［11施設　191名］

※エピペン：アドレナリン自己注射（アナフィラキシー症

状の進行を一時的に緩和させ，ショックを防ぐ自己注射

剤）

○

【取組状況】

○食物アレルギー児の入所状況と対応状況につい

て把握した。

○新設の保育所（園）・認定こども園や地域型保

育事業等の研修会で，食物アレルギー児への基本

的な対応について説明をし，職員の理解を得ること

ができた。

○保健師による研修により，食物アレルギーの緊急

時の対応について理解が深まり，実際に受け入れ

る施設での共通理解が得られた。

○ほとんどの保育施設に食物アレルギー児が入所して

いるなか，「仙台市保育所給食食物アレルギー対応

マニュアル」を基本とした対応がされており，食物アレ

ルギー児に対しての安全な食事提供がされていること

から，今後も研修会や巡回の機会を通して，適切な

対応の徹底を図っていきます。

○新設保育所や地域型保育事業等の職員は，食

物アレルギーに関する研修会に参加する機会が少な

いことから，研修会を実施していきます。

運営支援課
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番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(3)③保育の質の確保・向上239

保育士等の

職員研修の

充実

子どもの保育及び保護者に対し適切な支援が

行われるよう，保育士等を対象とした研修の充

実に努め，職員の専門性の向上を図る

○階層別研修：183人

○専門研修：116人

○職場研修：175人

○派遣研修：1人

○スキルアップ研修：224人

▲

【取組状況】

○仙台市保育所連合会主催研修については，新

型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令和2年

度の実施を見送ることとした。また，一部の派遣研

修についても，ほとんどを中止とした。

○仙台市主催研修や職場研修は，日程，会場

の変更を行い，計画していた研修をほぼ実施してい

る。

【事業に対する客観的意見・評価】

○仙台市主催研修等は予定通り実施しており，保

育実践に必要な専門的知識や技能を習得する機

会の提供ができた。

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

より仙台市保育所連合会主催研修等が中止となりま

したが，R3年度の開催に向け，開催方法や内容の

検討を図っていきます。

○今後もコロナウイルス感染予防に努めながら，研修

機会の場を作り，保育従事者の専門性を高めていき

ます。

運営支援課

2(3)③保育の質の確保・向上240

保育専門技

術向上支援

事業（スー

パーバイズ

事業）

児童一人ひとりの特性を踏まえたきめ細かな保

育や保護者への適切な支援を行うため，発達

心理学・臨床心理学等の外部専門家による施

設の巡回相談を行い，幼稚園や保育所

（園），認定こども園の職員の保育専門技術

の向上を図る

保育所（園）：40箇所　延べ回数　24回

認定こども園：　6箇所　　延べ回数　　9回

幼稚園：　　　　16箇所　延べ回数　　18回

○

【取組状況】

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

より，例年5月から実施しているところ，順次6月か

らの開始とした。

○外部専門家による巡回相談を実施し、児童及び

保護者支援や保育士の専門技術の向上の取り組

みを進めていくことができた。

○今後も継続して事業を実施するとともに，実施園

への巡回を行い，保育専門技術の向上を図っていき

ます。

運営支援課

2(3)③保育の質の確保・向上241

特別（保

育）支援

コーディネー

ター養成事

業

児童一人ひとりの特徴を踏まえたきめ細かな保

育の実施や保護者への適切な支援を行うため

の研修を行い，さまざまな困難事例に対応でき

る基礎知識と実践力を身に付けたコーディネー

ター（保育施設内でキーパーソンとなる人材）

の育成を図る

○私立保育園(所)・幼保連携型認定こども園

・初級研修：中止

・初級研修修了者を修了としたフォローアップ研修：中

止

○公立保育所

・初級研修：33人

・初級研修修了者を修了としたフォローアップ研修

 ：33人 ▲

【取組状況】

○私立保育園(所)特別(保育)支援コーディネー

ター研修については，新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため，令和2年度の実施を見送ることとし

た。

○公立保育所においては研修を実施しており，今

後も開催予定である。

【事業に対する客観的意見・評価】

○公立保育所の研修では，新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため，グループワークを取りやめ一

部内容を変えて，必要な知識・技術の習得に努め

ている。

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

より私立保育園(所)の研修を中止しましたが，R3年

度の開催に向け，開催方法や内容の検討を図って

いきます。

○公立保育所では，特別(保育)支援コーディネー

ターを引き続き養成していきます。

運営支援課

2(3)③保育の質の確保・向上242

認可外保育

施設に対す

る指導監督

の充実

認可外保育施設に対する研修の充実に努める

とともに，運営や保育に関する指導・助言を実

施し，より安全で良質な保育サービスの提供を

促進する

○令和2年10月末時点で75施設実施。

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から

４～５月の巡回及び立入調査は見送り，6月から

順次再開している。

引き続き立入調査等を実施し，認可外保育施設の

質の向上を図っていきます。

運営支援課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(3)③保育の質の確保・向上243

保育士人材

確保対策

潜在保育士の復職を支援する「保育士リターン

セミナー」の開催等により，保育士の確保を図る

また，雇用する保育士の宿舎を借り上げた事

業者に対し，費用の一部を補助することによ

り，保育士の就業継続及び離職防止を図る

○令和2年10月8日　保育士リターンセミナー開催

○令和2年10月10日・11日　保育士のためのWEB合

同就職説明会開催

○保育士宿舎借り上げ支援事業補助金　申請数　87

施設193人［61施設103人］

▲

【取組状況】

○保育士リターンセミナーについては，新型コロナウ

イルス感染症の影響により開催時期が遅れている

が，年2回の開催は確保できる見通しである。

○保育士のための合同就職説明会は，新型コロナ

ウイルス感染症の影響により，イベント形式ではなく

WEBを利用して実施することとした。

○保育士宿舎借り上げ支援事業については順調に

進んでいる。

○保育士リターンセミナーについては，2回目の開催

に向け引き続き準備を進めていきます。

○保育士のためのWEB合同就職説明会について

は，開催効果を検証しながら，今後の取り組みにつ

なげていきます。

○保育士宿舎借り上げ支援事業については，今後

の需要を把握し，適切な補助事業実施につなげてい

きます。

運営支援課

2(3)③保育の質の確保・向上244

保育教諭確

保のための

保育士資格

取得支援事

業

幼稚園教諭と保育士資格の両方の免許・資格

を有する保育教諭を確保するため，認定こども

園等に勤務する幼稚園教諭や認可外保育施

設等の保育従事者等が保育士資格を取得す

るために要する経費等に対して助成を行う

○8月に制度の周知を行い，1施設から利用希望が挙

がっている。

○

【取組状況】

○8月に対象施設へ制度を案内し，概ね順調に進

んでいる。

○保育教諭の確保を図るため，引き続き制度の周

知を図っていきます。

運営支援課

2(3)③保育の質の確保・向上245

栄養士雇用

助成

入所児童の栄養管理，個別配慮（離乳食・

食物アレルギー）への対応，食育計画の作成

等を行うため，栄養士を配置する保育所等に

対し，助成を行う

○保育所

・施設数　151施設

・助成実績額　41,288,700円

○認定こども園

・施設数　30か所

・助成実績額　8,198,200円　

○小規模保育事業A型・B型

・施設数　57か所

・助成実績額　15,457,500円

○家庭的保育事業・小規模保育事業C型

・施設数　0か所

・助成実績額　0円

○事業所内保育事業

・施設数　9か所

・助成実績額　2,473,200円

※年度途中の情報を把握していないため，年度当初の

申請人数及び金額で入力している。

○

【取組状況】

○栄養士の雇用に係る費用について助成すること

で，栄養管理等に係る各保育所等への支援を行う

ことができた。

○今後も引き続き栄養士の雇用に係る助成を行

い，保育所等での栄養管理に関する環境維持に努

めます。

認定給付課

2(3)③保育の質の確保・向上246

増員保育士

等助成

保育士を手厚く加配することにより，入所児童

の福祉の増進，職員の身体的・精神的休

養，資質向上を図る研修参加の促進等を図る

ため，国の基準を上回る保育士を配置している

保育所等に対し，助成を行う

○保育所

・施設数　148か所

・助成実績額　648,726,400円

○認定こども園

・施設数　30か所

・助成実績額　112,620,000円

○

【取組状況】

○平成29年度より，国の基準を上回る保育士を2

名以上上回って配置し，小規模保育施設等の連

携施設となり協定書を締結している保育所に対

し，加配保育士に係る人件費の更なる助成を行う

ことで，入所児童の福祉の増進及び保育士の労働

環境の改善に努めることができた。

○今後も引き続き加配保育士の雇用に係る助成を

行い，児童の処遇及び保育士の労働環境改善に

努めます。

認定給付課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(3)③保育の質の確保・向上247

増員調理員

助成

保育所等における食事の充実及び調理従事者

の負担軽減を図るため，一定数以上の調理員

を雇用する保育所に対し，助成を行う

○保育所

・施設数　115か所

・助成実績額　137,897,400円

○認定こども園

・施設数　22か所

・助成実績額　28,228,800円

○

【取組状況】

○加配調理員の雇用に係る経費を助成すること

で，食事の充実及び調理従事者の負担軽減を図

ることができた。

○今後も引き続き加配調理員の雇用に係る助成を

行い，調理の充実及び調理員の負担軽減に努めま

す。

認定給付課

2(3)③保育の質の確保・向上248

産休等代替

職員雇用助

成

保育所等職員が出産もしくは疾病または負傷に

より，長期間にわたって継続した休業を必要と

する場合において，職員の母体の保護または専

心療養の保障を図るとともに，施設における児

童等の処遇の正常な実施を確保するため，産

休等代替職員の雇用経費に対し，助成を行う

○保育所

・施設数　4施設

・助成実績額　1,918,000円

○認定こども園

・施設数　1か所

・助成実績額　335,000円　

○小規模保育事業A型・B型

・施設数　0か所

・助成実績額　0円

○家庭的保育事業・小規模保育事業C型

・施設数　0か所

・助成実績額　0円

○事業所内保育事業

・施設数　0か所

・助成実績額　0円

○

【取組状況】

○産休等代替職員の雇用経費に対する助成を行

うことで，保育士が産休等に入っている期間におけ

る児童等の処遇水準を維持することができた。

○令和２年度以降も引き続き助成を行い，児童の

処遇水準の維持に努めてまいります。

認定給付課

2(3)③保育の質の確保・向上249

保育士等の

処遇改善

教育・保育の提供に携わる人材の確保及び資

質の向上を図り，質の高い教育・保育を安定

的に供給できる「長く働くことができる」職場構築

のため，職員の勤続年数や技能・経験に応じ

て，保育士等の処遇改善を図る

○公定価格の「処遇改善等加算Ⅰ」及び「処遇改善等加算Ⅱ」

を以下の対象施設に適用し，保育士等の処遇改善を図った。

・保育所　対象施設数　153施設

（処遇改善等加算Ⅰ）賃金改善要件分適用施設　87施設

（処遇改善等加算Ⅱ）適用施設　142施設

・認定こども園　対象施設数　38施設

（処遇改善等加算Ⅰ）賃金改善要件分適用施設　20施設

（処遇改善等加算Ⅱ）適用施設　35施設

・幼稚園(施設型給付園)　対象施設数15施設

（処遇改善等加算Ⅰ）賃金改善要件分適用施設15施設

（処遇改善等加算Ⅱ）適用施設10施設

・小規模保育事業Ａ・Ｂ型　対象施設数　102施設

（処遇改善等加算Ⅰ）賃金改善要件分適用施設　74施設

（処遇改善等加算Ⅱ）適用施設　93施設

・家庭的保育事業・小規模保育事業Ｃ型　対象施設数 53施

設

（処遇改善等加算Ⅰ）賃金改善要件分適用施設　44施設

（処遇改善等加算Ⅱ）適用施設　37施設

・事業所内保育事業　対象施設数　16施設

（処遇改善等加算Ⅰ）賃金改善要件分適用施設　12施設

（処遇改善等加算Ⅱ）適用施設　11施設

○

【取組状況】

○保育所等に対し職員の処遇改善に係る加算を

行うことで，保育所等に勤務する職員に対する賃

金の改善を行い，保育士等の継続的な雇用の促

進に努めることができた。

○今後も処遇改善等加算Ⅰ及び処遇改善等加算

Ⅱの加算適用施設を増加させるため，制度説明を

各施設へ丁寧に行ない，保育士等に対する処遇改

善の拡充を図ります。

認定給付課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(3)③保育の質の確保・向上250

病原性大腸

菌対策助成

保育所等の衛生管理を強化するため，病原性

大腸菌対策関連消耗品を購入した場合及び

職員が病原性大腸菌Ｏ-157の検査を含んだ

検便を実施した場合，それぞれに要した費用に

対し，助成を行う

○例年1月頃に交付決定する助成金のため，現時点

で実績なし。

○

【取組状況】

○例年1月頃に交付決定を行う助成金のため，現

時点では実績がないが，予定通り取り組む予定で

ある。

○今後も引き続き病原性大腸菌対策経費の助成を

行い保育所等の衛生管理強化の促進に努めます。

認定給付課

2(3)③保育の質の確保・向上251

災害対応備

蓄推進事業

費助成

災害発生時にも，保育を必要とする児童の保

育を継続するため，新設保育所等が災害備蓄

としての非常食を購入する費用に対し，助成を

行う

○例年1月頃に交付決定する助成金のため，現時点

で実績なし。

○

【取組状況】

○例年1月頃に交付決定を行う助成金のため，現

時点では実績がないが，予定通り取り組む予定で

ある。

○令和２年度以降も引き続き災害備蓄品購入に係

る費用を助成を行い，非常食の備蓄の促進に努め

ます。

認定給付課

2(3)④幼児教育の充実（再掲）

2(3)④幼児教育の充実（再掲）252

幼保小連携

の推進 ⇒　整理番号001　参照

運営支援課，

学びの連携推進室

2(3)④幼児教育の充実（再掲）253

幼稚園教員

研修支援 ⇒　整理番号002　参照

運営支援課

2(3)④幼児教育の充実（再掲）254

保育教諭確

保のための

幼稚園教諭

免許状取得

支援事業

⇒　整理番号003　参照

運営支援課

2(3)④幼児教育の充実（再掲）255

認定こども

園整備補助
⇒　整理番号004　参照

環境整備課

2(3)④幼児教育の充実（再掲）256

私立幼児教

育施設運営

費等補助
⇒　整理番号005　参照

環境整備課，

認定給付課

2(3)④幼児教育の充実（再掲）257
幼稚園預か

り保育事業 ⇒　整理番号006　参照
環境整備課，

認定給付課

2(3)④幼児教育の充実（再掲）258

絵本を通し

た心豊かな

子育て支援

事業

⇒　整理番号007　参照

市民図書館
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2.妊娠期から出産・子育て期にわたる切れ目のない支援の充実

2（４）　個別のニーズに応じた子ども・子育て家庭への支援の充実

2(4)①子どもの貧困対策の推進

2(4)①子どもの貧困対策の推進259

学習・生活

サポート事

業

生活困窮世帯の中学生に対し，学力の向上

のための学習支援及び心の安定を図る居場所

の提供を行うとともに，その保護者への相談支

援等を実施することなどにより，貧困の連鎖を

防止する

○全5区，市内20か所に教室を開設し，生活保護及

び児童扶養手当全額受給世帯の中学生を対象に，

学習支援を行った。新型コロナウイルス感染症拡大の影

響を受け，教室における集合型の事業開催ができない

期間は，オンライン教室の開催や個別電話相談を行っ

ている。

○対象世帯の保護者に対し，面談や電話による定期

的な連絡相談を行うなど家庭生活への支援も併せて

行っている。

○利用者数　244人（令和2年9月末時点）

○

【取組状況】

○ほぼ昨年度並みの利用者数となっている。

○利用者個々の状況に応じて関係機関と連携した

支援を継続している。

○オンラインでの支援等，生徒に合った支援を継続し

ていきます。

○対象世帯へ事業周知を継続し，参加者の拡大を

図っていきます。

保護自立支援課，

子供家庭支援課

2(4)①子どもの貧困対策の推進260

窓口・制度

につなげる相

談支援体制

づくり

さまざまな理由で相談窓口，各種支援制度に

つながることが難しい子育て世帯を対象に，相

談しやすい体制づくりを検討する

困難な課題を抱える家庭へのアプローチとして，訪問型

支援（アウトリーチ型の支援）のあり方について検討し

ている。 ○

○市民・民間団体等と連携した支援の方法を検討

している。

○家庭を適切な支援制度につなげるためのアウトリー

チ型支援の在り方について検討を続けます。

子供家庭支援課

2(4)①子どもの貧困対策の推進261

子どもの居

場所づくり支

援事業 ⇒　整理番号065　参照

子供家庭支援課

2(4)①子どもの貧困対策の推進262

中途退学未

然防止等事

業

生活困窮世帯の高校生等の中途退学を防止

し，また，中途退学に至った後のステップにつな

げるため，進級支援や面談等によるサポートを

実施することなどにより，貧困の連鎖を防止する

○市内3か所に教室を開設し，生活保護及び児童扶

養手当全額受給世帯の高校生を対象に，学習支援を

行った。新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け，

教室における集合型の事業開催ができない期間は，オ

ンライン教室の開催や個別電話相談を行っている。

○対象世帯の保護者に対し，面談や電話による定期

的な連絡相談を行うなど家庭生活への支援も併せて

行っている。

○利用者数　142人（令和2年9月末時点）

○

【取組状況】

○ほぼ昨年度並みの利用者数となっている。

○利用者個々の状況に応じて関係機関と連携した

支援を継続している。

○オンラインでの支援等，生徒に合った支援を継続し

ていきます。

○対象世帯へ事業周知を継続し，参加者の拡大を

図っていきます。

保護自立支援課，

子供家庭支援課

2(4)①子どもの貧困対策の推進263
就学援助

⇒　整理番号191　参照
学事課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実264

仙台市配偶

者暴力相談

支援セン

ター事業

⇒　整理番号079　参照

男女共同参画課，

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実265

難病サポー

トセンター事

業

仙台市難病サポートセンターを設置し，難病の

子どもと家族に対し，関係機関と連携しなが

ら，電話・面接による支援や訪問支援を行う

○医療機関や区役所，患者団体等と連携し各種相

談支援を行った。

・電話相談：230件【545件】

・面接相談：25件【111件】

・訪問相談：0件【2件】

・メールでの相談：20件【32件】

・同行支援等：0件【12件】

※相談件数には18歳以上を含む。

○

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，

4~5月は面接相談を中止していたが，電話・メール

等での相談を継続していた。

○コロナ禍においても患者の悩みや不安の解消，孤

独感の軽減を図ることが必要です。そのため，電話や

メール等での相談支援を継続するとともに，今後の相

談支援の在り方について検討を行っていきます。

障害者総合支援セ

ンター

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実266

発達相談支

援センター

運営

発達障害児と家族の育ちや暮らしの困難さなど

に対して，本人・家族が望んでいる地域生活の

実現のため，他機関と連携しながら，子育てや

地域生活などに関する相談支援を行う

○発達相談件数（南北アーチル合計）

・新規相談数：401件【1,526件】

・継続相談数：2534件【7,048件】

・合計相談数：2935件【8,574件】

（件数は乳幼児・学齢児の合計）

○施設等支援状況

（施設訪問での相談件数 南北アーチル合計）

・乳幼児：110件【1,021件】

・学齢　：443件【696件】

・合計　：553件【1,717件】

※令和2年9月末時点

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症の影響により，幼稚

園，学校からの相談が減少した。加えて，保健福

祉センター等での乳幼児健診の休止により，相談

数が減少した。

それに伴い，施設訪問支援数も減少した。

○感染予防対策を継続し，定型的な相談体制によ

らず工夫しながら対応していきます。

各発達相談支援セ

ンター

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実267

子供家庭総

合相談事業 ⇒　整理番号081　参照

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実268

母子保護の

実施（母子

生活支援施

設への入

所）

保護を要する女子及びその者の監護すべき児

童を，母子生活支援施設において保護し，必

要な相談・指導・援護等を行うことにより，母子

家庭の生活を支援し，福祉の向上を図る

■子供家庭支援課

○実施世帯数　33世帯（10月1日時点）

　※仙台むつみ荘，仙台つばさ荘の他に広域利用とし

て市外の母子生活支援施設に入所した世帯も含む。 ○

■子供家庭支援課

【取組状況】

○施設において，入所者に対する生活指導及び

就職指導等を行い，福祉事務所と連携をとりなが

ら母子の自立促進のための適切な支援を行うことが

できた。

■子供家庭支援課

○保護が必要な世帯に対して，引き続き適切な支

援・相談等を行ってまいります。

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実269

母子・父子・

寡婦福祉貸

付金
⇒　整理番号175　参照

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実270

寡婦（寡

夫）控除み

なし適用
⇒　整理番号176　参照

子供家庭支援課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実271

ひとり親家

庭等日常生

活支援事業

母子家庭，父子家庭及び寡婦が，自立を図

るための修学等もしくは疾病等により一時的に

生活援助や保育サービスが必要な場合，また

は，生活環境の激変により日常生活を営むの

に支障が生じた場合に，家庭生活支援員を利

用者の居宅に派遣し，日常生活支援を行うこ

とにより，対象家庭等の生活の安定を図る

■子供家庭支援課

○派遣先実件数　9件

○利用延べ時間数　　96時間　（8/31時点）

○

■子供家庭支援課

【取組状況】

○ひとり親家庭等の生活の安定のために，家庭生

活支援員の派遣を実施することができた。

■子供家庭支援課

○今後とも，ひとり親家庭等の生活の安定のため

に，家庭生活支援員の派遣を行います。

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実272

ひとり親家

庭自立支援

教育訓練給

付金事業

ひとり親家庭の父または母の主体的な能力開

発の取組を支援するため，教育訓練講座を受

講するひとり親家庭の父または母に対し，自立

支援教育訓練給付金を支給することにより，ひ

とり親家庭の自立の促進を図る

■子供家庭支援課

○講座指定申請件数　14件

○訓練費支給件数　5件　　　　（9/14時点） ○

■子供家庭支援課

【取組状況】

○申請に基づき，ひとり親家庭の自立の促進を図

るための適切な講座指定，支給を行うことができ

た。

■子供家庭支援課

○引続き，制度の周知等を行い，ひとり親家庭の生

活の負担軽減を図ります。

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実273

ひとり親家

庭高等職業

訓練促進給

付金等事業

ひとり親家庭の父または母の就職の際に有利で

あり，かつ生活の安定に資する資格取得を促

進するため，当該資格に係る養成訓練の受講

期間のうち一定期間について，高等職業訓練

促進給付金を支給するとともに，職業訓練修

了支援給付金を修了後に支給することにより，

資格取得を容易にし，生活の負担軽減を図る

■子供家庭支援課

○支給実績

・高等職業訓練促進給付金　38人（9/10時点）

○

■子供家庭支援課

【取組状況】

○ひとり親の就職に有利な資格を取得するための支

給を行うことができた。

■子供家庭支援課

○引続き，制度の周知等を行い，ひとり親家庭の生

活の負担軽減を図ります。

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実274

仙台市ひと

り親家庭等

相談支援セ

ンター事業

仙台市母子家庭相談支援センター及び仙台

市父子家庭相談支援センターを設置し，個別

の家庭状況・就業適性・就業経験等に応じた

就業相談，生活相談及び情報提供を行う

○仙台市母子・父子家庭相談支援センターにて就業・

自立支援相談を実施している。

○仙台市母子家庭相談支援センターの就業支援セミ

ナー，専門家による個別相談及び宮城県母子福祉連

合会のひとり親家庭等就業支援講習会事業はコロナ禍

の影響を受けたが，Zoomを利用しての開催や延期に

よりほぼ予定通り実施できている。

○

【取組状況】

○ひとり親家庭等の生活の安定と向上のために，

自立を促進するための施策を総合的かつ計画的に

展開することができた。

○今後とも，ひとり親家庭等の生活の安定と向上の

ために，職員の資質向上を図りながら，専門機関と

の連携のあり方を検討するとともに，子育て・生活支

援や就業支援等の支援メニューを組み合わせた自立

支援プログラムを策定し，支援及びアフターケアを行

います。

子供家庭支援課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実275

養育費の確

保に関する

支援の推進
⇒　整理番号177　参照

子供家庭支援課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実276

健診後の

フォローの充

実
⇒　整理番号090　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実277

区役所等に

おける発達

相談の機能

強化

⇒　整理番号147　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実278

児童扶養手

当支給 ⇒　整理番号188　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実279

母子・父子

家庭医療費

助成 ⇒　整理番号189　参照

子供保健福祉課,

各区保険年金課,

宮城総合支所保険

年金課,

秋保総合支所保健

福祉課

2(2)③子育てに関する情報提供・相談支援の充実280

特定妊婦と

疑われる者

に対する産

科受診等支

援

⇒　整理番号152　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実281

外国につな

がる子ども支

援事業 ⇒　整理番号033　参照

交流企画課

2(4)②ひとり親家庭等への支援の充実282

院内学級学

習環境整備
⇒　整理番号039　参照

特別支援教育課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実283

障害者家族

支援等推進

事業

障害者（児）の家族に代わり，一時的な介

護サービスを提供することにより，障害者

（児）と家族が住み慣れた地域で安心して暮

らし続けることができるよう，地域生活支援を行

う

○拠点施設8箇所，実施施設1箇所，その他1箇所

にて実施した。（令和２年7月末時点）

日中介護　9,067時間

宿泊介護　452泊

外出介護　13時間 －

【取組状況】

○財源を確保し，拠点施設で実施していた支援は

令和２年10月から給付費事業である短期入所，

日中一時支援へ移行する。

○事業を継続する拠点施設以外の実施施設１箇

所，その他施設１箇所については，住み慣れた地

域での生活が維持されるよう，引き続き安定的な

サービス提供に取り組んでいきます。

障害者支援課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実284

放課後等デ

イサービス事

業

障害のある児童・生徒に，放課後や夏休み

等，長期休暇中の活動の場を提供するととも

に，ボランティアや仲間との交流，遊びや生活

経験の機会を作り，自立に向けた支援を行う

また，主に重症心身障害児が身近な場所で放

課後支援を受けられるように，放課後等デイ

サービス事業所の整備を促進する

○市内127事業所において，放課後等デイサービス事

業を実施した。（令和2年6月末時点）

・利用者延べ人数：63,544人（127施設）

　　　　　　　　　　　　 【61,485人（120施設）】

　　　　　　　　　　　　 （令和元年6月末時点）

○

【取組状況】

○市内事業所が7施設増加し，86人分の受け入

れ枠拡大が図られたことに伴い，より多くの利用を

希望する児童に対して，必要なサービスを提供する

ことができた。

【事業に対する客観的意見・評価】

前年度と比較し、利用者数・事業所数が増加して

おり、ニーズが高まっている。

○今後は，前年度に引き続き，利用ニーズと受け入

れ枠のバランスを考慮しながら利用回数の取扱い等に

ついて検討していくとともに，療育の質のさらなる向上

や，重症心身障害児受入事業所のさらなる拡充に

も取り組んでまいります。

障害者支援課
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番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実285

在宅障害児

者福祉サー

ビス推進

障害児（者）の自立した地域生活の支援と社

会参加の促進のため，ホームヘルプサービス，

短期入所，相談支援などの，在宅障害児

（者）に対する各種事業を実施する

○令和2年6月に支給決定を受けている障害児の数

・ホームヘルプサービス：165人

・障害児短期入所：425人

○

【取組状況】

○区や相談支援事業所の窓口相談等における障

害児のサービスについての説明を通して，サービスを

必要とする多くの方に利用していただき，障害児者

及びその家族が安心して生活を送れるよう取り組ん

でいる。

○引き続き，重度の障害児への支援についても重点

的に取り組んでいきます。

障害者支援課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実286

児童発達支

援センター

運営

発達に遅れのある幼児に対して，障害特性に

応じた療育を行い，子ども一人ひとりの発達を

促す

○発達の状態や特性に応じた障害児支援と家族支援

　・利用実人数：280名（11施設）※9月末時点

　　　　　　　　[令和元年度実績358名（11施設）]

○

【取組状況】

○就学前の児童が，適切な環境の中で集団療育

を受けることができるよう，特性や生活状況に応じた

療育を行っている

○療育支援に加えて，地域支援，家族支援の充

実を図ります

障害者支援課，

各発達相談支援セ

ンター

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実287

難病サポー

トセンター事

業
⇒　整理番号265　参照

障害者総合支援セ

ンター

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実288

障害児補装

具費支給事

業

日常生活を送る上で，その障害を補うのに必

要な補装具を交付・修理することによって，障

害のある子どもの福祉を増進する

○支給件数　191件【601件】　　　　　　　　　      　　　

　　　・内訳

　　購入　124件【419件】

　　修理　 67件【182件】

　　借受け　0件【0件】　※上記は9月末現在の実績
○

【取組状況】

○申請された種目について，速やかに補装具費の

支給を行うことができた。例年と比し件数が減少して

いるのは，新型コロナウイルス感染症対策の影響に

よる医療機関受診制限や補装具作製時の密を避

ける等のためと考えられる。

○補装具を必要とする障害児に対して，引き続き適

正かつ迅速に製作費用を支給できるよう努めます。

障害者総合支援セ

ンター

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実289

障害児日常

生活用具給

付事業

障害児が必要とする日常生活用具を給付する

ことにより，障害のある子どもが日常生活をより

快適に送ることができるようにする

○給付件数　312件【2,387件】　　　　　　　　　　　　　　

　　※上記は9月末現在の実績

○

【取組状況】

○申請された種目について，速やかに日常生活用

具の給付を行うことができた。例年と比し件数が減

少しているのは，新型コロナウイルス感染症対策の

影響による医療機関受診制限や業者との接触を避

ける等のためと考えられる。

○日常生活用具を必要とする障害児にに対し，引き

続き適正かつ迅速に給付できるよう努めます。

障害者総合支援セ

ンター

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実290

難聴児補聴

器購入等助

成事業

身体障害者手帳の対象とならない軽・中等度

難聴児の補聴器購入費用の助成をすることによ

り，聴こえの確保と言語の発達を支援する

○助成件数　13件【18件】

  　内訳

　　　補聴器本体：8件【1件】

      FM補聴システム：3件(補聴器本体と同時申請2

件)【1件】

　　　イヤモールド交換：３件【10件】

○

【取組状況】

○新型コロナウィルス感染症による申請件数の減少

等は見られず，例年通りかつ予測どおりの申請件数

となっている。

○例年通りの周知を実施し，適切かつ迅速な助成

の決定を行います。

障害者総合支援セ

ンター

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実291

発達相談支

援センター

運営
⇒　整理番号266　参照

各発達相談支援セ

ンター
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実292

健診後の

フォローの充

実
⇒　整理番号090　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実293
先天性代謝

異常検査事

業

⇒　整理番号142　参照
子供保健福祉課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実294

特別児童扶

養手当支給 ⇒　整理番号181　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実295

未熟児養育

医療給付 ⇒　整理番号182　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実296

自立支援医

療費（育成

医療）支給 ⇒　整理番号183　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実297

小児慢性特

定疾病対策

事業
⇒　整理番号184　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実298

小児慢性特

定疾病児童

とその家族へ

の支援

小児慢性特定疾病児童の家族に対する療育

相談会を行うとともに，関係職員に対する研修

会等を実施し，相談体制の強化を図る

また，自立支援員を配置し，患者の自立に向

けた支援を行う

○小児慢性特定疾病講演会・相談会

・講演会2回開催　延べ45名参加

　【相談会4回開催　延べ187名参加】

○自立支援員相談件数

延べ439件【延べ161件】 ○

○講演会・相談会の開催や自立支援相談員によ

る相談の実施により，多くの方に相談・支援の機会

を提供することができた。

○必要な方へ相談・支援の機会を提供することができ

ました。

○今後も，慢性疾病を抱える児とその家族の不安や

悩みに対する相談を受ける機会として，講演会や相

談会を継続していきます。

○また，支援者が支援するために必要な知識等を習

得することを目的に，研修会を継続していきます。

子供保健福祉課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実299

児童館特別

支援コーディ

ネーター養

成事業

⇒　整理番号066　参照

児童クラブ事業推進

課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実300

児童館等要

支援児受け

入れ事業 ⇒　整理番号073　参照

児童クラブ事業推進

課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実301

障害児等保

育の充実
⇒　整理番号231　参照

運営支援課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実302

保育専門技

術向上支援

事業（スー

パーバイズ

事業）

⇒　整理番号240　参照

運営支援課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実303

特別（保

育）支援

コーディネー

ター養成事

業

⇒　整理番号241　参照

運営支援課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実304

就学支援推

進事業

障害のある子どもの就学支援や教育相談の充

実を図り，特別支援学級等の配置，教育環

境の整備など，児童生徒一人ひとりの個性を

生かした教育を推進する

○障害のある子どもの就学の推進

仙台市就学支援委員会審議件数:延べ687件

○特別支援学級等の適正設置,教育環境備

学級設置校:小学校119校，中学校63校

○特別支援学級指導支援員配置　

71人 ○

【取組状況】

○仙台市就学支援委員会で延べ687件の審議を

行うことにより，児童生徒一人一人のニーズに合っ

た適切な教育の場を検討することができた。

○在籍人数が多く，指導が困難になっている特別

支援学級に対して支援員71人を配置し，学級担

任を支援したことにより，児童生徒一人一人の障

害の状態や特性等に応じたきめ細かい指導につなげ

ることができた。

○児童生徒の実態に応じた適切な教育の場を検討

し，必要に応じて特別支援学級の設置を行うなど，

特別支援教育の推進に当たって，本事業の成果が

重要な役割を果たしました。

○支援員の人員が不足する状況もあることから，ハ

ローワーク等を活用することにより人材確保に努めまし

た。

○今後も継続して支援員配置事業を行い，特別支

援学級における教育の充実を図ります。

特別支援教育課

2(4)③障害のある子どもなどへの支援の充実305

発達障害児

等教育推進

学習や対人関係などに困難さがあり，LD，

ADHD等発達障害のある児童生徒に対する各

小中学校の取組支援のための施策を展開し，

子どもたちが円滑に学習でき，楽しい学校生活

を送りながら明るく育つようにする

○発達障害児教育検討専門家チーム

ケース検討会:4回

○通常の学級への指導補助員配置

補助員配置校数：111校

対象児童生徒数：293人

補助員数：199人

○学校生活支援巡回相談

訪問学校数：41校

対象児童生徒数：84人
○

【取組状況】

○発達障害児教育検討専門家チーム

指導困難事例がある4校でケース検討会を実施し

たことにより，実施校での指導の改善が図られた。

○通常の学級への指導補助員配置

通常の学級に在籍する発達障害等のある児童生

徒293人に対して補助員を配置し，学級担任の

指導を支援したことによって，配置対象の児童生徒

の状態の改善をはかることができた。併せて，配置

対象学級の指導を充実させることができた。

○学校生活巡回相談

各市立学校が，発達障害などがあり特別な配慮を

要する児童生徒について，専門家からの具体的な

助言を受け，適切な対応につなげることができた。

○各学校が，発達障害のある児童生徒への教育に

当たって本事業を活用することにより，専門性・客観

性を持った適切な対応をすることができました。

○発達障害児教育検討専門家チーム

今後も継続して事業を行い，各校での取り組みを支

援し，発達障害などがあり特別な配慮を要する児童

生徒に対する教育を充実させます。

○通常の学級への指導補助員配置

補助員の人員が不足する状況もあることから，市政

だより，市HPへの掲載およびハローワーク等の活用に

より人材確保に努めました。

今後も事業を継続して行い，各校での取り組みを支

援し，発達障害などがあり特別な配慮を要する児童

生徒に対する教育を充実させます。

特別支援教育課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3.地域社会全体で子どもの育ちと子育てを応援していく環境づくり

3（１）　身近な地域の子育て支援機能の充実

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化306

小地域福祉

ネットワーク

等推進事業

地区社会福祉協議会が実施する小地域福祉

ネットワーク活動の中で，子育て家庭等が，住

み慣れた地域で安心して自立した生活が送れる

よう，民生委員児童委員やボランティア団体等

との連携による子育てサロン等の活動を推進す

る

○コロナ禍で子育てサロンの開催は，上半期については

概ね見合わせている地区が多い。状況に応じながら下半

期からの開催を検討している地区がある。

▲

【取組状況】

○上半期については，開催を見合わせている子育

てサロンが多数である。

○下半期については，状況をみながら開催を検討

している状況である。

○コロナ対策をとりながらサロンを開催していく方法を

模索し，引き続き検討していきます。

社会課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化307

仙台すくすく

サポート事

業
⇒　整理番号160　参照

子供未来局総務課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化308

のびすくにお

ける専門の

相談員の配

置

⇒　整理番号195　参照

子供未来局総務課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化309

全市的な子

育て支援

ネットワーク

の構築

のびすく（子育てふれあいプラザ等）を中心とし

た地域の子育て支援者等の相互の情報交換

や交流を促進し，全市的な子育て支援ネット

ワークの構築を図る

■子供未来局総務課

○子育て支援者が集まり，互いの活動内容等に触れな

がら，直接顔を見て話し合える「交流会」の開催に向

け，準備を進めている。

○仙台市内の子育て情報を提供するインターネット上の

ポータルサイト「せんだい杜の子育てナビ」の運用を継続し

て行った。

○

■子供未来局総務課

【取組状況】

○「交流会」については，新型コロナウイルス感染症

の予防を念頭に置いた交流会の内容について検討

を行っている。

○「せんだい杜の子育てナビ」では，母親目線での

ブログ形式の情報提供により，身近な子育て情報

を提供している。

【事業に対する客観的意見・評価】

○「交流会」は，毎年様々なテーマを設けて支援者

同士の情報交換を行っており，参加者から高い評

価を受けている。

■子供未来局総務課

○さらなるネットワークの強化を図るため，継続して交

流会など支援者支援の取り組みをを実施していきま

す。

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課,

宮城総支所保健福

祉課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化310

地域の子育

て支援団体

への支援

育児サークルや子育てサロンなどの子育て支援

団体を対象とした研修や交流会の開催，広報

等の支援により，地域における子育て支援活

動の活性化を図る

■子供未来局総務課

○子育て支援活動団体登録数

・142団体〔令和2年10月現在〕

○

■子供未来局総務課

【取組状況】

○育児サークル及び子育てサロン，託児ボランティ

ア，さまざまな子育て支援団体を登録し，本市の

ホームページで詳細を公表することなどにより，活動

の活性化につなげている。

■子供未来局総務課

○登録団体数としては，ほぼ横ばいで推移していま

す。

○引き続き，本市のホームページなどで本制度につい

て広報し，登録団体数の増加に努めます。

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化310

地域の子育

て支援団体

への支援

育児サークルや子育てサロンなどの子育て支援

団体を対象とした研修や交流会の開催，広報

等の支援により，地域における子育て支援活

動の活性化を図る

■青葉区

○育児支援関係機関連絡会議

・3地区３回実施、延べ３６団体参加

○育児支援情報提供

・青葉区育児サークルや子育てサロン登録名簿の窓口

配布やホーム―ページの掲載。

○子育てサロン等での健康教育・育児相談の実施

・１か所　１回　延べ１１人参加（令和２年８月現

在）
▲

■青葉区

【取組状況」

○育児支援関係機関会議

参加機関同士で事業共同開催の誘い等、地域の

育児支援機関が連携して育児支援となるきっかけに

なっている。

新型コロナ感染予防に留意しながら工夫をして活動

していることを共有し、各活動に活かすことができてい

る。一方で新型コロナの影響で中止となっている地

域イベントもある。

○子育てサロン等での健康教育・育児相談

地域の母子を取り巻く環境や情報の共有や連携の

一助となっている。中止が続いている団体もある。

■青葉区

○今後も親子の子育て環境を整えることを目指し、

地域で育児支援を行っている機関・人材を把握、子

育て支援を共に考えられる関係を構築してまいりま

す。

○地域サロン等の開催が難しい状況もありますが、地

域の育児支援者等と随時連絡を取りながら、子育て

支援をしてまいります。

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化310

地域の子育

て支援団体

への支援

育児サークルや子育てサロンなどの子育て支援

団体を対象とした研修や交流会の開催，広報

等の支援により，地域における子育て支援活

動の活性化を図る

■宮城総合支所

○市民協働による子育て支援活動

－「チームai子」による活動　企画打合せ：2回　10月

よりイベント再開予定〔令和元年度：企画打合せ11

回，イベント11回〕

－「こみゅ～んひろば」による活動　事務局会2回　9月よ

り定例会再開予定〔令和元年度：事務局会5回，定

例会6回〕

○宮城地区子育て支援ネットワーク会議は，新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止のため，令和2年度の実施

は見合わせ中。〔令和元年度：2回開催　参加者89

名〕

○子育て支援機関・団体等の情報発信のため，おさん

ぽマップを更新し，窓口等で配布予定

○児童館や子育て支援センター等における健康教育・

健康相談の実施

▲

■宮城総合支所

【取組状況】

○市民協働による子育て支援活動のうち，「チーム

ai子」による活動は，新型コロナウイルス感染拡大

防止に配慮しながら10月より再開予定。「宮城地

区子育て応援団こみゅ～んひろば」は，9月より再

開し，新型コロナウイルスの影響下における各団

体，個人の方の活動状況を共有する予定。

○宮城地区子育て支援ネットワーク会議は，新型

コロナウイルス感染拡大防止のため一堂に会すること

が困難であることから，令和2年度の実施は見合わ

せ中。

○おさんぽマップは，更新し，窓口等で配布予定。

○新型コロナウイルス感染拡大防止に努めながら，

地域に出向いて健康教育・健康相談を実施。

■宮城総合支所

○「チームai子」，「宮城地区子育て応援団こみゅ～

んひろば」ともに，地域における子育て支援力の向上

に向け，市民の意見を尊重しながら，市民協働によ

る活動を継続していきます。

○宮城地区子育て支援ネットワーク会議には「子育

てに関する情報を共有する場」としての役割を期待さ

れていることから，地域の実情に合わせた運営を検討

していきます。

○子育て支援機関・団体等の情報発信は，各機

関・団体と連携を図りながら，今後も継続して行いま

す。

○健康教育・健康相談は，今後も依頼元の機関・

団体と課題の共有等，連携を図りながら実施してい

きます。

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化310

地域の子育

て支援団体

への支援

育児サークルや子育てサロンなどの子育て支援

団体を対象とした研修や交流会の開催，広報

等の支援により，地域における子育て支援活

動の活性化を図る

■宮城野区

○宮城野区児童虐待防止ネットワーク会議（6ブロッ

ク）

　10月より実施
○

■宮城野区

【取組状況】

○「児童虐待防止ネットワーク会議」では，子育て

支援機関と虐待防止に関する情報の共有と意見

交換を行う予定。

■宮城野区

○児童虐待の予防・早期発見・迅速な対応に向

け，会議等を通し関係機関の取り組みを支援してま

いります。

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化310

地域の子育

て支援団体

への支援

育児サークルや子育てサロンなどの子育て支援

団体を対象とした研修や交流会の開催，広報

等の支援により，地域における子育て支援活

動の活性化を図る

■若林区

○育児サークル交流会　　計１回（全３回予定）

○輪っ！かばやし子育て応援団

役員事務局会議開催　計2回

▲

■若林区

【取組状況】

○育児サークル交流会

感染症防止の観点より、区役所での交流会は令和2年度は中

止。保健師の地区活動の一環としても、サークル活動の場に担当

が出向く形で、サークル訪問の形態をとっている。

○輪っ！かばやし子育て応援団

・サロン活動：令和2年度中は中止の予定

・役員事務局会議にて，応援団活動の目的と役割を再確認。今

後の目指すべき子育て支援ネットワークのあり方及び，応援団の

位置付けについて検討・合意形成を行った。

　

【事業に対する客観的意見・評価】

○育児サークル交流会

実際に活動している場に出向くことで、区での交流会では見えな

かった活動上の困り間や参加者の反応などが分かるようになった。コ

ロナ禍ではこの形態のほうが母らにニーズに合っている。

○輪っ！かばやし子育て応援団

・サロン活動：より地域に根差した住民主体の居場所とするべく，

地区保健活動と連動させ，自主的な運営体制に再編する必要

がある。

・時代や地域の実状に即した有機的で効果的なネットワークの構

築及び関係の強化を行っていく必要がある。

■若林区

○育児サークル交流会

コロナへの感染予防の観点から、サークル活動の場に

訪問する形態を継続することとします。事業担当だけ

ではなく、地区担当保健師と育児サークル参加者との

つながりや関係性の構築を図っていきます。

○輪っ！かばやし子育て応援団

・「子育てするなら若林」を目指して，区民・子育て支

援関係機関・行政が協働し，時代や地域の実状に

即した有機的で効果的なネットワークを新たに構築

し，従来以上の関係の強化を図っていきます。

・サロン活動：関係機関等との協議を丁寧に重ねな

がら，住民にとって身近なサービスの充実に向けて取

り組みを行います。

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化310

地域の子育

て支援団体

への支援

育児サークルや子育てサロンなどの子育て支援

団体を対象とした研修や交流会の開催，広報

等の支援により，地域における子育て支援活

動の活性化を図る

■太白区　（8月末時点）

○太白区育児サークル応援隊「たい子さん」定例会3回

〔12回〕

○リーダーズカフェ　1回　7団体（9人）〔2回〕

○たい子主催のウェルカムパーティー　1回　1組（2

人）

〔ネットワーク主催ウェルカムパーティー　2回28組64人〕

○子育て支援ネットワーク会議 １回 23団体(28人)

〔6回　20団体　延98人〕

○子育て支援ネットワーク研修　0回〔1回　25人〕

○子育て井戸端会議　0回〔3回　延109人〕

○たいはく☆元気っこ応援隊・全体研修会　中止〔1回  

105人〕

▲

■太白区　（8月末時点）

【取組状況】

○「たい子さん」と協働でリーダーズカフェを開催し，

育児サークル代表者の不安解消に努めた。

○「たい子さん」とともに，育児サークルマップの作

製・幼児健診会場への掲示や，転入者向けのウェ

ルカムパーティーを実施した。

○子育て支援ネットワーク会議を開催し，地域の

子育て支援施設が活動上の悩みや対応状況を共

有した。

○子育て井戸端会議　開催調整中

○たいはく☆元気っこ応援隊・全体研修会はコロナ

ウィルス感染拡大防止のため中止とした。

■太白区

○今後も「たい子さん」とともに，区内の育児サーク

ル・子育てサロンの活性化に努めます。

○子育て支援ネットワーク会議を定期的に開催すると

ともに，研修を実施し，支援者のスキルアップに努め

ます。

○「太白区子育て支援ネットワーク会議」や「子育て

井戸端会議」により，地域の関係機関との連携を密

にし，地域の子育て力の向上を図ります。

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化310

地域の子育

て支援団体

への支援

育児サークルや子育てサロンなどの子育て支援

団体を対象とした研修や交流会の開催，広報

等の支援により，地域における子育て支援活

動の活性化を図る

■秋保総合支所

○児童館と共催での親子講座は新型コロナウイルス感

染症の影響により，3回コース（6月・11月.3月）のう

ち1回中止。
▲

■秋保総合支所

○児童館とは情報共有を密に行い，事業の再開

に向け準備を進めることができている。

■秋保総合支所

○新型コロナウイルス感染症の予防を徹底し，地域

の親子の孤立化や虐待予防の一助となるように活動

を実施します。

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化310

地域の子育

て支援団体

への支援

育児サークルや子育てサロンなどの子育て支援

団体を対象とした研修や交流会の開催，広報

等の支援により，地域における子育て支援活

動の活性化を図る

■泉区

○地域子育て交流会（いずみん）

▲全体会：参加団体全員による会議⇒中止

▲地域子育て交流会：参加団体間の交流⇒中止

▲いずみおやこフェスティバル：区民の親子対象のイベン

ト

　　⇒中止

◎三役会議：２８団体からFAXで意見を頂き(4回）

会議を開催（3回：6月，7月，9月）　三役4名。

○子育て支援関係機関連絡会

▲9月18日開催。81名の参加あり。

　　気になる親への関り方をテーマに講習会を実施。

○育児グループ育成支援

・年度初めに登録団体の継続更新を確認，市政だより

や市のホームページなどで団体の活動を紹介した。

▲

■泉区

○地域子育て交流会（いずみん）

密になる環境を防ぎながら，少人数かつ全体から意

見をもらいながら，今後の会のあり方について話し合

いを進められている。

○子育て支援関係機関連絡会

▲9月18日開催した。例年，参加者の交流を目

的に講話の他にグループワークを行っているが，新型

コロナ感染症拡大防止のため，講話のみ実施。

○育児グループ育成支援

・市政だよりや市のホームページなどで団体の活動を

紹介した。

■泉区

○地域子育て交流会（いずみん）

今後も28団体から意見をもらいながら，三役中心に

意見交換をしていきます。11月に全体会を開催しま

す。

○子育て支援関係機関連絡会

地域の子育て支援に関わっている団体の交流の場は

今後も必要であり，次年度以降状況を見ながら開

催継続します。

○育児グループ育成支援

・団体の活動状況を定期的に把握します。また今年

度は新型コロナ感染症の影響で中止となっています

が，子育て交流会などの情報提供を行い連動した関

わりをしていきます。

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化311

地域での子

育て支援の

活動支援と

資質向上に

おける担い

手の確保

児童館での乳幼児親子への子育て支援など，

地域での子育て支援において，育児経験等の

豊かな地域の人材を活用し，支援者を確保す

るとともに，その資質向上に取り組む

○児童クラブ受入れ時間帯の3密状態を避けるため，

受け入れを休止していたが，令和2年6月から乳幼児親

子の受入れを再開した。また令和2年10月から子育て

支援室がある10館において先行して土曜日の受入れも

再開した。

 各種行事についても，感染防止に配慮しながら，徐々

に開催している。

▲

【取組状況】

○感染防止の観点から，例年と比較して地域人

材を活用した行事開催が少なくなっている。

○ガイドラインを踏まえ，感染防止に配慮しながら地

域人材を活用した行事の開催を徐々に増やしていき

ます。

児童クラブ事業推進

課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化312

子ども家庭

応援セン

ター

⇒　整理番号080　参照

子供未来局総務

課,

子供家庭支援課,

子供保健福祉課,

認定給付課,

各区家庭健康課,

各区保育給付課,

宮城総合支所保健

福祉課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化313

子どもの居

場所づくり支

援事業 ⇒　整理番号065　参照

子供家庭支援課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化314

児童館地域

子育て支援

事業 ⇒　整理番号068　参照

児童クラブ事業推進

課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化315

児童館事業

の充実
⇒　整理番号055　参照

児童クラブ事業推進

課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化316

区役所等に

おける利用

者支援事業
⇒　整理番号215　参照

認定給付課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化317

公立保育所

の地域拠点

保育所とし

ての機能の

充実

⇒　整理番号237　参照

運営支援課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化318

幼稚園PTA

家庭学級開

設補助

幼稚園児を持つ親等が，望ましい家庭教育の

あり方等について学習する機会を設け，子ども

の健全育成を図るため，幼稚園のPTAが行う

家庭学級の開設及び運営に要する経費を助成

する

○実施団体　:38園

○補助金交付額:3,638,000円（概算）

○

【取組状況】

○保護者が望ましい家庭教育のあり方等について

学習する機会を幅広く設けることができ，子どもの健

全育成に資する一助となった。

○より一層の参加が図られるよう令和元年度に補助

内容の見直しを行いましたので，今後も制度の詳し

い周知に努めてまいります。

認定給付課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化319

外国につな

がる子ども支

援事業
⇒　整理番号033　参照

交流企画課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化320

市立学校評

議員制

地域に開かれた学校づくりを推進するため，学

校評議員から学校運営に関して幅広く意見を

求め，その協力を得ながら学校運営の改善を

行う

○小学校402名，中学校227名，幼稚園6名，特

別支援学校5名，中等教育学校4名，高校18名，

合計662名の学校評議員を委嘱し，学校運営につい

て多面的・多角的な意見をいただいた。 ○

【取組状況】

○協働型学校評価を実施している本市において，

学校評議員からの意見は，「地域とともに歩む学校

づくり」を推進するうえで，貴重なものとなった。

○各学校とも，学校の実情に応じた学校評議員を

選出し，学校運営に関して幅広い意見を求めるこ

とができた。

○今後も，学校評議員の人選に当たっては，学校

教育に対する見識や，地域の実情に詳しい方を人

選し，より多面的・多角的な視点で学校教育に対す

る意見を伺えるよう働き掛けてまいります。

教育指導課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化321

学校支援地

域本部事業

家庭・地域の教育力を，学校を拠点として再

編成し，学校・家庭・地域が一体となって地域

ぐるみで子どもを育てる体制を整備するととも

に，地域住民や保護者，学生等からなる学校

を支援するボランティアを募り，子どもたちに安心

と豊かな体験を実現する体制づくりを推進し，よ

り豊かな「学び」を創出していく

○学校支援地域本部設置校は，174校（本部校85

校・支部校35校・連携校54校）でカバー率は95.1%

○スーパーバイザー数238名

○新型コロナウイルス感染症感染拡大予防のため，第

１回学校支援地域本部連絡協議会(6/2)は中止

○

【取組状況】

○支部校・連携校ともに，地域事情に応じて学校

支援地域本部の効果が反映する体制づくりをすす

めるというスタンスで，本部設置校を核とした中学校

区内の学校間での連携体制を図りながら，令和2

年10月末までに，３校の「支部」を設置した。

○スーパーバイザーのスキルアップを目指した研修会を

全区混合で4回，分散開催で行い，コロナ禍での支

援活動の在り方などの情報交換を行います。また，

中止になった連絡協議会の代替として，動画配信に

よる資質向上につながる研修を行います。

○今後は，中学校区内の連携体制づくりを進め，

地域の学校支援ネットワークの共有･充実を図り，全

小中学校でその効果が反映され，地域ぐるみで子ど

もの学びと育ちを支える体制づくりを目指します。

学びの連携推進室

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化322

土曜日の教

育支援体制

等構築事業
⇒　整理番号049　参照

生涯学習課
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3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化323

学校図書室

等開放事業 ⇒　整理番号050　参照

生涯学習課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化324

放課後子ど

も教室推進

事業
⇒　整理番号077　参照

生涯学習課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化325

マイスクール

プラン21推

進事業

市立学校の余裕教室等諸施設を学習活動

ルーム「マイスクール」として地域に開放し，地域

の社会教育団体やボランティア団体・サークル等

が自立して社会活動を行うことができる拠点を

身近な場所に確保するとともに，学校に地域社

会の学習資源を取り入れることで，児童に地域

社会の重要性を認識する機会を提供する

○小学校8校で実施中〔令和元年度:小学校8校〕

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か

ら，年度当初は全ての活動を休止していた。6月以

降，学校の再開に併せ再開可能とした。全８校

中，9月時点で再開済みは７校，再開未定は1

校である。

○再開の可否については，各学校と運営委員会の

判断となります。活動にあたっては，活動場所での新

型コロナウイルス感染症拡大防止対策の徹底や，三

密回避の観点から活動内容の検討など，事業運営

の取り組みをサポートしていきます。

○コーディネーター向けの交流会を開き，情報共有

等を通して，コーディネーター間のネットワーク作りを

図っていく予定です。

生涯学習課

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化326

青少年健全

育成事業 ⇒　整理番号052　参照

生涯学習支援セン

ター

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化327

ジュニアリー

ダー育成支

援
⇒　整理番号053　参照

生涯学習支援セン

ター

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化328

学びのコミュ

ニティづくり

推進事業

子どものすこやかな成長を支援するための地域

ネットワークづくりを目的に，地域のさまざまな団

体が連携し，児童，保護者，住民等を対象

とし，地域の実情に合わせて子どもと大人の交

流や自然体験等の事業を実施する

○令和2年度は2団体に委託。

○委託期間終了後においても，事業実施を模索・実

施している団体あり。 ▲

【取組状況】

○事業を実施した団体は，新型コロナウイルス感染

症の影響により大きな制約があるなかでも工夫を重

ね，地域の子どもたちに体験活動の場を提供するこ

とができている。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じつ

つ，今後も，各団体が継続して事業を実施できるよ

う活動を支援していきます。

生涯学習支援セン

ター

3(1)①多様な担い手による子育て支援ネットワークの強化329

家庭教育推

進事業・民

間指導者育

成事業（託

児付講座）

市民センターでは子育てに関する講座も多く実

施していることから，子育て中の市民が市民セ

ンターの講座や学習会等に参加できるよう，主

に市民託児ボランティアの運営による託児付講

座を実施する

また，託児ボランティアの養成講座や研修会を

実施し，担い手の確保や資質の向上を図る

○各市民センターにおいて，託児付講座を開催。

○託児ボランティア養成講座を開催（全５回）。

▲

【取組状況】

○託児付講座や託児ボランティア養成講座の実施

により，子育て中の市民にも学習の機会を提供す

ることができるよう，環境づくりに努めている。

○新型コロナウイルス感染症拡大防止策を講じつ

つ，今後も，各市民センターにおいて継続して託児

付講座をを実施するとともに，担い手の確保や資質

の向上を図っていきます。

生涯学習支援セン

ター
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3(1)②地域における児童虐待防止対策の充実　（児童虐待防止対策の充実の一部再掲）

3(1)②地域における児童虐待防止対策の充実　（児童虐待防止対策の充実の一部再掲）330

子ども家庭

応援セン

ター

⇒　整理番号080　参照

子供未来局総務

課,

子供家庭支援課,

子供保健福祉課,

認定給付課,

各区家庭健康課,

各区保育給付課,

宮城総合支所保健

福祉課

3(1)②地域における児童虐待防止対策の充実　（児童虐待防止対策の充実の一部再掲）331

要保護児童

対策地域協

議会 ⇒　整理番号083　参照

子供家庭支援課，

各区家庭健康課，

宮城総合支所保健

福祉課

3(1)②地域における児童虐待防止対策の充実　（児童虐待防止対策の充実の一部再掲）332

児童虐待に

係る医療

ネットワーク

事業

⇒　整理番号084　参照

子供家庭支援課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成333

地域の子育

て支援団体

への支援 ⇒　整理番号310　参照

子供未来局総務

課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成334

地域での子

育て支援の

活動支援と

資質向上に

おける担い

手の確保

⇒　整理番号311　参照

児童クラブ事業推進

課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成335

保健師等母

子保健従事

者の職員研

修の充実
⇒　整理番号095　参照

子供保健福祉課，

各区家庭健康課，

各総合支所保健福

祉課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成336

放課後児童

支援員等の

人材確保・

処遇改善
⇒　整理番号067　参照

児童クラブ事業推進

課
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3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成337

児童館等の

職員研修の

充実

子どもの健全育成及び保護者に対し適切な支

援が行われるよう，研修の充実に努め，職員

一人ひとりの資質向上を図る

○コロナウイルス感染症の影響で実施を見合わせてい

る。
▲

【取組状況】

○実施を見合わせており，開催方法について検討

中である。

○今後の研修の実施について，感染症対策という観

点から実施の方法等を見直したうえで，研修の機会

を確保します。

児童クラブ事業推進

課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成338

青少年健全

育成団体等

活動支援

青少年健全育成活動の実施団体に事業・運

営の助言や支援を行う

また，実施団体がまとまり，主体的に健全育

成に携わっていけるよう働きかけ，次世代を担う

青少年の健全育成について，社会全体で取り

組む機運の醸成を図る

○仙台市青少年健全育成団体事業補助金交付要綱

及び，仙台市地域子育て支援クラブ等補助金交付要

綱に基づき99団体に対し総額13,528,000円の補助

金を交付している。 ○

【取組状況】

○青少年の健全育成・非行防止・子育て支援活

動に対し財政的な支援を行うことで，継続的な運

営に寄与することができている。

○各団体は，新型コロナウィルス感染症拡大防止対

策を行いながら，活動内容の変更，規模縮小を行

い，活動を再開しており，R3年度に繋がるよう支援

を行っていきます。

子供相談支援セン

ター

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成339

幼稚園教員

研修支援
⇒　整理番号002　参照

運営支援課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成340

保育士等の

職員研修の

充実 ⇒　整理番号239　参照

運営支援課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成341

保育士人材

確保対策
⇒　整理番号243　参照

運営支援課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成342

保育教諭確

保のための

保育士資格

取得支援事

業

⇒　整理番号244　参照

運営支援課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成343

栄養士雇用

助成
⇒　整理番号245　参照

認定給付課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成344

増員保育士

等助成
⇒　整理番号246　参照

認定給付課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成345

増員調理員

助成
⇒　整理番号247　参照

認定給付課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成346

産休等代替

職員雇用助

成 ⇒　整理番号248　参照

認定給付課

95 / 102 ページ



「仙台市すこやか子育てプラン2020」　令和2年度進捗状況 316 466

基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成347

保育士等の

処遇改善
⇒　整理番号249　参照

認定給付課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成348

適応指導ボ

ランティア養

成・活用事

業

学生，一般市民のボランティアを育成し，ボラ

ンティアが適応指導教室「杜のひろば」の適応指

導の補助を行い，通級児童生徒の活動の充

実を図る

○例年6月と9月に学生，一般市民向けのボランティア

養成講座を行っていたが，新型コロナウイルス感染症の

影響により，6月の講座実施を見送ることになった。した

がって「杜のひろば」におけるボランティア活動は行えていな

い。(2回目の養成講座は実施予定) ▲

【取組状況】

○2回目のボランティア養成講座は実施予定であ

る。(令和元年度ボランティア養成講座受講者98

名　ボランティア活動人数13名　活動回数40回)　

「杜のひろば」におけるボランティア活動は通級児童

生徒にとっても，他の人との交流する貴重な体験の

場である。この活動は子供たちの自立の手助けと

なっている。

○ボランティア養成講座を開催し，不登校に関する

知識や対応の技能を広めます。また，実際に各ひろ

ばにてボランティア活動を実施し，児童生徒と接する

ことで支援の充実を図ります。

教育相談課

3(1)③子どもの育ちと子育て家庭を支える人材の育成349

家庭教育推

進事業・民

間指導者育

成事業（託

児付講座）

⇒　整理番号329　参照

生涯学習支援セン

ター

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実350

のびすく運営

⇒　整理番号161　参照

子供未来局総務課

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実351

児童館地域

子育て支援

事業 ⇒　整理番号068　参照

児童クラブ事業推進

課

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実352

放課後児童

健全育成事

業の推進 ⇒　整理番号069　参照

児童クラブ事業推進

課

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実353

放課後子ど

も総合プラン

推進事業 ⇒　整理番号070　参照

児童クラブ事業推進

課

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実354

児童館事業

の充実 ⇒　整理番号055　参照

児童クラブ事業推進

課

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実355

児童館整備

事業 ⇒　整理番号072　参照

児童クラブ事業推進

課
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令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実356

保育所等地

域子育て支

援事業 ⇒　整理番号172　参照

運営支援課

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実357

幼稚園地域

子育て支援

事業 ⇒　整理番号173　参照

認定給付課

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実358

学校図書室

等開放事業 ⇒　整理番号050　参照

生涯学習課

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実359

校庭・体育

館の自由活

動開放事業 ⇒　整理番号063　参照

生涯学習課

3(1)④身近な地域の子育て支援施設等の充実360

放課後子ど

も教室推進

事業 ⇒　整理番号077　参照

生涯学習課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3.地域社会全体で子どもの育ちと子育てを応援していく環境づくり

3（２）　仕事と子育ての両立支援の促進

3(2)①仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現に向けた家庭・企業等における取り組みの推進

3(2)①仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現に向けた家庭・企業等における取り組みの推進361

男性の家

事・育児へ

の参画の促

進

(公財)せんだい男女共同参画財団において，

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の

実現に向けた各種講座を実施するとともに，男

女がともに家事・育児の責任を分担することを促

進するため，様々な機会を捉え効果的な啓発

を進める

○ワーク・ライフ・バランス推進出前講座

2回・29名参加予定

【3回・計82名参加】

○

【取組状況】

○様々な団体への出前講座を通じて，男性の家

事・育児参加や仕事と生活の調和の実現など，

ワーク・ライフ・バランスの推進に向けた啓発を進める

ことができた。

○今後も，仕事と子育ての両立の推進に係る事業

を実施していきます。

男女共同参画課

3(2)①仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現に向けた家庭・企業等における取り組みの推進362

制度利用の

啓発

女性の就業継続，再就職の普及・啓発による

子育てと仕事の両立支援のため，育児休業，

介護休業制度や勤務時間短縮措置など，男

女が仕事と家庭を両立するための環境づくりにつ

いての普及・啓発を行う

○就労支援や，子育て支援などの勤労者に関する各

種制度，再就職に役立つ仕事探し情報を取りまとめた

ガイドブックの作成を検討中。

・冊子：働くみなさんのためのガイドブック：3,000部

【3,000部】

（配布先：各のびすく，マザーズハローワーク青葉な

ど）

○

【取組状況】

○左記の冊子は、令和3年3月下旬の発行・各関

係機関への送付を予定している。

【事業に対する客観的意見・評価】

○現在のところ記載事項なし。（今年度はこれから

作成するため。）

○今後も引き続き，各種制度の啓発を行い，ガイド

ブックの内容について適宜改善していきます。

市民生活課

3(2)①仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現に向けた家庭・企業等における取り組みの推進363

企業等に対

する仕事と

家庭の両立

支援促進

仕事と子育ての両立が可能なワーク・ライフ・バラ

ンスの実現を図るため，子育て支援等に取り組

む企業等の社会的信用を後押しする取り組み

や，セミナーの開催等により企業等への普及・

啓発を行う

■子供未来局総務課

○リーフレット「働くプレパパ・プレママガイド」を作成し，配

布した（12,000部）。新たに「職場における妊娠中の

女性労働者等への配慮について～新型コロナウイルス感

染症対策～」という項目を追加し，コロナ禍に必要な内

容へ更新を図った。［令和元年度：12,000部］

○企業向けのワーク・ライフ・バランスセミナー開催を予定

していたが，新型コロナウイルス感染症の影響により，

令和2年度の実施を見送ることとした。［令和元年度：

95名参加］

▲

■子供未来局総務課

【取組状況】

○リーフレットは予定どおり作成し，令和2.7月末よ

り配布を開始している。一方で，ワーク・ライフ・バラ

ンスセミナーについては，新型コロナウイルス感染症

拡大防止のため，令和2年度の実施を見送ることと

した。

【事業に対する客観的意見・評価】

○例年セミナーのアンケート結果では，働き方の改

善について各社で取り組めそうなアイデアを得る機会

となった等，ワーク・ライフ・バランスの広がりが期待さ

れる意見が寄せられている。

○経済団体や家庭相談支援の団体等からリーフ

レットの提供依頼があるなど，様々な場で活用され

ている。

■子供未来局総務課

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

よりセミナー開催を中止しましたが，コロナ禍おいて

も，ワーク・ライフ・バランスの充実に向けた取組みは

求められており，R3年度開催に向け，内容の検討

を図っていきます。

○リーフレット配布を通じ，仕事と子育ての両立が可

能な雇用環境の整備に寄与することができました。今

後も，引き続き啓発を図っていきます。

子供未来局総務

課，

経済企画課

3(2)①仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の実現に向けた家庭・企業等における取り組みの推進363

企業等に対

する仕事と

家庭の両立

支援促進

仕事と子育ての両立が可能なワーク・ライフ・バラ

ンスの実現を図るため，子育て支援等に取り組

む企業等の社会的信用を後押しする取り組み

や，セミナーの開催等により企業等への普及・

啓発を行う

■経済局経済企画課

○「四方よし」宣言企業を随時募集し，現在7社が登

録中。また，歴代受賞企業・宣言企業及びその取り組

みを市ホームページや新聞広告等で発信した。制度の

更なる認知度向上を目的として，9/24に普及啓発イベ

ントをオンラインで開催した。

▲

■経済局経済企画課

【取組状況】

○登録企業のPRや普及啓発イベントなど，制度の

認知度向上へ向けた取り組みは実施できている

が，コロナ禍の影響もあり，宣言企業への申請数

は伸び悩んでいる状況。

■経済局経済企画課

○コロナ禍の影響で申請数は伸び悩んでいますが，

今まで応募がなかった企業からの申請もあり，制度の

拡がりが見えてきています。今後も引き続き，登録企

業の紹介やSNSでの周知など認知度向上へ向けた

取り組みを行い，宣言企業への申請につなげます。

子供未来局総務

課，

経済企画課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3(2)②女性の就労継続・再就職の支援促進

3(2)②女性の就労継続・再就職の支援促進364

女性の就業

や就業の継

続支援

女性の就業継続，再就職の支援・促進のため

の講座の開催等の取組を進めるとともに，企業

に対し，女性の活躍推進や多様かつ柔軟な働

き方の実現を促すなど，企業にとって男女共同

参画推進の取組の動機づけとなるような施策を

実施する

○就業自立相談事業

相談件数延べ34件　相談者実人数21名

○就業継続に係る講座等

【4事業・計12回・計延べ279名参加】

○再就職の支援・促進に係る講座等

【5事業・14回・計109名参加】

○企業にとっての男女共同参画推進の取組に係る講座

等

　2事業・2回（延べ7日）・計延べ116名参加

【1事業・1回・計165名参加】

○

【取組状況】

○様々な事業を実施することにより，女性の就

業，就業継続，及び再就職への支援を進めること

ができた。　

○また，企業に対しても，啓発や広報を実施する

ことができた。

【事業に対する客観的意見・評価】

参加者からは，オンラインで受講できる環境を整え

てほしいという意見が寄せられている

○今後も，女性の就業継続や再就職支援に係る事

業を実施していきます。

男女共同参画課

3(2)②女性の就労継続・再就職の支援促進365

放課後児童

健全育成事

業の推進 ⇒　整理番号069　参照

児童クラブ事業推進

課

3(2)②女性の就労継続・再就職の支援促進366

放課後子ど

も総合プラン

推進事業
⇒　整理番号070　参照

児童クラブ事業推進

課

3(2)②女性の就労継続・再就職の支援促進367

産休明け保

育の充実 ⇒　整理番号232　参照

運営支援課

環境整備課

3(2)③男女がともに担う子育ての推進

3(2)③男女がともに担う子育ての推進368

男性の家

事・育児へ

の参画の促

進

⇒　整理番号361　参照

男女共同参画課

3(2)③男女がともに担う子育ての推進369

女性の就業

や就業の継

続支援
⇒　整理番号364　参照

男女共同参画課

3(2)③男女がともに担う子育ての推進370

のびすくにお

ける父親の

子育て力向

上支援

⇒　整理番号194　参照

子供未来局総務課
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基本

施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3.地域社会全体で子どもの育ちと子育てを応援していく環境づくり

3（３）　地域をあげて子ども・子育てを応援していく機運の醸成

3(3)①子育てを応援していく全市的な機運の醸成

3(3)①子育てを応援していく全市的な機運の醸成371

子どもの権

利に関する

意識啓発

新中学生の保護者への啓発パンフレットの配布

等を通じ，子どもの権利侵害の防止及び健全

育成に関する啓発を行う

○パンフレットの作成・配布

「子どもを見つめて」を今年度も作成し，新中学生の保

護者向けに配布する予定。（部数は未定） ○

【事業に対する客観的意見・評価】

○新中学１年生の保護者に対し，中学校を通じ

てパンフレットを配布することにより，子どもの健全育

成や権利侵害の防止に寄与するものとなっている。

○社会問題の変化等に合わせ，適時記載内容の

見直しを行いながら，引き続き保護者に対する啓発

を図っていきます。

子供未来局総務課

3(3)①子育てを応援していく全市的な機運の醸成372

子ども・子育

てを応援し

ていく枠組み

の構築と各

種プロジェク

トの展開

子育て支援団体や地域団体，企業などの多

様な主体間の連携のもと，子育てしやすいまち

づくりを進めていく枠組みを構築し，地域社会

全体で子ども・子育てを応援していく機運の醸

成を図るとともに，各種プロジェクトの企画・実

施など，具体の取り組みを展開していく

○新型コロナウイルス感染症による影響を踏まえた連携

のスキームや各種プロジェクトの在り方について，検討を

進めている。

▲

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症の影響下における多様

な主体間の連携のスキームや各種プロジェクトの在り

方について，検討を進めている。

○新型コロナウイルス感染症の影響下における多様

な主体間の連携のスキームや各種プロジェクトの在り

方について，検討を進めます。

子供未来局総務課

（子育て応援プロ

ジェクト推進担当）

3(3)①子育てを応援していく全市的な機運の醸成373

多様な性の

あり方につい

ての理解促

進等

ホームページへの情報掲載や啓発リーフレットの

配布，居場所づくり事業等により，多様な性の

あり方が尊重される環境づくりに取り組む

○ホームページにおいて多様な性のあり方に関する情報

を提供した。

○啓発リーフレットを民生委員児童委員や連合町内会

長に配付した（約1,700部）。

○居場所づくり事業を８月から毎月1回のペースで開始

した。

○市職員を対象にした「多様な性のあり方について理解

するための研修」を実施した。

○

【取り組み状況】

○啓発リーフレットの配付や居場所づくり事業につい

ては予定通り実施している。

○ホームページについては，多様な性のあり方に関

する情報提供のほか，居場所づくり事業の広報ツー

ルとしても活用している。

【事業に関する客観的意見・評価】

○研修のアンケートでは「理解が深まった」「身近な

問題として初めて認識した」などの意見が寄せられて

いる。

○リーフレット配布により，地域で活動する方々に多

様な性のあり方に関する基礎知識等を提供することが

できました。今後も，引き続き啓発を図っていきます。

○居場所づくり事業においては，性的マイノリティの方

等が安心して過ごせる居場所を提供することができま

した。今後は，本事業の中でセクシュアリティに関する

相談を受け付ける体制の強化を検討していきます。

○研修については，市職員が性的マイノリティの方を

身近な存在として捉え適切にコミュニケーションが取れ

るよう，継続して実施していきます。

男女共同参画課

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開374

子育てに関

する情報発

信の充実
⇒　整理番号197　参照

子供未来局総務課

3(3)①子育てを応援していく全市的な機運の醸成375

子ども・子育

てを応援し

ていく枠組み

の構築と各

種プロジェク

トの展開

⇒　整理番号372　参照

子供未来局総務課

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開376

子どもの遊び

の環境に関

する調査・

研究

⇒　整理番号054　参照

子供未来局総務課
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施策
番号 事業名 事業概要 令和2年度　実績

令和2年度　取組状況/

事業に対する客観的意見・評価
今後の取組 担当課

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開377

区民協働ま

ちづくり事業

地域における市民と行政との協働によるまちづく

りの推進及び地域からの行政需要への的確かつ

柔軟な対応を図る

■青葉区

該当なし。

各区まちづくり推進

課

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開377

区民協働ま

ちづくり事業

地域における市民と行政との協働によるまちづく

りの推進及び地域からの行政需要への的確かつ

柔軟な対応を図る

■宮城野区

○地域はっぴぃ子育て支援事業

・5月～6月にかけてママらいふ手帳に工作キッドを付けて

子育て支援部会メンバー近隣の開所している保育所等

に配布した(19ヶ所・約320部)。

・令和2年度に地域はっぴぃママ講座を開催希望してい

た施設職員対象にワークショップ体験を実施(10/8枡江

児童館)、次年度に向けコロナ対応策等について検討を

行う。

・ママらいふ手帳の表紙リニューアルのため，8月に宮城

野高校を訪問し協力いただけることになった。

▲

■宮城野区

○地域はっぴぃ子育て支援事業

【取組状況】

・新型コロナウィルス感染拡大防止のため多くの施設

が閉所・事業の自粛を余儀なくされていることから，

令和2年度の地域はっぴぃママ講座の開催は見送ら

ざるをえない状況である。

・ママらいふ手帳の新生児訪問時等の配布及び更

新作成は例年どおり実施する。

【事業に対する客観的意見・評価】

・地域はっぴぃママ講座は平成30年度参加者115

名(講座6回実施)に対し，令和元年度は135名

(講座9回実施)と開催回数・参加人数も増えてお

り，アンケートからも参加者の満足度が高いことか

ら，ニーズが高いと思われる。

■宮城野区

○地域はっぴぃ子育て支援事業

・現行講座以外の手帳活用方法を模索するととも

に，施設職員や子育て支援関係者向けにワーク

ショップ体験を通して本事業への理解とスキルを身に

付ける機会を積極的に創出し，人材の育成につなげ

ていけるよう努めます。

・ワークショップの所要時間の短縮、参加人数の制限

をはじめコロナ禍での実施運営面の課題検討を行い、

参加機会の創出に努めます。

各区まちづくり推進

課

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開377

区民協働ま

ちづくり事業

地域における市民と行政との協働によるまちづく

りの推進及び地域からの行政需要への的確かつ

柔軟な対応を図る

■若林区

○子育て推進ネットワーク事業

役員事務局会議開催　計2回

・サロン活動：新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め，令和2年度の実施を中止することとした。

▲

■若林区

【取組状況】

○子育て推進ネットワーク事業

・役員事務局会議にて，応援団活動の目的と役

割を再確認。今後の目指すべき子育て支援ネット

ワークのあり方及び，応援団の位置付けについて検

討・合意形成を行った。

【事業に対する客観的意見・評価】

・サロン活動：より地域に根差した住民主体の居場

所とするべく，地区保健活動と連動させ，自主的

な運営体制に再編する必要がある。

・時代や地域の実状に即した有機的で効果的な

ネットワークの構築及び関係の強化を行っていく必要

がある。

■若林区

○「子育てするなら若林」を目指して，区民・子育て

支援関係機関・行政が協働し，時代や地域の実状

に即した有機的で効果的なネットワークを新たに構築

し，従来以上の関係の強化を図っていきます。

○サロン活動：関係機関等との協議を丁寧に重ねな

がら，住民にとって身近なサービスの充実に向けて取

り組みを行います。

各区まちづくり推進

課

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開377

区民協働ま

ちづくり事業

地域における市民と行政との協働によるまちづく

りの推進及び地域からの行政需要への的確かつ

柔軟な対応を図る

■太白区

○「たいはくっこくらぶ」

・区内の小学5・6年生を対象に，参加児童同士の交

流を図りながら，区内の自然・歴史・文化等について学

習する「まちづくり塾」を3回開催予定である。

○

■太白区

【取組状況】

○20名程度の募集に対し，23名の応募があり，

「まちづくり塾」の開催準備もおおむね順調である。

第1回のまちづくり塾を9/26に実施した。

【事業に対する客観的意見・評価】

○前日の荒天のため、予定を変更し室内での魚の

観察やバッグ制作へ変更したが、子供たちは広瀬川

の生き物について理解を深めることができた。

■太白区

○令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響に

より，例年よりも規模を縮小しての開催となりました

が，引き続き，子供たちの地域理解を深められるよう

に取り組んでいきます。

各区まちづくり推進

課
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今後の取組 担当課

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開377

区民協働ま

ちづくり事業

地域における市民と行政との協働によるまちづく

りの推進及び地域からの行政需要への的確かつ

柔軟な対応を図る

■泉区

○「七北田川自然観察会」

小学生とその保護者を対象に，泉区のシンボルである

七北田川に対する関心や知識の向上を通して，環境

美化への意識やふるさと意識の醸成を図ることを目的

に，七北田川の水の透明度や汚れ具合の調査，水生

生物の観察，いかだ下り体験（小学生のみ対象）を

企画したが，新型コロナウイルス感染症拡大防止の観

点から中止とした。

［令和元年度：40組　計80名参加］

▲

■泉区

【取組状況】

○新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，令

和2年度の実施を中止することとした。

【事業に対する客観的意見・評価】

○例年，定員を超過するほど参加の応募をいただ

いており，市民にとって楽しみな企画となっていると考

える。参加者は，七北田川の上流と下流の水質検

査や，生息する水生生物の違いを学び，人々の

生活が河川に与える影響について考える機会となっ

ているほか，普段とは異なる視点から河川を観察す

ることで，泉区の中心を流れる七北田川への関心

を高めることができていると考える。

■泉区

○令和２年度は新型コロナウイルス感染症拡大防

止の観点から中止を余儀なくされましたが，令和３

年度以降は，新型コロナウイルス感染症の感染状況

も踏まえながら，必要に応じて実施内容を見直すな

ど，安全を確保しつつ実施できるよう取り組んでいきま

す。

各区まちづくり推進

課

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開378

ひとにやさし

いまちづくり

公益的施設等において，段差解消等のバリア

フリー化を推進し，また，ベビーチェア，ベビー

ベッドを設けたトイレ，授乳及びおむつ替えの場

所の設置等，妊産婦，乳児連れの方等すべ

ての人にとって利用しやすい施設等の整備を推

進する

○「仙台市ひとにやさしいまちづくり条例」で定める「整備

基準」に基づき，整備を行うよう事業者等へ要請し，

助言や指導を行った。

・ベビーベッド・ベビーチェアを設けたひろびろトイレを設置し

た建築物　1件

・授乳及びおむつ替えスペース等を設置した建築物　0

件

※ 令和2に完了検査を受けたものが対象（令和2年8

月末現在)

○

【取組状況】

○ベビーベッド・ベビーチェアを設けたひろびろトイレが

設置されたことにより，子育て中の方の公益的施設

の利用の円滑化が図られた。

○今後も啓発活動等を通じて事業者の意識付けを

図り，さらなる推進につなげていきます。

社会課

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開379

バリアフリー

推進事業

仙台市バリアフリー基本構想の全体構想および

地区別構想に基づき，妊産婦，乳幼児連れ

の方等にとっても安心して外出できるよう，道路

や公共交通などのバリアフリー化を推進する

○仙台市バリアフリー推進協議会を開催し，バリアフリー

化を進める特定事業の進捗状況の確認や昨年度実施

したまち歩きワークショップの結果をもとに，仙台市バリア

フリー基本構想（全体構想）及び仙台市バリアフリー

基本構想（地区別構想「都心地区」）の本年度末の

策定に向けて見直し案を整理した。

○

【取組状況】

○今後も道路や公共交通などのバリアフリー化を推

進していくために必要な，仙台市バリアフリー基本構

想（全体構想）及び仙台市バリアフリー基本構想

（地区別構想「都心地区」）の本年度末の策定

に向けて，見直し案の整理を進めることができた。

○仙台市バリアフリー推進協議会を継続的に開催

し，見直しの必要な地区別構想（長町地区・泉中

央地区・北仙台地区）の検討・策定を進めるととも

に，各地区別構想においてバリアフリー化を進める特

定事業の調整及び管理を行い道路や公共交通など

のバリアフリー化を推進していく。

交通政策課

3(3)②子育てを応援していく各種プロジェクトの展開380

交通バリアフ

リー特定事

業

「仙台市交通局バリアフリー特定事業計画」に

基づき，妊産婦やベビーカー使用の方が安心し

てバス・地下鉄を利用できるよう，バス・地下鉄

車両内優先席へのマタニティマークの掲示，同

車両内へのベビーカーマークの掲示，ポスターの

活用により，当該利用者への配慮と理解を求

め，より利用しやすい環境づくりを進める

また，心のバリアフリー化事業として，職員の接

遇向上や介助法研修等による職員教育の充

実を図る

○バス・地下鉄車両内の優先席へマタニティマークの掲

示，また駅構内と車両にベビーカーマーク及びそのポス

ターの掲示を行い，お客様へ当該利用者への配慮を促

した。

○職員に対する接遇研修等を随時実施することにより

職員教育の充実を図った。

○心のバリアフリー化事業の一環として，車内での席の

譲り合いに関するマナーポスターを車内に掲示し，利用

者に対するマナー啓発を行った。

○

【取組状況】

○駅施設や車両に，ベビーカーマークポスターや各

種バリアフリー関連のマナーポスターを継続して掲出

している。

○職員の接遇向上等についても，随時，研修等

による教育を実施中である。

○子育て中のお客様に対するバリアフリーの推進に向

け，各種啓発活動及び施設の維持管理が適切にな

されていること，また，職員への接遇研修等も継続

的に実施していることからも，現在の取り組みは有効

と考えており，今後も継続して実施していく予定で

す。

交通局営業課
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